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失恋と引っ越し













「美み羽う、別れよう」

「……へっ？」

　仕事が終わった金曜日の午後七時半過ぎ、待ち合わせ場所にしていた駅前のファッションビル前に着くなり言われた拓たく斗とからの言葉に、私は思わず間抜けな返事をしてしまう。

「俺ら、友達のほうが合ってると思わない？」

　驚くほど爽さわやかな笑顔の拓斗に、私はぽかんとする。

　……何を言っているの？




　拓斗と私は大学のゼミが一緒で仲良くなり、友達付き合いをしていたのだけど、卒業し、就職してからは、会うこともほとんどなかった。大学卒業後、二年ぶりに開催されたゼミの同窓会で再会して以来、ふたりで会うようになり、告白されて付き合うようになった。

　拓斗はポジティブすぎるところがあるけれど、一緒にいると楽しくて、大きな喧けん嘩かをしたこともない。穏やかに仲良く付き合ってきたつもりだった。

　付き合って一年、最近は仕事が忙しいと言われていて、今日は一カ月ぶりのデート。

　久しぶりに会える、と私なりにオシャレに気合いを入れた。

　四月の夜はまだ気温が低いので、ノーカラーの紺こん色のコートに、ペパーミントグリーンのおろしたてのレースニットアンサンブル、白いフレアスカート。春らしく明るいカラーを選んだ。




「俺ら、友達のほうがきっと楽しいよ」

　まるで、「天気がいいから散歩に行こう」と言うかのような明るい口調と笑顔。

　今まで拓斗のポジティブさには何度も助けられてきたし、それが長所だと思っていたけれど、とんだ誤解だったようだ。

「……急に、なんで……？」

　いきなりの展開に気持ちの整理がつかない私は、やっとの思いで聞き返す。

「まあ、そんなに深く考えなくていいじゃん。別に今までと変わんないだろ？　一緒にメシ食ったり、出かけたりすればいいし。彼氏彼女じゃなくなるだけで」

　……いや、恋人から友達になるって、かなり大きな変化だよね？

「……変わるよ、少なくとも私は」

　固い声で返事をする私の様子に気づかない、彼の無む邪じゃ気きな笑顔にイラ立ちを感じる。

「最近あんまり会ってなかっただろ？　でも、美羽は俺がいなくても平気そうだったし。俺もそんなに必死で美羽に会いたいと思わなくて。それだったら彼氏彼女じゃなくてもいいかなって」

　彼は、私が一番言われたくなかったことをやすやすと口にする。

　仮にも一年付き合ってきた相手に、こうも軽く胸に突き刺さる言葉をかけられるなんて。

　私に対する想いの希薄さを、今さらながらに痛感する。そういえば、デートは大たい抵てい拓斗の行きたい場所で、私の希望や好みを尋ねられたことはほぼなかったように思う。

　拓斗の気まぐれな言葉に振り回されることに疲れて、湧き上がるイラ立ちや悲壮感を上じょう手ずに隠す。

「……わかった。でも私は拓斗みたいに、昨日まで彼氏で今日から友達、なんて器用に考えられないから」

　なけなしのプライドをかき集め、ニッコリ微ほほ笑えむ。

「今までありがとう。元気でね」

　それだけ言うと踵きびすを返して歩きだす。

「えっ？　美羽！　メシ食いに行かないのか？」

　呼びかける声を無視して足早に立ち去る。

　足を止めたらきっと泣いてしまうから。




　空腹だったことも、買い物をしようとしていたことも、全部忘れて駅まで歩く。

　華やかなネオンや楽しそうに行き交う人たちを見ることがつらい。

　春が近い今日のような金曜日は、歓送迎会や女子会、デート、いろいろな用事で楽しそうに外出している人が多い。

　重たいコートを脱ぎ捨て、軽やかで華やかな色合いに身を包んだ人、店の鮮やかなディスプレイに彩られた街はとても明るい。

　なのに私ひとりだけ足取りが重く、暗い道を歩いている気分だ。

　こんな自分を誰にも見られたくなくて、ホームに滑り込んできた電車に慌てて乗り込んだ。

　最寄り駅に着くと、改札をうつむいたまま通り抜け、唇くちびるを固く結んで、自宅までの道を歩き続ける。

　周囲から見たら、ただの暗い女だ。

　やっとの思いで自宅マンションの玄関ドアに辿り着いた。

「美羽？　早かったわね、てっきりパパかと思ったわ」

　鍵を開ける音が聞こえたのか、廊ろう下かを歩いてきた母が私に声をかける。母の柔にゅう和わな表情はいつもと変わらない。

「……拓斗が急に仕事で会えなくなったから」

　できるだけ平静を装って返事をし、足早に玄関の右奥にある自室に向かう。

　母は拓斗と私の関係を知っているけれど、明るく友達宣言されました、とはさすがに言えず、ごまかした。

「ご飯は？」と母の間延びした声が追いかけてきたけれど、小さく首を振って断る。

　パタンとドアを閉めて、重いため息をつく。

　どうしてこんなタイミングでフラれちゃったんだろう……。

　憂ゆう鬱うつなことが重なった末、拓斗との別れが決定打となって、私の心は小さな悲鳴をあげていた。予期せぬことばかり起こっていて、頭も気持ちもついていかない。




　私の名前は橘たちばな 美羽。肩にかかるくらいの焦げ茶色の髪に、百五十一センチの身長、ごく平均的な容姿の二十六歳。

　二歳年下の妹の真ま央おは、母に似てくっきりした二ふた重えの大きな目。対する私は父譲りの少しタレ目がちな二重。

　姉妹だけれど、友達と間違えられるくらい、あまり似ていない。

　行動的でしっかり者の妹によく言われる私の性格は、普段は慎重なくせに、びっくりするようなところで大胆かつマイペース。

　都内の大学を卒業した私は、いわゆるメガバンクといわれる都市銀行に就職した。

　海外にもいくつか店舗があり、私の周りの上司や同期は皆、優秀な人たちばかり。正直、私が採用された理由は運がよかっただけとしか考えられない。

　専門用語や業務に慣れるまで大変だったけれど、入社四年目になり少しずつ自分の業務以外にも目を向けることができるようになってきた。

　今では勤務先である日に本ほん橋ばし支店で後輩の指導を任されつつ、保険や投資信託の販売等、主に相談窓口の業務に携わっている。

　私は個人のお客様の担当だけれど、支店には法人のお客様の営業担当者も大勢勤務しており、全国的に見ても比較的大きな規模の店舗だ。




　拓斗に会う前日、部長面談があった。

　この時期は個人面談が多いので、特に違和感はなかった。

　指示された時間に応接室に向かうと、閉じられたドアに『使用中』のプレートがかけてある。

　時間を間違えたか、場所が変更になったのかと思案していると、不意に応接室のドアが開いた。

『今日は突然申し訳なかった』

『いえいえ、お話しできてよかったです』

　私の直属の上司、現在四十代後半の片かた山やま部長のご機き嫌げんな声が聞こえる。

　私は脇にずれて、先に応接室から出てきた男性のお客様に笑顔で頭を下げる。

　しばらくして顔を上げると、その男性が少し咳き込んでいるのが目に入った。

　片山部長よりやや年上に見える、濃いグレーのスーツ姿の長身の男性。

　白しら髪が混じりのきちんと整えられた髪に、精せい悍かんな顔立ちが目を引く。

『ああ、橘さん。そうか、面談だったね、すまない。先に応接室に入って待っていてくれないか』

　続いて応接室から出てきた片山部長が、私の姿を目にして言う。

『はい、失礼いたします』

　私はお客様に向かって、もう一度頭を下げた。

『ここまでで結構ですよ。彼女の面談をしてください』

　その男性はゆったりとした口調で部長に声をかけてから、また少し咳き込む。

『いやいや、お見送りさせていただきます。今日はずっと咳き込まれていますが、お風邪ですか？』

　片山部長は心配そうにお客様に尋ねる。

『いや、今朝から急に咳が出るようになってね。季節の変わり目だからかな』

　男性が困ったように微笑む。

『ご多忙でしょうけれど、無理をなさらないでください』

　部長はそう言って、出口に向かって歩きだす。

　男性は部長にお礼を言いながら立ち止まり、私の名を呼んだ。

『橘さん、お待たせしてしまって申し訳なかったね』

　その優しい言葉に、私は慌あわてて口を開く。

『いえっ。お気遣いいただきまして、ありがとうございます』

　長身の男性は私に軽く会え釈しゃくをして、片山部長と再び歩きだした。

　その後ろ姿を見送った私は、踵を返して自席へと急いだ。

　袖そで机づくえの引き出しを開け、支店内持ち込み用の私物バッグからのど飴あめを取り出した。マスクと共にいつも私がいくつか常備しているもの。

　急いで戻り、お客様と部長のあとを追う。

　幸い、ふたりの男性はエレベーターホールの前で談笑していた。

『お客様！』

　急ぎ足で近付き、その後ろ姿に呼びかける。

　ふたりが私の声に振り返る。

『あの、よろしければこちらをお使いください』

　個別包装されたのど飴を、ふたつ差し出す。

　お客様は驚いた表情を浮かべながらも、とても嬉しそうに受け取ってくれた。

　片山部長は何も言わず、優しい目で一部始終を見ていた。

　エレベーターが到着して男性と部長が乗り込む。

　私は頭を下げてお見送りをしたあと、応接室の前に戻った。




　部長に応接室の中に入るよう言われていたけれど、部下の私が待ちかまえているというのも忍びない。

　応接室の入口で待っていると、営業フロアの自席のほうから急いだ様子で部長が戻ってきた。

『すまなかったね、急な来客で。のど飴をありがとう。喜んでおられたよ』

　ファイルを抱えながら言う片山部長。

『いえ、とんでもないです』

　そう返事をして、応接室に入っていく部長の後ろに続く。

『最近仕事はどう？　やりにくいこと、悩んでいることはない？』

　密室での不正がないようにドアを開け放し、私の向かいのソファに座った部長が朗らかに尋ねた。

『いえ、特には……』

　業務のことを考えつつ、返事をする。

『橘さんは四年目だったね。支店の雰囲気にも業務にも、すっかり慣れただろう』

　手元の人事資料ファイルを見ながら部長が言う。

『そういうわけで橘さん、札さっ幌ぽろ支店に行かないか？』

　どこか楽しそうに口角を上げて話す片山部長の言葉に、啞あ然ぜんとする。

　今、なんて？

『さっぽろ？』

　地名を繰り返した私に、部長は深く頷うなずく。

『そう、札幌支店』

　満足そうに部長がニコニコと笑みを浮かべる。

『ええっ、さ、札幌支店ですか？　なぜですか？』

　止まっていた思考が動きだす。

『うーん、まあ簡単に言えば、人手不足だね』

　慌てる私とは逆に、落ち着いて返事をする片山部長。

『北ほっ海かい道どう内の店舗は札幌支店のみでね。通勤できる地元の女性は限られているんだよ』

　ため息をつく部長。

『なかなか人材が見つからず、いつもギリギリの人員でね。しかし、大きな店舗で取引先も多岐にわたる』

『そうなんですか、それは大変ですね』

　札幌支店特有の事情があるということらしい。

『今回、北海道に本社がある企業の社員向けに、ある提携サービスを当社が受注したんだ。かなりの規模だから本部管かん轄かつにしようとしたんだが、先方は札幌支店の担当を希望していてね。このプロジェクトは我が社の業績にも大きく影響するんだ』

　そんな大がかりな話が進んでいたんだ……。

『プロジェクトが落ち着くまでは、専属の人員が必要になる。基本的な対応や先方との折せっ衝しょうは営業担当者に任せられるが、支店内部で対応できる人材が必要でね』

　ほんの少しだけ感じる嫌な予感に、思わず口元が引きつる。

『そんな重要なプロジェクトにまさか……』

『そう、君にお願いしたくてね』

　輝く笑顔で片山部長は私を見る。

『いえっ、無理です！　荷が重すぎますっ。そもそも私、事務職なので。しかも札幌って、引っ越しが！』

　叫ぶように言って、ブンブンッと音が鳴りそうなくらいに首を横に振る。

　部長は手元の資料に再び目を移す。

『確か橘さん、札幌に妹さんが住んでいたよな？　それに、新しい仕事にも挑戦してみたいって言ってなかったか？』

　……なぜそれを知っているのですか、部長。

　考えていることが顔に出ていたのか、片山部長はおかしそうに言う。

『今月初めの新入社員歓迎会で話してただろ？』

　そうだった。私の席の近くに部長が座っていて、妹の話をした気がする。

　当時の記憶が鮮明に蘇よみがえってくる。

　さらに、新入社員の時に私の教育係だった憧れの城しろ田たさんのように、バリバリ仕事がデキる女性になりたいと、熱く語っていた。

　まさかあの時の話をここで持ち出されるなんて……。

『た、確かに言いましたが……』

　状況の不利を感じて、しどろもどろになる。

『転居を伴ってしまうけれど、ご家族がいらっしゃるなら赴ふ任にんしやすいかと思ってね。事務職の定義のひとつに、転居を伴う転勤はしないとあるが、今回は営業職に準ずるかたちにしようと人事部と話し合っている。もちろん、各種手当も出る。橘さん以外にも打診している社員はいるのだが、私は橘さんが適任だと思っているんだ』

『……それは、なぜですか？』

　緊張して、ほんの少し口調が強こわ張ばる。

『今回のプロジェクトで本部から着任する社員もいる。簡単に言えば、札幌支店に社員が増える。人が増えると軋あつ轢れきも生じやすくなる。橘さんは、誰とでも分け隔てなく接することができるだろう？』

　部長の意外な言葉に目を見開く。

『で、でもそういうことは誰にでも――』

　言い募る私を、部長はやんわりと制する。

『いやいや、それが苦手な人もいる。私は橘さんのそういうところが素晴らしいと思っているんだよ』

　片山部長の言葉が嬉しい。多忙な部長が、大勢の部下がいる中で、私をそんな風に見てくれていたこと、認めていてくれたことに胸が熱くなった。

『赴任期間はどのくらいになるのでしょうか？』

『おそらく長い場合で一年半、短ければ半年から一年くらいだと思う。もちろん進しん捗ちょく状況によっては、臨機応変に職務内容が変更される可能性もあるということも、念頭に置いてほしい』

　厳しい表情で部長が私を見る。その表情から赴任期間も不確かなのだと悟る。

『札幌支店での業務終了後は必ず一旦、日本橋支店に戻ることになっている。それから一年以内に、正式な異動先が決定になるが……その時には橘さんの希望も聞くから』

　申し訳なさそうに部長は言う。

　とにかくこのプロジェクトは、異例な扱いが多いようだ。

『しばらく考える時間をいただけますか？』

　おずおずと切り出した私に、部長が頷く。

『もちろんだよ。では一週間後までに返事をもらえるかな？』

『はい……』

　返事をして、私は応接室をあとにした。




　コートも脱がずに閉じた自室のドアにもたれて、ただ天井を見ていた。

　頭の片隅に片山部長との面談の話が浮かんで心が揺れる。この相談を拓斗にしたかったけれど、今となってはもう関係ない。

　ほかの社員には話さないよう口止めされていたので、同期にも話していない。

　真央に相談したかったのだけど、まだ仕事中なのか、電話が繋つながらない。

　私は大学も、就職して配属された店舗も自宅から通える範囲内だったので、ずっと実家暮らしだ。

　札幌に赴任した場合は、初めて実家から出ることになる。

　すると、突然スマートフォンが鳴った。

　液晶画面には真央の名前が表示されている。

　世界中にその名が浸透している、日本でも有数の販売シェアを誇る大手化粧品会社で、妹は美容部員として勤務している。

　シフト制なので、帰る時間も日によって違う。遅い日は帰宅が夜の十一時を過ぎることもある。

「真央っ!?」

『どうしたの？　何かあった？　美羽ちゃんらしくない大声でびっくりした！　今、部屋にいるの？　ご飯は食べた？』

　矢継ぎ早に質問する妹に、姉の立場がないな、と苦笑しつつ返事をする。

「ごめんね。今は自分の部屋で、ご飯は……あとで食べるよ」

　拓斗との別れのせいで食欲がないことを彼女に悟られないように、言葉を濁にごす。

　現在午後十時半過ぎ。

「真央はご飯、食べた？」

『今日はもう食べたし、お風呂も済ませたよ』

　いつもと変わらない明るい声が、スマートフォン越しで耳に届く。

　妹は札幌の大学に進学し、家族や友人を驚かせた。

　北海道の大学を選んだ理由は、彼女が学びたいことをピンポイントで扱っている学科があり、師事したい教授がそこで教きょう鞭べんをとっていたから。

　慣れない雪国での生活は厳しいのではないか、実家から通える大学に進学したほうが楽ではないか、と親たちが説得を試みたけれど、真央の決意は揺るがなかった。

　若いうちにいろいろな経験をすることは大事でしょと両親を押し切り、結局、札幌在住の母の妹の佐さ知ち子こ叔お母ばさんの家の近くに住む、という条件付きで許された。

　そして大学卒業後、そのまま札幌で就職した。

　在学中に、札幌在住の彼氏に出会ったことも影響したのだろう。

　以来、実家にはほとんど帰ってきていない。

　寂しくもあるけれど、我が妹ながらしっかりしているなと尊敬する。

『ええっ！　美羽ちゃん、札幌に来るの？』

　拓斗との別れ話と転勤について話すと、驚き興奮する真央。

「まだ決めていないんだけど……」

　歯切れ悪く返事をする私。

『なんで？　いいじゃない、すごいよ！　大変そうだけど、きっと今後の美羽ちゃんにとってプラスになるよ！』

　一気に妹の声のトーンが上がる。

「でも……」

『札幌、素敵なところだよ？　確かに冬は寒いし、雪は大変かもしれないけれど、雪化粧をした札幌の街並みは、夏とは違う趣おもむきがあって私は大好き。それに私が勤めている百貨店のほかにもお店はたくさんあるし、バスも地下鉄もあるから生活には不自由しないよ！』

　私が気にしそうなことを、先に説明してくれる妹に苦笑する。

「だけど私、独り暮らししたことないし」

『私と一緒に住んだらいいじゃない！　ここ、さすがこの辺りでは有名な高級マンションだけあって、すごく快適だよ。地下鉄の駅まで歩いて五分もかからないし。日当たりもいいし、部屋だって余ってる。それに叔母さん、あと二年は帰ってこないって言ってたよ』

　明るく妹は言う。

　真央は現在、佐知子叔母さんが最近購入した分譲マンションに住んでいる。

　現在四十歳、独身で商社勤務の佐知子叔母さんは、この春からイギリスで働くことになった。元々希望していた部署への異動なだけに、大喜びだったらしい。

　母よりひと回り年下で、真央以上に札幌が大好きな叔母さんは昨年末、気に入る物件に出会った。上司にしばらく海外勤務にはならないだろうと言われていたので、悩んだ末に購入した途端、海外赴任の辞令が出てしまった。

　いくら叔母さんが投資と貯蓄が好きなお金持ちとはいえ、購入してすぐ手放すのはもったいない。かといって全く知らない人に貸すことも気が進まない。

　というわけで、真央が喜びいさんで、つい二週間前に引っ越してきたのだ。

　妹の勤務地は札幌駅前の百貨店なので、叔母さんのマンションからは地下鉄で二十分もかからない。

　真央が家賃を支払うことを叔母さんは断ったらしいが、結局格安の家賃支払いと諸々の条件を決めて住んでいる。

　真央の彼氏の翔しょうくんの自宅にも近いそうだ。

『一緒に暮らそうよ！　叔母さんには私から説明するよ』

　嬉き々きとして、妹が私を誘う。

「久しぶりに真央と暮らすのは楽しそうだね」

　苦笑しながら返事をする私。

『そうでしょ？　ねえ、美羽ちゃん。拓斗くんのこと本当に好きだった？　フラれてショックだっただろうけど、そのわりに冷静だよね？』

　彼女の鋭い指摘にはっとする。

　急に別れを告げられてショックだった。簡単に私たちの関係を終わらせようとする拓斗に腹も立った。だけど泣いてすがりたい、戻りたい、とは思わなかった。

　札幌勤務の話が出ていて、そっちに意識が向いていたからかもしれない。けれど、それはただの言い訳にすぎなくて、きっといつからか私は、拓斗を異性として好きだと思えなくなっていた。妹に指摘されて気づくなんて、と自じ嘲ちょうぎみにひとりで笑う。

『何笑ってるの？』

「ううん、真央はすごいなって。私よりも私のことをよくわかっているなって思ったの。確かに私、拓斗との別れをあっさり受け入れてる」

『でしょ？　私なら、翔との別れなんて悲しすぎて想像がつかない。できるだけ会いたいし、声だって聞きたい。一緒にいるとドキドキして嬉しくて、離れると寂しくて切ない。好きってそういうものじゃない？』

　真剣で優しい真央の声こわ音ねに、妹は本気で恋をしているのだなと実感する。

　そんな風に想える相手に出会えた彼女が少しうらやましい。

『たまたまかもしれないけれど、これもひとつのご縁じゃない？　いい話だと思うし、前向きに考えてみたら？　パパとママには話した？』

　熱心に勧めてくれる妹。

「ううん、まだ。先に真央に相談したかったから」

『そっか。また何かあったら連絡して。私はしばらく早番が続くの。夜は早く帰れると思うから』

　お礼を言って通話を終えると、札幌への異動を悪くないと思っている自分がいた。




　両親にも相談して、何度も考え、私は辞令を受けることにした。

　面談の日からちょうど一週間後、片山部長にその旨を伝えると、満面の笑みで喜んでくれた。

　それからは着任に向けて、札幌支店とのやり取りや現在の仕事の引継ぎ、引っ越し準備に追われる慌ただしい毎日。

　両親は真央との同居ということで、少しは安心してくれている。

　佐知子叔母さんとは国際電話で話をした。

　私の引っ越しを快諾してくれて、『休暇で帰国した時に会えることを楽しみにしているわ』と嬉しそうに言っていた。

　家賃は現在、真央が支払っている価格を折せっ半ぱんすることになり、叔母さんも了承してくれた。

　拓斗のことは、忙しすぎて振り返る暇もなかった。

　私の着任日は七月一日に決まった。打診から着任までの期間が二カ月以上と長いのは、異例案件だからだそう。

　おかげで私は、ゆっくりと準備をすることができた。




　引継ぎも荷造りも無事に終わり、引っ越しを週末に控えたある日、真央から電話がかかってきた。

『私、海外研修に合格したの！』

「海外研修？」

『入社した時に一度話したことあったでしょ？　入社二年目から応募できる、会社の海外研修プログラム！　世界各国の百貨店にある支店で数カ月研修するの。四月から試験と面接があってね、先月最終面接を受けたの。それで、今日マネージャーに合格したって言われて！』

　興奮した様子で喜びを表現する妹。

「えーっ、すごいね、真央！　よかったね！　海外研修プログラム、参加したいってずっと言ってたもんね」

　佐知子叔母さんの影響なのか、将来的に海外支店での勤務を切望する彼女は入社以来、海外研修プログラムへの参加を熱望していた。

　けれど、書類選考、課題提出のほかにも試験、面接があり、毎年社内から多数の応募があるが、合格できるのはひと握りらしい。

　プログラム終了後は、研修経験者として現在よりも業務内容が広がるそう。

『それでね、申し訳ないんだけど、美羽ちゃんの引っ越し当日に、東京で開かれる説明会に出席しなきゃいけなくて……』

　先程までの勢いはどこへやら、口ごもりながら話す真央。

「そうなの？　じゃあ、引っ越しの日はひとりかぁ……」

　思いがけない妹の言葉に、一気に不安が襲ってくる。

　仕事だから仕方ないと、自分自身を納得させた直後に妹から聞かされたのは、さらに驚くべき話だった。

『説明会は数日なんだけれど、そのあとすぐ東京で研修で、多分八月には出発になるんだよね……だから、海外研修プログラム終了までは、基本的に札幌には戻れないの』

「ええっ！」

　私の大声が響く。

『ほんっとにごめんね、美羽ちゃん。海外生活のための荷造りもあるし、一度札幌に戻りたいんだけど、連休が取れないかもしれなくて。仕方ないから、必要になりそうな荷物を今からできるだけ実家に送って、準備するしか方法がないかなあって思っているの』

　妹は心底申し訳なさそうに言う。

「う、ううん。真央がずっと希望して頑張っていたんだから。おめでたいことだし。それで、どれくらいの間、行くの？」

　恐る恐る聞いてみる。

『……半年、かなぁ』

「そんなにっ？」

　無理に押さえつけていた不安もあって、思わず声が裏返る。

『予定だよ、予定！　その国の情勢にもよるし。私はハワイになるみたいなんだけど……。最低三カ月、最長半年なんだって。プログラムを全部終了してからの帰国だから、平均して大体四カ月らしいんだけど……』

　妹と一緒に暮らせない。それは思ってもいなかった出来事。

「だ、大丈夫だよ。私だって社会人なんだし。心配しないで行ってきて！」

　ショックを隠して、自分に言い聞かせるように元気に言う。

　真央の夢が叶うのだ。姉として応援しないはずがない。

　妹に心配をかけるわけにはいかない。

『……でも』

　私を札幌に誘ったのに、一緒にいられなくなることを気にしているのだろうな、と姉の勘が働く。

「私が札幌の異動の話をした時に、チャンスだって言ってくれたでしょ？　今回は真央のチャンスだよ」

『美羽ちゃん……』

　電話越しだけど、妹にしっかり伝わるよう願いを込める。

「おめでとう、真央」

　心からのお祝いの気持ちを込めて、ニッコリ笑った。
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　真央の海外研修の報告に、両親も佐知子叔母さんも大喜びで、我が家はしばらくお祝いムードに包まれていた。

　その一方で、両親は私の独り暮らしに、不安を募らせていく。

「本当に大丈夫なの？　せめて引っ越しの日は手伝いに行くわよ？」

「しばらくママにいてもらったらどうだ？」

　心配そうな表情を浮かべる両親。

「大丈夫だってば。私もう二十六歳なんだよ？　真央だって、大学時代から独り暮らししているでしょ？」

　ここ数日、同じ話を何度も繰り返す両親にうんざりしながら返事をしている。




　引っ越し前日に、支店では私の送別会を盛大に催してくれた。

　イギリスのパブをイメージした、明るい雰囲気のお店。

　私と後輩の佳か歩ほちゃんがよく利用していた場所だ。

　広いフロアの一角が仕切られ、五つくらいのテーブルが並ぶ。

　ひとつのテーブルに六人ほど座り、私の隣には佳歩ちゃん、向かいには先輩の城田さんが座っている。

「まだ信じられないですよ～、美羽さんがいなくなっちゃうなんて！」

　ほんのり頰ほおを赤く染めて抱きついてきた佳歩ちゃん。

「寂しいです～」

　私から離れようとしない佳歩ちゃんに、入社七年目の城田さんが呆あきれ顔で言う。

「何言ってるの。橘さんに迷惑でしょうが。離れなさいよ、まったく！」

「えぇーっ、城田さんは寂しくないんですかぁ？」

「寂しい、寂しくないの問題じゃないでしょ。橘さんの新しい門出なんだから、もっと快く送り出してあげなさい」

　私を育て上げてくれた、かつての教育担当の城田さんは、手て際ぎわよく佳歩ちゃんを私から引き離す。

「ほらっ、橘さんの飲み物、注文してきてあげなさい」

「……はぁい」

　くすんと鼻を鳴らしながら、佳歩ちゃんは店員のほうへ向かう。

「まったくもう」

　やれやれ、とため息をつきながら、城田さんは私に向き直る。

「改めておめでとう！　よかったわね！」

　綺き麗れいに口紅が塗られた唇で微笑みながら、城田さんが言う。

　すらっとした長身にさばさばした性格の城田さんは、この支店の女性社員のお姉さん的存在だ。

「片山部長から聞いた時は驚いたけれど、素晴らしいチャンスよ。今までこういうことは男性の抜ばっ擢てきが多かったから。今回のことで、ますます我が社の女性登用も増えるんじゃないかしら。いいことだわ！」

　自他ともに認める仕事好きの城田さんは、満足そうに頷く。

「あ、ありがとうございます、でも、私に務まるかどうか心配で……」

　私の返答に、肩で揃そろえられた艶つやのある黒髪をかき上げながら苦笑する城田さん。

「あなたは私が育てたんだから、自信を持って行ってらっしゃい。片山部長だって、橘さんならできると見越して判断したのよ。私も部長の見立ては正しいと思うわ。寂しくはなるけれど……たまには近況報告してね」

　先輩の優しい言葉に、うっすらと涙が浮かぶ。

「そういえば、橘さんの上司になる人って、私の同期なのよ」

　楽しそうに言う城田さん。

「そうなんですか？　どんな方ですか？」

「すっごく綺麗な人！　仕事は誰よりもデキるし、かなりのキレ者で、同期の中でも一目置かれる存在よ。本人は否定するんだけど面倒見もいいし。無ぶ愛あい想そうだけど、なぜか上司には可か愛わいがられているのよね。今回のプロジェクトで、なんと次長に出世したの。私たちの年次では考えられない異例の大抜擢よ」

　ニヤッと笑う城田さん。

〝仕事がデキる美人〟と呼び声の高い城田さんが褒ほめる人だなんて、俄が然ぜん興味が湧く。

「その方のお名前って……」

「部長に聞かなかった？　瀬せ尾お 潤じゅんよ」

　意味深に唇を綻ほころばせる城田さん。

「瀬尾は外見が完璧なの。どこのモデルよって思うくらいスタイル抜群で。社内はもちろん、社外でもモテモテだし。この四月に関東の支店から出身地の札幌支店に異動したの」

「そうなんですか……」

　瀬尾さんって札幌出身の人なんだ。札幌での生活についてもいろいろ教えてもらえたらいいな。

「困ったことがあったらいつでも連絡してきてね。じゃ、頑張って！」

　そう言うと、城田さんは私の肩をポンッと叩いて、挨あい拶さつに来てくれた後輩に席を譲ってくれた。

　札幌に旅立つ日の朝、ガランとした自室を見回す。荷物は輸送に時間がかかるということで、前々日に引っ越し業者に搬送してもらった。

　最後まで心配の色を隠さない両親に手を振り、必要最低限の手荷物とともに意い気き揚よう々ようと飛行機に乗り込む。晴れ渡った夏空に、むせかえるほどの熱気、強烈な陽射しが痛いほどだった。

　午後二時過ぎ、新しん千ち歳とせ空港に着いてすぐ、その気温差に驚く。

　空港施設に売られているお土産みやげや看板を目にして、北海道に来たことを実感する。

　真央に新千歳空港に着いたことをメールで連絡して、事前に教えてもらった路線バスに乗り込んだ。

　引っ越し業者は夕方に到着予定だから、間に合うはず。

　座席に座った途端、張りつめていた気持ちが緩んでウトウトしていた。

　空港から降車場所である終点までは、一時間半くらいだって真央が言っていたし、少しくらいなら眠っても大丈夫だよね……。

　自分でも気づかないうちに、私は意識を手放していった。




「……アンタ」

　降ってきた低い声を、私はふわふわと夢見心ごこ地ちな状態で聞いていた。

「……終点だけど」

　せっかく気持ちよく眠っているのに、誰だろう？

「おいっ」

　大きな声が耳元で聞こえて、驚いて瞼まぶたを開ける。

　そこには、見たこともないくらい整った顔立ちの男性が座っていた。

　黒い長めの前髪から覗のぞく、綺麗なくっきり二重の漆しっ黒こくの瞳。すっと通った鼻び梁りょう。

　そのすべてが驚くほど小さな顔に納まっている。ただ、表情はとても険しい。

　至近距離に迫るすさまじく美麗な容よう貌ぼうに、ドキドキと鼓こ動どうが暴れだす。

　思わず凝視してしまった私に、彼は不機嫌そうに形のいい眉をひそめた。

　なんで私、こんなに恐ろしい形相で睨まれているの？

「すみません、お客さん。終点なので降りてもらえませんか？」

　たじろぐ私の耳に、申し訳なさそうな運転手さんの声が届いた。

　その声にはっとする。

　終点？　私、ちょっとのつもりが爆睡しちゃった？

「その手」

　そう言って、美形男性が長く綺麗な指で自身のスーツの上着を指す。

　指差された先を辿ると、彼の上着の裾すそをギュッとつかむ私の指が目に入った。

「す、すみません！」

　私のせいでこの人は降車できなかったんだ！

　慌てて手を彼の上着から離す。

「迷惑だからさっさと降りろよ」

　おそらく二十代後半、私よりも少し年上に見える完璧な美形男性は、冷たい声音でそう言い捨て降車していく。

　すらっと背が高く、ダークグレーの細身のスーツをピシッと着こなしていた。

　あの美形男性は、隣に座っていた私を起こしてくれていたのね……。

　途端に羞しゅう恥ちに襲われる。

「お客さん？」

　焦じれたような運転手さんの声が再度聞こえた。

「す、すみませんっ」

　慌てて荷物を手にし、バスから降りた。それから急いで美形男性の姿を探す。

　足の長い彼は、すでに私からずいぶんと離れた場所をすたすた歩いている。

　道行く人、特に女性が彼を振り返って見つめていく。

　誰が見ても信じられないくらいの美形だよね……。

　追いかけているのに、そんなことを冷静に考えてしまう。

　運よく彼は、交差点で信号待ちをしていて、その隙すきに追いつくことができた。

　引っ越しのために、動きやすいスキニーデニムを穿はいてきてよかった。

「あ、あのっ……」

　無理やり真横に立って、彼を見上げながら声をかける。

　彼は気づかないフリなのか、ちらっと私を一いち瞥べつしてすぐ前を向く。

「お、起こしてくださってありがとうございました。ご迷惑をおかけしました」

　小さく頭を下げる。

　信号が変わり、人々が歩きだす。

「……寝すぎだろ」

　低い声でぼそっと言って、彼はあっという間に前方へ進んでいく。

　信号機が点滅し始めて、私も急いで交差点を渡る。すでに彼の姿は見えない。

　なんて無愛想なんだろう。でも親切な人だよね。

　見み惚とれるくらいに整った顔立ちだけど、起こしてくれたことのほうが印象深い。

　裾をつかまれていたとはいえ、無理やり振りほどくことだってできたはずだ。

　札幌の人って優しいのかな、そう思いながら、彼が去った方向を見つめていると、斜めがけバッグからスマートフォンの振動を感じた。

　液晶画面に真央の名前が表示されている。

　彼女は今朝一番の飛行機で東京に向かい、もう説明会の会場に着いていた。

『もしもし、美羽ちゃん？』

　スマートフォン越しに、心配そうな妹の声が聞こえてきた。

『大丈夫？　今どこ？　迷ってない？』

「うん、ちゃんと着いたよ。今、路線バスを降りて……ええと、コーヒーショップの前にいる」

　寝入ってしまっていたことは、彼女には黙っておく。

『コーヒーショップ？　もしかしてコンビニの隣の？』

「うん」

『マンションまであと少しだよ！　コンビニを通り過ぎてすぐの交差点を渡って、右に曲がって――』

　早速道案内をしてくれる妹。

「えっ、ちょっと待って……交差点？　あ、ここを渡るのね。うん、渡って右に曲がったよ」

　交差点を渡って、言われた通りに角を曲がる。

『そこから直進して、クリーニング屋さんを通り過ぎて、三つ目の角に建っているマンションだよ、そこから見えない？　ベージュの背が高い建物』

　背伸びをして、目を凝らす。

　こういう時、百五十一センチの身長はなかなか不便。今日はスニーカーを履はいているから余計にそう思う。

　それでも精一杯背伸びをしたおかげか、それらしき建物が前方に見えた。

「あ、わかった！　見えたよ」

『よかった、じゃ、気をつけてね。鍵はちゃんと持ってる？』

　どこまでも心配してくれる妹。

「大丈夫、ちゃんと持ってるよ。ありがとう」

　真央が叔母さんの家に引っ越した時、実家に緊急時のために預けてあった鍵をバッグから取り出し確認する。これのおかげで、事前に鍵の受け渡しが不要だった。

『私、今からまた説明会に戻るけど、何かあったら連絡してね』

　そう念押しをして、真央は通話を切った。

　再び歩きだしてクリーニング屋さんの前に差しかかった時、私を起こしてくれた美形男性が店から出てきた。

　自宅が近いのか、クリーニングを終えたワイシャツを数枚抱えている。彼は私に気がついて軽く目を細め、無言でまた前を歩きだす。

　今度は声をかけずに、私は妹から聞いた道を進む。

　あと数歩でマンションのエントランスという場所で、彼が突然振り返る。

「……アンタ、いつまでついてくる気？」

　低いイラ立ちのこもった声をかけられた。

　夜色の瞳は冷気を含んでいる。

「え？」

「アンタからの礼は聞いたし、もうついてくる必要ないだろ。まだ何か用？」

　キョトンとする私を面倒臭そうに睨みつけている。

　そこまで言われて気づいた。

　まさか……。私、あとをつけてきたと思われている？

　聞くまでもなく、彼の不機嫌そうな表情で一いち目もく瞭りょう然ぜん。

「ち、違いますっ。あとをつけたりなんかしていません！　私の家ここなんですっ！」

　思わず前方のマンションを指差すと、まだ疑っているのか彼は無言で目をすがめる。

　これだけ綺麗な顔立ちの人だから相当モテるだろうし、女性を警戒するのはわかるけれど、この誤解はあまりにもひどい。

　証拠を示すように、彼の目の前にマンションの鍵を出す。

　彼は一瞬瞠どう目もくしてから、大きなため息をついた。

「あ、そう」

　そう言い捨てて彼はさっさとエントランスをくぐり、マンション内に入っていく。

「ちょ、ちょっと……」

　勝手に誤解して文句を言ってきて、それだけ？

　少しむっとしながら私もエントランスをくぐった。




「わぁ！」

　マンションに足を踏み入れた途端、思わず声が漏れた。

　オシャレでセンスのいい叔母さんが選んだのだから、きっと素敵なマンションだろうと予想はしていたけれど、思っていた以上だった。

　高い天井に、革張りの応接セットが何組か置かれた広々としたロビー。

　所々に飾られている花瓶や大きな観葉植物。広い通路には落ち着いた明るさの間接照明。マンションの外壁に使われている、濡れた砂のような色合いのタイルとはまた違う、柔らかなクリーム色の艶消しをした床。まるで高級ホテルのような雰囲気に圧倒される。

　感動しながら奥に進んでいくと、エレベーターホールに辿り着く。

　私が住むことになる部屋は六階。

　エレベーター前の液晶モニターに映し出されているのは、さっきの失礼な美形男性。彼は七階で降りた。

　……私の上の階なのね、と独り言を呟つぶやいてエレベーターに乗り込む。

　エレベーターには彼の香水の残り香なのか、すっきりとした柑かん橘きつ系の香りが漂う。

　普段なら、うっとりして素敵な香りに喜ぶところだけど、さっきの一件があって、思わず眉み間けんに皺しわを寄せる。できればもう二度と嗅かぎたくない。




「お邪魔します。よろしくお願いします」

　今日から自宅になった部屋に足を踏み入れて、挨拶をする。

　玄関脇の大きなシューズインクローゼットのそばには、全身が映る鏡がある。まっすぐに延びた明るいベージュのフローリング。廊下の左右には、真央の部屋と私が使わせてもらう予定の空き部屋。その先には明るい陽射しが差し込む、大きな窓のあるリビングが広がっている。

　そのすぐ隣にあるキッチンは深い赤ワイン色を基調としていて、シンクはとても深く、使いやすそうだ。

　期待を裏切らない素敵な部屋をひとしきり見て回って歓声をあげつつ、初めて見る二重窓を開け、空気を入れ替える。

　冷蔵庫には、オートロックの解除方法からゴミの出し方まで、細こま々ごまとしたマンションの決まりと、私へのメッセージが書かれた紙が貼られていた。

　久しぶりに見る妹の字に、思わずほっこりする。

　妹の優しい心遣いに気持ちが温かくなっていると、エントランスからの呼出音が鳴った。

　室内の液晶モニターを見ると、引っ越し業者の姿。

　急いで私は真央が残してくれたメモを片手に、オートロックを解除する。

　それからは流れ作業のように、荷物の搬入が始まった。

　慌ただしく作業をしていたため、失礼な美形男性のことはすっかり忘れていた。

　ようやく引っ越し業者が引き上げて、ひと息つく。

　真央の家具とは別に、私が使うことになるベッドやパソコン用の机等の家具の設置やおおまかな物の片付けは済んで、あとは本棚の整理や化粧品の収納というような、細々した作業が残っていた。

　日常生活に必要不可欠な冷蔵庫、洗濯機等の家電類や、ソファやテレビ、照明、カーテンといった生活用具一式はすでに揃っているので、搬入時間が短く済んだ。

　真央のメモを見ると、不要な段ボールは一階の決まった場所に出すようにとあったので、束ねて持ち出す。

　一度には運べそうにないので、何往復かすることに決めた。




　段ボールを抱え、やってきたエレベーターに乗り込むと、忘れていた彼がいた。

　先刻のピシッとしたスーツ姿から一転。ラフな黒いＴシャツにベージュのチノパンの裾を無造作に折り上げたスタイルで、足元にはサンダル。

　なんてことない装いなのに、息を呑のむほどカッコいい。まるで雑誌から抜け出してきたモデルさんのようだ。

「こ、こんばんは……」

　一瞬見惚れてしまったことをごまかすように、ぎこちなく挨拶をする。

　彼は無言で私を一瞥する。

　エレベーターの中に、さっきと同じ柑橘系の香水の香りが漂う。

　なんともいえない微妙な空気の中、エレベーターが一階に到着する。

「し、失礼します」

　それだけ言って、私はそそくさと移動した。

　彼は何も言わず、すたすたとマンションの外に向かって歩きだしていた。

「……なんなの、もう……」

　知らない間に呼吸を止めてしまっていた私は、深呼吸をする。

　私だけが身がまえていることが悔しい。おそらく年上だろうけれど、常に上から目線のあの態度はいただけない。

　真央のメモに記載されていた所定の位置に段ボールを置いて、部屋に戻る。

　残りの段ボールもさっさと片付けようと思っていたけれど、途中で宅配便が届いたり母から電話があったりして、思いのほか時間がかかってしまった。




　空からの段ボールをすべて潰して運び終え、満ち足りた気持ちでエレベーターを待つ。

　すると、背後から人の気配がしたので何げなく振り返ると、今、一番顔を合わせたくない美形男性の姿。数時間でこれほど評価が下がる人なんて、滅多にいないだろう。

　買い物帰りなのか、スーパーの袋を提げている。

　美形は何を持っていてもカッコいいよね……。

　無視するのも失礼かと、建前上の会釈をして正面に向き直る。

「なあ」

　背後から低い声が聞こえてきた。

　まさか私じゃないよね。電話しているのかもしれないし。

「アンタだよ、俺の前に立っているアンタ」

　若干面倒臭そうに再度話しかけられた。

「わ、私ですか？」

　嫌だなと思う気持ちを心の中に隠しつつ、愛あい想そよく振り向く。

「アンタ、段ボールどうした？」

　単刀直入に、用件だけを素っ気なく切り出される。

「え？　段ボールですか？　私、今日引っ越してきたので……」

「違う、そんなことはわかってる。俺が聞いてるのは、どこに置いたのか、処分したのかってこと」

　冷静に教え子を諭すように、ゆっくりと言われる。

「そこの所定の置き場所に出しましたけど」

　私をじっと見つめる凄せい絶ぜつな眼力に圧倒されながらも、置き場所のほうを指差す。

　すると、彼は極上の笑顔を私に向けてきた。

　ドキンッ。

　妖よう艶えんとも取れるその笑顔に不覚にも胸が高鳴って、頭がぼうっとする。

「段ボールの回収日は毎月十日、二十日、三十日。回収日の前日に出す決まりだ。ちなみに今日は二十八日。残念だけど、部屋まで持ち帰りだな」

　ニヤッと口角を上げて言う彼に、私の顔が引きつる。

「えええっ!?　嘘っ!!」

「残念でした」

　悲鳴のように叫ぶ私に、さっきとは違う悪魔のような笑顔を浮かべ、彼は到着したエレベーターに乗り込み、部屋に帰っていった。

「なんなの！　わかっていたなら教えてくれたらいいじゃない!!　最っ低!!」

　彼の今日一日の態度を思い出して、さらに腹が立ってきた私は、目一杯悪態をつく。

　真央のメモ、もう少しきちんと読めばよかった……。きっと書いてあったんだろう。

「……回収しなきゃ」

　ふらふらと段ボールを置いた場所に戻る。

　結構な量なので、見るだけでどっと疲れに襲われる。

「時間を無駄にしちゃったな。仕方ないけど……」

　小さくうめいて段ボールの山に手をかけようとした時、覚えのある香りとともに、長く綺麗な指が目の前に伸びてきた。

　振り向くと、さっき部屋に戻ったはずの最低美形の彼がいた。

「……運んでやる」

　ぶっきらぼうに段ボールを大量に抱えて言う彼。

「アンタはそっちの束、持って」

　突然の出来事を理解できず瞬まばたきを繰り返す私に、テキパキと指示を出す。

「あ、はい。あの、ありがとうございます……」

　段ボールの束を抱えて前を歩く彼の背中に向かって、声をかける。

「……別に」

　相変わらず無愛想に返される。彼の耳がなぜか赤く染まっていた。

「アンタ、本当に要領が悪い……」

　整えられた前髪をくしゃりとしながら、私の部屋の玄関先で彼はため息をつく。

　回収したのはいいけれど、置き場所に悩んでいたら「引っ越し業者に後日引き取ってもらえば？」と彼に指摘された。

「このままではボールが廊下をほぼ占領してしまって邪魔だから、少しでも片付けたい」と言うと、呆れながらも「玄関にあるシューズインクローゼットに収納したら」と助言してくれた。

　けれど玄関前に荷物を積み上げてしまっていたので、うまくシューズインクローゼットの扉を開けられずに右往左往していたら、彼が積み上げた荷物を部屋の中に入れてくれた。

　結局段ボールだけではなく、荷物運びや片付けまでも手伝ってもらった結果、『要領が悪い』と呆れ顔で言われてしまったのだ。

　彼は細身だけれど、やっぱり男性なので私よりもずっと力があって頼もしい。

　私が抱えたり持ち上げたりできない荷物を、長い腕で軽々と運んでくれる。

　最低美形なんて呼んでしまって悪かったかなと反省するくらい、彼の評価は格段に上がった。

　今なら失礼な言葉でも、聞き流すことができるかも。

「すみません。ありがとうございました」

　心から感謝の気持ちを込めてお礼を伝える。

「独り暮らしじゃないんだろ？　相手は？」

　先ほどまでは普通だったのに、若干不機嫌とも取れる表情で彼が突然尋ねてきた。

「あ、妹と暮らす予定だったんですけど……。今、仕事で東京に行っていて、半年くらい帰ってこないんです」

「ふうん」

　興味なさそうに返事をする彼に、私はお世話になったにもかかわらず自己紹介すらしていなかったことに気づく。

「あ、あの、私、橘と申します。今日は本当にお世話になりました。これからよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げる。

「別に世話をしたつもりはないけど。それよりアンタ、もう少し警戒心を持ったほうがいいんじゃない？」

「え？」

　小首を傾かしげてニコッと微笑んだ彼はとても魅力的で、ドキッと心臓が大きな音をたてたのも束つかの間ま。

　右側には積み上がった段ボール、背中には玄関の壁、両手には片付けるつもりの靴という状態の私に、トンッと長い片腕を私の左頰のすぐ近くに置く彼。

　綺麗すぎる顔がぐっと近づく。彼の香りに包まれて、私は思わず瞠目した。

　ドクン、ドクン、ドクン。

　心臓が狂ったように早鐘を打つ。

「……ほら、逃げられない」

　左耳のすぐ横で囁ささやかれる、低い色香を含んだ声にカアッと頰が熱くなる。

　先刻までの完璧すぎる笑顔から一転、意地悪な笑みを浮かべて私の顔を覗き込む。

　彼の吐息が私の唇を掠かすめる。

　黒い瞳を縁取る長いまつ毛が至近距離に迫る。

　……まさか、キスされる？

　思わず目をギュッと閉じてうつむく。

「バーカ」

　頭上から降り注ぐ低い声と、ムニュッと鼻をつままれる感触。

　目を開けると、壁から腕を離して呆れた表情の彼がいた。

「な、危機感ゼロだろ？」

「何を……」

　私は目を見開いて、真っ赤になった顔を彼に向ける。

「色気の欠かけ片らもないアンタに、俺は邪よこしまな感情は抱かないけど。世の中の物好きなヤツにはつけこまれることもあるんだよ。……会ったばかりの男を同じマンションだからって信用して、女ひとりの家の中にほいほい入れるな」

　少し厳しい目をして、お説教をされてしまう。

　その通りなんだけれども、なんだか失礼なことを言われた気がする……。

　それに、注意するだけなら、あんな演出必要ないじゃない！

　反論したい気持ちが、むくむくと湧いてきたけれど、目の前の彼の絶対零れい度どの睨みに、萎い縮しゅくしてしまう。

「すみません……」

　不本意だけど、小さく謝罪する私。

「わかればいいんだよ」

　ほんの少し目尻の下がった柔らかな表情が、一瞬見える。

　ポンッと大きな手の平を謝る私の頭に乗せて、彼は玄関ドアを開けた。

「じゃ、俺は帰るから。ちゃんと施せ錠じょうしろよ」

　廊下に出た彼に頷く。

「あ、ありがとうございました」

　お礼を述べると、玄関ドアが閉まる直前にひらひらと振られた手が見えた。

　私は抱えたままになっていた靴を放り出し、すぐに閉じた玄関ドアの施錠をする。

　そのままずるずると玄関に座り込んだ。

　頰が熱い。

「……なんなの、あの人」

　玄関に微かすかに残る柑橘系の香りにそわそわする。

「あんなに綺麗な人を近くで見たからだよ、きっと」

　いまだに速いリズムを刻む鼓動の言い訳を口にしてみる。

「名前、なんていうんだろう」

　肝心なことを聞き忘れていたと気づく。

　そういえば、七階の何号室に住んでいるのかも知らない。

「……今度、聞こう」

　ひとりで呟いて、のろのろと片付けを再開した。
















再会した人













　引っ越し荷物を片付け、探検ついでに近所を散策していたら、七月一日まで三日間もらっていた引っ越し休暇はあっという間に過ぎた。

　迎えた札幌支店初出勤の七月一日、金曜日の朝。

　緊張のせいか、目覚まし時計が鳴る前に起きてしまった。

　窓を開け、実家にいた頃よりも涼しい夏の風を吸い込む。

　気温は実家にいた時とあまり変わらないはずなのだけれど、うんざりするようなベタつく暑さはない。

　せっかくの早起きが無駄にならないように、いつもより念入りに身み支じ度たくを整え、朝食もしっかりとる。

　服は、新調したオフホワイトのノーカラーのジャケットに淡いブルーのフレアスカートを合わせた。第一印象が少しでもよくなりますように、と願いを込める。

　忘れ物と戸締りを再確認し、誰もいない部屋に向かって「行ってきます」と呟いて家を出る。

　マンションの外に出ると、雲ひとつない青空が広がっていた。

　太陽が辺りを明るく照らしている。幸さい先さきのよいスタートを切れた気がして、少し嬉しくなる。

　クリーニング屋さんの前で、ふと足が止まる。

　無愛想だけど親切な人だったな……。

　長い腕に囲われて耳元で囁かれたことを思い出して、恥ずかしさでカアッと頰が熱くなる。

　あれから彼に会うことはなかった。会ったとしても恥ずかしくてどんな顔をしていいのかわからないのだけれど。

　スーツ姿のサラリーマンや制服姿の学生で混み合う地下鉄に乗り、支店の最寄り駅に着くと、少しの緊張感を抱えて整備された地下街を急ぐ。

　地上に上がると、街路樹が所々に植えられ広々とした石いし畳だたみの歩道が目に入る。

　指定された時間まで、まだ余裕はあったけれど、自然と早足になってしまう。

　事前に上司になる瀬尾さんがメールで送付してくれていた地図は、目印になる建物等が表記されていてわかりやすく、迷うことなく支店に到着した。

　現在午前七時五十五分。

　全国どの支店でも、午前八時から八時十分の間に鍵当番の上司が出勤して、我が社の社員専用の通用口を開けることになっているので、まだ中には入れない。

　札幌支店が入っているビルは十階建で、支店は一階と二階のみ。ほかのフロアにはテナントが五社ほど入っている。

　そろそろ誰か出勤してくる頃かなと、腕時計に視線を落とす。

「おはよう、君が橘さん？」

　柔和な笑みを浮かべた三十代後半くらいの男性が、私に声をかけた。

「あ、はい。今日からお世話になります、橘です」

「早いね、待たせちゃった？　皆みな川がわです。瀬尾の上司、と言ったほうがわかりやすいかな？　これからよろしくね」

　瀬尾さんの上司ということは、間接的に私の上司にもなる人だな、と理解して頭を下げる。

「よろしくお願いします」

　皆川さんが鍵を開けてくれている間に、続々と札幌支店のメンバーが出勤してきた。

「おはようございます」

　口々に朝の挨拶が交わされる中で、皆川さんが私のことを紹介してくれた。

「正式には朝礼で紹介するね。橘さんの直属の上司の瀬尾は、昼前に出張から帰ってくるから」

　私をビル内に促しつつ、皆川さんが言う。

「皆川さんっ、その人が橘さんですか？」

　突然背後から割って入った、明るく高い声。

　薄茶色で耳の下くらいまでの短めのボブヘアに、すらっとした細身の綺麗な女性が立っていた。

　ハシバミ色の瞳が目を引く。明朗快活で優しそうな印象だ。

「おはよう、藤ふじ井い。そう、今日から一緒に仕事をする橘さんだよ」

　皆川さんは立ち止まって、私に向き直る。

「橘さん、同じプロジェクトチームを兼務する藤井だ。橘さんより一年先輩だよ」

「初めまして、藤井莉り歩ほです。よろしくね」

　さっと白く細い手を差し出しながら、微笑んでくれる藤井さん。

　慌てて私も手を伸ばし、細く綺麗な手をそっと握る。

「橘です。どうぞよろしくお願いします。不慣れなのでいろいろと教えてください」

「橘さんって本当に小柄で可愛いのね。来てくれて嬉しいわ！　なんでも聞いてね。これから一緒に頑張りましょうね！」

　藤井さんはそう言って、ギュッと手を握り返してくれた。

　札幌支店は私の前任店とほぼ同じくらいの大きさの支店だった。

　一階は個人のお客様向けの窓口が中心で、二階は主に融資、外がい為ための窓口や、法人向けのブースが並んでいる。

　藤井さんは第一印象通り、優しく親切な先輩で、支店を隅々までひと通り案内してくれたあと、業務内容や備品の置き場所、支店の決まりなども丁寧に説明してくれた。

　その合間に支店の人たちにも紹介してくれて、札幌支店一日目は順調な滑り出しを見せている。

　無事に朝礼での挨拶も終え、私は藤井さんについて仕事を開始していた。

　私の席は二階の来店窓口のすぐそばだ。二階には予め約束を取り付けたお客様が多くやってくる。

　私の右隣が藤井さんで、向かい側にはパートタイマーのスタッフさんの席がある。私の真後ろは瀬尾さん。その隣は藤井さんの上司の男性の席だそうだ。

　私たちプロジェクトチームの席のさらに奥に営業係、皆川さん、支店長の席がある。

「ひと通り挨拶や紹介も済んだし、あとは……やだ、もう十二時過ぎてる！」

　壁にかけられた時計を見て慌てる藤井さん。

「ごめんね、私、十二時半から来客の予定があるの。一緒にお昼ご飯をとりたかったんだけど、今日は別々でもいい？　ビル内にある、セルフサービスのレストランで食べても大丈夫だし、お弁当とか持ってきていたら、休憩室で食べてもいいから」

　机に散らばった書類を片付けながら、申し訳なさそうに言う藤井さん。

「いえ、大丈夫です。今日はレストランでいただきます。お忙しい日にすみません」

　私がそう言うと、藤井さんは目を見開いて嬉しそうに言う。

「やだ、橘さんったら本当にいい子ね！　橘さんの指導係は、私が皆川さんにお願いしてやらせてもらったんだから気にしないで」

　藤井さんの意外な言葉に少し驚く。

「そうなんですか？」

「うん、札幌支店って総合職の男性は全国から転勤してくるけど、私や橘さんみたいな事務職の女の子は滅多に来ないの。この支店ではずっと私が一番下で、橘さんは初めての後輩なのよ。だから嬉しくて。来てくれる日を楽しみにしていたの」

　仲良くなりたいと思っていたのよ、とさらに優しい笑顔を見せてくれた藤井さんに、嬉しくて鼻の奥がツンとして目が潤んでしまう。

「ちょっ……やだ、橘さん泣かないで！」

　慌てる藤井さんに、私は泣き笑いのような表情になる。

「藤井が早速後輩を泣かせてる！」

　突然背後から飛び込んできた、からかうような声。

　藤井さんが声の主に向かって言う。

「泣かせてないですよっ。失礼なことを言わないでください、桔き梗きょうさん！」

「藤井、こわっ！　君が今日から着任した橘さん？」

　窓口の一番端にある、二階の営業フロアへの社員専用口から私たちの席に向かって、桔梗さんと呼ばれたその人は悠ゆう然ぜんと歩いてくる。そして、感情の読みとれない真剣な表情で私をじっと見つめてきた。

　キリッとした眉に、切れ長の二重瞼が凛り々りしい焦げ茶色の瞳、形のいい鼻。瞳の色と同じ、焦げ茶色の前髪を無造作に分けて後ろに流した、銀行員には珍しい少し長めの髪形。

　背は高く、濃紺の細身のスーツをさらりと着こなしている。

　いわゆるイケメンの男性。

　私の脳裏にふと、七階の美形男性の顔が浮かぶ。

　彼はどちらかというと綺麗で完璧すぎて、声をかけにくい孤高の王子様という感じがする。桔梗さんは美形でも、口角が上がった口元がなんとなくいたずらっ子のような、話しかけやすい雰囲気がある。

「可愛い女の子がいたら絶対見逃さないですね。今日から着任の橘 美羽さんです。橘さん、このすごくすごく軽そうな人は、私の上司の桔梗尚なお樹きさん」

　横目で桔梗さんを軽く睨みながら、藤井さんが紹介してくれた。

「橘です。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げる私。

「可愛いね」

　ニコッと極上の笑みを浮かべた桔梗さんは、藤井さんに真ま面じ目めな表情で向き直る。

「藤井、十二時半から来客だろ？　準備はできているのか？　預金係が口座開設の用紙を取りに来ていないって言ってたぞ」

　先ほどまでの軽いノリから一転した厳しい口調と真剣な眼まな差ざしの桔梗さんに、藤井さんが返事をする。

「あっ、そうでした！　すみません、今から行ってきます。橘さん、本当にごめんね。明日は一緒にお昼ご飯を食べようね！」

　そう言って藤井さんは、私と桔梗さんの間をすり抜けて走っていく。

　取り残された私は手持ち無ぶ沙さ汰たで、藤井さんが広げたままにしている書類等をまとめ始める。

「あいつが戻ったら作業するやつだよね？　藤井の未処理箱に入れておいて」

　綺麗な指を伸ばして、藤井さんの未処理箱を開けてくれる桔梗さん。

「あ、ありがとうございます」

　軽い人のようだけれど、仕事に関しては真面目な人なのかなと思った時。

「昼メシ、まだなの？　じゃ、俺と一緒にレストラン行く？　いろいろ話したいし」

　ぐいっと整った顔を近づけて、ニッコリと輝くような笑顔で誘われた。

「桔梗さん、セクハラです」

　背後から、先ほど姿を消したはずの藤井さんの低い声が聞こえた。

「げっ、藤井……なんでここに……」

　桔梗さんの整った顔がみるみる強こわ張ばっていく。

「残念でした。印鑑を忘れたことに気づいて引き返してきたんです。橘さんにまとわりついてる場合じゃないでしょ！　皆川さんが桔梗さんを探してましたよ？」

　引き出しから印鑑を取り出しながら、藤井さんは桔梗さんを睨みつける。

「えー、まじで……。まだ出張から戻ってきてないって言っといてくれたよね？」

　キラキラと期待を込めた眼差しを藤井さんに向ける桔梗さん。

「まさか。帰社されているので伝えますって申し上げましたよ」

「なんでだよ！」

　憤ふん慨がいする桔梗さんに、藤井さんは目を冷たくすがめて、しれっと言う。

「当たり前です。ほら、早くその荷物と一緒に行ってください！」

　視線を下にずらすと、藤井さんの机の横には小さなキャリーバッグが置かれていた。

「本当に藤井は可愛くない……」

　ぶつぶつ言いながら、桔梗さんは荷物を持って去っていく。

「びっくりしたでしょ？　桔梗さん、仕事はデキる人なのよ。でもあの通り軽いのよね。七年目で本部の課長職っていう優秀さなんだけど、それを言えば瀬尾さんは次長職だからもっと上だし。桔梗さんは上司だけれど年次も近いから、ただの困った先輩みたいなのよね」

　藤井さんはそう言って苦笑する。

「まあ確かに外見が抜群にいいし、人当たりもいいからモテる人なんだけど、あの軽さがね……。橘さん、本当に素直で可愛らしいから、桔梗さんには気をつけて！」

　本気とも冗談ともつかない顔で言う。

「い、いえ、そんな私は……。桔梗さん、出張だったんですか？」

「うん、桔梗さんは橘さんと同じで、今回のプロジェクトのために本部から来た人なの。簡単に言うと助すけっ人とかな？　本部と札幌支店の兼務になっているから、よく東京に出張しているの。今日も東京本部から直行だったのよ。あっ、いけない。そろそろお客様が来ちゃう！　ごめんね、私、とりあえず行ってくるね！」

　そう早口で説明して、藤井さんはバタバタと走っていってしまう。

　私は今までの慌ただしい出来事を反はん芻すうしながら、レストランに向かった。




　レストランは事前に藤井さんが場所を教えてくれていたので、迷わずに辿り着いた。

　ちょうどお昼時で、かなり混雑しており、所々に空席がある程度だ。

　ビルのワンフロアがレストランになっていて、百人くらいは収容できるほどの広さ。八階という高さのせいか、陽射しがたくさん差し込んで明るい雰囲気だ。

　小鉢や麺類、日替わり定食などを、自分で持っていくセルフスタイル。

　まだ初日の緊張がしっかり解けていなかったので、あまり食欲はなかったけれど、何か食べなければと思い、トレーを片手にメニューを見上げる。

　胃に優しそうなうどんを選択してトレーに載せ、空いている席に座った。

「聞いて！　私、さっき瀬尾さんとエレベーターが一緒だったの！」

「本当？　うらやましい。私も一本ずらせばよかった」

　うどんを食べていると、通路を挟んで隣のテーブルで食事をしている、ふたり組の女性の声が聞こえてきた。

「このレストランに来てるの？」

　金に近い色の髪に、ひと目で制服とわかる濃紺の服を身につけた女性が、周りをキョロキョロ見回しながら尋ねる。

　ちなみに私が勤めるこの銀行に制服はないので、同僚ではない。

「どうなんだろう。外出先から戻ってきたって感じだったよ？」

　もうひとりの、派手なネイルを施した女性が答える。

「本当に目の保養だよね。あんな先輩や上司がいたら、もうそれだけで仕事やる気になるよね」

「同感。でも瀬尾さん、厳しいらしいよ？」

　そう返答する女性に、ネイルの女性が笑う。

　ほどなくして、ふたりは席を立った。

　瀬尾さん？　瀬尾さんって私の上司になる瀬尾さんのこと？

　城田さんが言っていたように、社外でもすごく人気がある女性なんだ……。

　改めて城田さんに言われたことを思い出しながらトレーを片付け、レストランをあとにした。




　支店内に戻ると、藤井さんはお昼休憩中だということをパートタイマーの金かね子こさんに言われる。

　金子さんは高校生の息子さんがふたりいる気さくなママで、自己紹介をすると、すぐに「美羽ちゃん」と明るく呼んでくれた。

「そうそう、瀬尾さんが外出先から戻ってきたの。仕事の説明をするから第二応接室に来てくださいって」

「はい。やっぱり戻られていたんですね。ありがとうございます」

　私の返事に金子さんは怪け訝げんな顔をした。

「あら？　美羽ちゃん、瀬尾さんに会ったの？」

「いえ。さっきレストランで、多分このビル内のテナントで働いている女性が、瀬尾さんを見かけたという話をされていたので……」

「ああ、そういうことね。そうなの、有名人だからね。まあ、あの外見だもの」

　金子さんは納得したように頷く。

「そんなに綺麗な方なんですか？」

「思わず見惚れちゃうくらいよ！　楽しみに行ってきて！」

　そう言って金子さんは、笑顔で私を送り出してくれた。




　コンコンと、遠慮がちに第二応接室のドアをノックする。

「どうぞ」

　聞こえてきたのは低く、どこか聞き覚えのある声。

　瀬尾さんってずいぶんと声の低い女性だな……と思いつつ、目線を下にしながらドアを開ける。

　目の前には焦げ茶色のソファ。

　そこに座っている人がひとり。

「失礼します。本日着任いたしました、橘 美羽です。よろしくお願いします」

　挨拶をして、一礼する。

「……知ってる」

　その反応を訝いぶかしみながら顔を上げると……。

「初めまして、橘さん。瀬尾です」

　ニッコリと爽やかな笑顔を見せてくれた男性。それは間違いなく七階の美形男性！

「な、な、なんでっ!?」

　思わず指を差して、叫ぶ。

「業務中。しかも俺はアンタの上司」

　ソファに座ったまま、先ほどの笑顔が嘘のように無愛想に返される。

「す、すみません……」

　あまりの動揺に、一気に心拍数が上がる。

　絶対に今、私は間抜けな顔をしている。

　……この人が瀬尾さん？　私の上司？　あり得ない、あり得ない、絶対に！

「アンタ今、あり得ないって思っただろ」

　綺麗な漆黒の瞳を細め、腕組みしながら私を見る彼。

「……いえ……」

　思わず目が泳ぐ。支店内は空調のおかげで快適な温度のはずなのに、私の背中をツーッと、ひと筋の汗が流れる。

「ドア閉めて、座れば？」

　促されたので、小さな声で「失礼します」と言って、向かいの席に腰を下ろす。

「とりあえず今日からよろしく。俺がアンタの上司になるから、わからないことがあったら聞いて」

　瀬尾さんは私の顔をじっと見つめながら、よどみなく話す。

「当面は支店の雰囲気に慣れることと、プロジェクトの内容を理解することに努めてくれ。先方に帯同してもらうこともあるだろうけど、その時は事前に伝えるから」

　私はこの偶然に驚きすぎていて、まだ頭がしっかり機能していないけれど、彼は淡々と私に業務内容を説明してくれる。

「……はい……」

　ぼうっと話を聞いている私に、瀬尾さんはいきなり長い腕を伸ばす。私の視界に彼の指が入ってきて、ムニュッと鼻をつままれる。

「ちゃんと聞いてる？」

「き、聞いてますっ！」

　思わず涙目になって鼻を押さえる。

「なら、いいけど。まあ、こんな感じかな。藤井からも話は聞いただろ？」

「き、聞きました」

「何か質問ある？」

　ソファの肘ひじ掛けに頰杖をついて、私を見つめる瀬尾さん。

　その仕し草ぐさが色っぽくて、仕事中なのにドクンと心臓がひとつ、大きな音をたてた。

「もっ、もしかしてっ。私が部下だって初めからご存じだったんですか？」

「へえ、そっちの質問？」

　ニヤッと口角を上げる彼。

「もちろん。人事資料もらってたし。ただ、写真のイメージや評価と違いすぎて、最初は半信半疑だったけど」

　テーブルに置いてある書類を、綺麗な長い指でパラパラとめくる。

「ほら、〝しっかり者で〟とか書いてあるんだけど。バスは寝過ごすし、段ボールはきちんと片付けられないし」

　面白がるような表情を浮かべて私を見る。

「ほ、放っておいてくださいっ」

　カアッと頰が火ほ照てる。

「し、知っていたなら最初から教えてくださいっ。私、瀬尾さんって、てっきり女性かと……」

「女性？　なんで？」

　怪訝な顔をする彼。

「城田さんが、瀬尾さんは綺麗な人だっておっしゃって……」

　私はもごもごしながら返事をする。

「……そういうことか。あいつ、絶対わざとだな。文句を言ってやる」

　腕を組んでため息をつく瀬尾さん。

　その表情すら、そこはかとない色香が漂う。

「ほかに質問は？」

　低く心地よい声に先を促されて、頭を無理やり回転させる。

「特にないです……」

「じゃ、これで面談終了。席に戻っていいよ」

　そうあっさりと言われたので、これ以上ボロが出る前に退散しようと、急いで立ち上がる。

　彼に背を向けて、応接室のドアノブに手をかけた時。

「あ、ちょっと待って」

　愛想よく声をかけられて、身体からだごと振り返った瞬間ふわっと柑橘系の香りが漂った。

　トン、とドアに置かれた大きな手。

　ドアに置いた片手に、体重を預けるかのように立つ瀬尾さん。

　視界に入る、薄いグレーの上着と男性の喉のど仏ぼとけ。

　ドクンッと私の心臓が忙しく走りだす。

「同じマンションに住んでいることは、絶対誰にも言うなよ。もし言ったら……」

　冷気を含んだ低い声を耳のそばで響かせる。

　ビクン、と私の肩が上がる。

「襲うぞ？」

　艶やかな声で囁く。

「い、言いませんっ！」

　爆発しそうな心臓を抱え、勢いよくドアを開けて退室する。

　ドアが閉まりきる寸前に見えた面白がっている顔と、聞こえたクスクス笑い。

　ああ、もう、絶対にからかわれている。




　なんなの、なんなのっと、何度も胸の中で悪態をつきながら自席に向かう。

　面談の時って、ドアを閉めたらダメなんじゃなかった？

　曲がりなりにも上司のくせに、襲うぞって何？　セクハラだし！

　言われなくても誰にも言わないし、言いたくもない！

　親切な人だと一瞬でも思った私がバカだった。

　怒りが顔に出ていたのか、正面から歩いてきたご機嫌な様子の桔梗さんが、驚いた顔をして話しかけてくる。

「美羽ちゃん？　なんかあった？」

「……いえ、瀬尾さんと面談してきただけですけど」

　美羽ちゃんって、なぜいきなり名前をちゃん付けするの……。

「潤？　あ、そっか。美羽ちゃん、潤の部下になるんだよな」

　小首を傾げながら楽しそうに言う桔梗さん。

「あの、桔梗さん、〝美羽ちゃん〟って……」

　一応指摘する。

「あれ？　名前、美羽ちゃんじゃなかった？」

「いえ、そうですけど」

　もう、いろいろなことが起こりすぎて、下の名前で呼ばれるくらいならいいかって気分になってしまう。

「だよね？　俺、女の子の名前を覚えるの得意だから」

　桔梗さんは魅力的な笑顔を見せる。

「俺の部下になればよかったのに。潤、顔はあれだけ綺麗なんだけど、誰に対しても厳しいからさ」

「そうですね。厳しいっていうか、ただの嫌がらせのような……」

　思わず本音が口から滑り出す。

　そんな私を、桔梗さんは一瞬動きを止めてまじまじと見つめる。

「嫌がらせ？　潤が？」

「その、なんていうか、からかわれてばかりのような気が……」

　無意識にしかめっ面で話してしまう。

　直属ではないにしろ、上司にこの態度は社会人としてマズかったかもと思ったのも束の間、ブハッと盛大に笑いだす桔梗さん。

「まじで？　潤がからかう？　すごいね、美羽ちゃん。潤に気に入られちゃったね！」

　笑い続けている桔梗さんに、戸と惑まどいを隠せない。

「どこがですか？　全然ですよ、むしろ嫌味を言われてばかりです」

　引っ越しの日の出来事を思い出しつつ言う。

　桔梗さんとはさっき挨拶したばかりだけれど、明るくフレンドリーな雰囲気のせいか、ついあれこれ話してしまう自分がいた。

　この人も黙っていたら、誰もが振り返るような極上の美形に違いないのだけれど。

「いや、潤と面談して目がハートになっていない女の子、初めて見たよ！　潤って無愛想で冷淡なヤツだけど、あの外見だからモテるんだよ。俺も結構モテるほうだけど、潤には負けるんだよね、なんでかな？」

　面白がるような表情の桔梗さん。

　……どう返していいのかわからない。

「人それぞれの好みじゃないですか……？」

　精一杯の返事をする私に、桔梗さんが破顔する。

「美羽ちゃん、面白いね！　可愛いし！　俺の部下になりなよ」

「なんで橘が、お前の部下になるんだよ」

　背後から聞こえてきた低い不機嫌な声。

「あれ、潤、いつからいたの？」

　私を挟んで、ふたりの美形男性が向かい合う。

「橘、桔梗は無視してさっさと席に戻れ」

　私を一瞥してから、桔梗さんに向き直る瀬尾さん。

「無視ってひどいな。せっかく美羽ちゃんと楽しく話していたのに。すごいぞ、美羽ちゃんは。お前と面談したのに目がハートになってないんだぞ！」

　瀬尾さんは、意味のわからない報告をする桔梗さんを冷たく睨む。

　そして、凍りつきそうなくらい冷たい口調で言い放つ。

「桔梗、お前も一応役職者なんだから、女性社員はきちんと苗みょう字じで呼べ」

「はいはい、厳しいな。あ、そういえば、潤に頼みがあるんだけど」

「俺はもうお前に用はない」

　急に猫なで声になった桔梗さんに、ばっさり言い切る瀬尾さん。

「そう言うなよ。お前のトランクルーム、まだスペースに余裕あったよな？　俺の荷物、置かせてくれよ」

「無理、処分しろ。もしくはどこか別のところでも借りろ」

「なんで！　俺とお前のトランクルーム、近いんだからいいじゃん」

　私の頭上で押し問答を繰り広げるふたり。

　桔梗さんに阻止されなければ、今頃自席に戻れていたのにとため息をつきかけた時、ひとつの疑問が湧いた。

　……ふたりのトランクルームが近い？　それってまさか、自宅マンションの地下にあるトランクルームのこと？

　私の怪訝な表情に気づいたのか、瀬尾さんがちらりと私を見て息を吐いた。

「橘の予想通り、桔梗は俺と同じマンションだよ」

「え？　なんでわかったの、美羽ちゃん？」

　興きょう味み津しん々しんといった様子で、桔梗さんが私に尋ねる。

「いいから、お前もさっさと仕事に戻れ」

「もしかして美羽ちゃんって、俺らと同じマンションなの？」

　期待に満ちた表情の桔梗さん。

　けれど私が返事をする前に、瀬尾さんは桔梗さんを追い立てて、ふたりは会議室に向かって去っていった。

　ようやく自席に戻ると、藤井さんがお昼休みから帰ってきていた。

「橘さん、お帰りなさい。面談どうだった？」

「なんだか緊張しました……」

　思わず眉間に深い皺が寄る。

　いろいろな気持ちをひっくるめてそう話すと、藤井さんはフフッと笑った。

「瀬尾さん、美形だもんね」

「はあ、でも桔梗さんも美形ですよね」

　机の上のパソコンを起動させながら、ちらりと藤井さんを見る。

「あー……まぁね。もしかして橘さん、桔梗さんに興味があるの!?」

　通常よりもワントーン高い声で、藤井さんに驚かれてしまう。

「全然ですっ。全く違います、誤解です！」

　ブンブンッと首を横に振る。

「そんな全力で否定しなくても……」

　困ったように藤井さんが笑った。

「桔梗さんも普通にしていたら美形なんだけど。あの軽さがね……仕事もデキるし、楽しい人なんだけど。とにかく女の子が大好きだからね」

　心配そうな表情を浮かべる藤井さん。

「いえ、本当に違います！」

　桔梗さんは素敵な男性だけど、そんな感情は全くない。あんなに軽い調子の人は絶対に無理！

　ひとり頷きながらパソコン画面を見ると、社内メールが二通届いていた。

　一通目は城田さんからだった。

【瀬尾くん、綺麗な人だったでしょ？　目の保養をしながら頑張ってね！】

　なんだかよくわからない激励メールに、マウスを手にしたままうなだれる。

　こんな調子で私、札幌支店でやっていけるのかな。

　もう一通は、私の歓迎会のお知らせだった。

　今夜、近くの飲食店で支店の皆さんが開催してくれるとのことで、顔を上げると藤井さんと金子さんが微笑んでくれた。

「都合、大丈夫？　今日いきなりはかわいそうかもって意見もあったんだけど、明日は土曜日でお休みだから、今日のほうがいいかと思ったの。私たちがよく利用するお店でね、お魚がすごく美お味いしいのよ」

　藤井さんが遠慮がちに話してくれる。

「そのお店、藤井さんが選んでくださったんですか？」

「半分正解。金子さんとふたりで選んだのよ」

　ふたりの温かい心遣いに、さっきまでの不安も忘れて嬉しくなった。
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「よろしくお願いします」

　笑顔で支店のひとりひとりに挨拶をしながらお酌しゃくをする。

　広い畳のお座敷に、二十人くらいが歓談をしている。

　業務中には接点がなくて、まだ顔を合わせていなかった人の姿もちらほら。

　私は体質上ほぼお酒が飲めないけれど、飲み会の楽しげな雰囲気は好きだ。

　瀬尾さんは取引先との打ち合わせが終わり次第、合流するらしい。

「美羽ちゃん、何か食べたら？」

　金子さんが心配そうに、私を隣の席に呼び寄せてくれた。

　向かい側に座る藤井さんが、料理を取り分けてくれる。

「ありがとうございます。実はお腹なかぺこぺこで……」

「でしょ？」

　ふたりの厚意に甘えて料理を口に運ぶ。

「美味しいです！」

　藤井さんおすすめの魚料理はどれも本当に美味しい。

　すると、藤井さんの隣にグラスを片手に持った桔梗さんがやってきた。

「美羽ちゃん、いい食べっぷりだね」

　食べているところに、いきなり話しかけられてむせる。

「だ、大丈夫？　桔梗さん、いきなりすぎですよ」

　慌てて私におしぼりとウーロン茶を渡してくれる金子さん。

　ウーロン茶を飲み干すと、少し落ち着いた。

「桔梗さん、いくら美羽ちゃんが可愛いからってちょっかい出しすぎです！」

　藤井さんが、鋭い眼差しを直属の上司に向ける。

「美羽ちゃんだけじゃないって。藤井のこともいつも気にかけてるよ」

　ニコニコと上機嫌で答える桔梗さんに、藤井さんの目は冷たい。

「何を意味わからないこと言ってるんですか。あちらの預金係さんと、今日はとことん飲む約束されたんじゃないんですか？　夕方そうおっしゃっていましたよね？　しかも〝美羽ちゃん〟ってどうして下の名前で呼んでいるんですか？」

　藤井さんの声がどんどん低くなっていく。

「いいんだよ、今まで散々飲んでたんだから。大おお野のさん、酒強すぎでさ」

　大野さん、という預金係の三十代後半の男性課長を見て、身震いする桔梗さん。

「真ま理りさんも美羽ちゃんのこと、下の名前で呼んでますよね？　藤井も下の名前で呼んでやるっていつも言ってるのに拒否するからだろ？　まさかヤキモチ？」

　相変わらずの桔梗さんが揶や揄ゆすると、藤井さんは氷のように冷たい笑みを浮かべる。

「……明日からサポートしませんよ？」

　その言葉に固まる桔梗さん。

　金子さんはそんなふたりの様子を微笑んで見ている。

　ちなみに真理さん、というのは金子さんの下の名前だ。

　その時、背後でひと際大きな歓声があがる。

「お疲れさまです。遅くなりました」

　まるで王子様のように完璧な笑みを浮かべて、瀬尾さんがお座敷に入ってきた。

「お、潤。お疲れ」

　桔梗さんがグラスを掲げ、中身を飲み干してから怪訝な表情を浮かべる。

「あれ？　これ、ウーロン茶じゃない？」

　藤井さんが焦った表情で、私が飲み干したグラスの匂いを嗅ぐ。

「もしかして桔梗さん、ウーロンハイ飲んでました？」

「うん、そうだけど？」

　あっさり肯定する桔梗さん。

「やだ、どうしよう！　橘さんがさっき飲んだの、ウーロン茶じゃなくて桔梗さんが持ってきたウーロンハイだったみたい！」

　慌てる藤井さん。

　当の私は、そういえばなんだか身体がふわふわして顔が熱いなぁなんて、呑のん気きに思っていた。

「ええっ、ごめんなさい。私、てっきりお茶だと思って……美羽ちゃん、大丈夫？」

　金子さんも慌て始める。

「だ、大丈夫ですよ～」

　ニコッと笑う私に深刻な表情を向ける三人と、私の席に向かって歩いてくる、しかめっ面の瀬尾さん。

　それが、私が覚えている最後の景色だった。




「うう……気持ち悪い……」

　目覚めの第一声は、自分でも驚くほどのしわがれた声。

　起き上がろうとすると、頭がぼうっとして鈍痛がする。

　……あれ、私、昨日……。

　起き上がると痛みが走り、顔をしかめた。

　周囲を見回すと、見たことのない七畳くらいの部屋。私が寝ていたのはクイーンサイズの広いベッドで、すぐそばには私の膝ひざほどの高さの棚が置かれている。

　この大きくて寝心地のいいベッドは、もちろん私のものではない。

　ここがどこなのかはおろか、どうやってここに来たのかすら覚えていない。

　おびただしい数のクエスチョンマークが、頭の中を通り過ぎていく。

　慌てて自分が身につけている衣類を確認する。ジャケットは着ておらず、そうっと薄手の布団をめくると、見慣れた淡いブルーのフレアスカートとパンストを穿いた足が見えてホッとする。

「起きたか？」

　その時、カチャッとドアを開ける軽快な音とともに入ってきた長身の男性。

　白のＴシャツにデニムを穿いた彼はベッドサイドまで歩いてきて、遮光カーテンと窓をさっと開ける。

　眩まぶしい夏の朝の陽射しと新鮮な空気がたっぷりと部屋に入ってきて、思わず目をすがめた。

　黒縁メガネをかけた男性の秀麗な顔立ちがあらわになる。

「せ、せっ、瀬尾さん……？」

　ごくり、と喉が鳴って、サーッと血の気が引く。

「あ、あの、すみません、えっとここは……」

　焦ってうまく言葉が出てこない。

「ここは俺の家の寝室。昨日アンタは酒飲んでぶっ倒れて、お姫様抱っこがいいと駄々をこねたから、俺が運んで帰ってきた。家に着いてもしがみついて離れないし、仕方なくここに寝かせたんだ」

　彼は動揺することなく、すらすらと話す。

　お酒を飲んで……？　お姫様抱っこ……？　しがみついて……？

　昨夜の出来事を暴露され、それを理解した途端、顔が羞恥でボンッと真っ赤に染まった。

「す、すみませんっ!!　あの、わ、私、本当に覚えていなくて……ご、ご迷惑をおかけしてしまって申し訳ございませんっ」

　赴任初日に私はなんてことを……もう恥ずかしくて、瀬尾さんの顔を直視できない。

　お酒臭いし、この様子じゃ絶対に化粧も恐ろしいくらいに崩れている。

　最悪だ。今すぐここから逃げ出したい。

「か、帰ります!!」

　がばっとベッドから下りて歩きだそうとした途端、激しい頭痛と吐き気に襲われて、思わずうずくまる。

「ううっ……」

　ああもう、最悪最低。瀬尾さん、怒っているだろうし、呆れているはず……！

　きっと突き刺さるような冷たい視線を浴びせられているに違いない。

「……大丈夫か？」

　この数日で初めて聞く優しい声と、そっといたわるように背中をさする大きな手。

「え……？」

　驚いて顔を上げると、心配そうにメガネの奥の漆黒の瞳を揺らす瀬尾さんがいた。

　その温かさに言葉を失う。

　朝だというのに一分の隙もなく整った綺麗な容貌。そこに少しだけ疲労の色が滲にじんでいた。

「酒、飲めないんだろ？　間違いとはいえ、飲ませて悪かった。これからは気をつけろよ。具合が悪いのに、無理に動こうとするな」

　瀬尾さんは、私が間違えてお酒を飲んでしまった時にいなかったのだから、気にする必要なんてない。むしろ酔っ払って介抱までさせてしまったのに、どうしてこんなに優しくしてくれるのだろう。

「い、いえっ。間違えたのは私の不注意なので、瀬尾さんに謝っていただく必要はないです！　本当にすみませんでした！」

　床に座り込んだまま意気込む私に、彼が柔らかく微笑む。

「なんだそれ」

　穏やかな声が耳じ朶だを震わせる。

　ドクンッと鼓動が大きく跳ね、一気に体温が上がる。

「……か、帰りますっ」

「おい、無理するな」

　立ち上がろうとした瞬間、ふわりと身体が傾く。

　え……？

　突然、瀬尾さんの陶器のようなすべすべの肌が、信じられないほど近くに迫る。

　綺麗な鎖さ骨こつ、微かに香る柑橘系の香水。

　私は彼に横抱きにされていた。

「せ、瀬尾さんっ!?」

　焦る私にかまうことなく、彼はしれっと返事をする。

「帰るんだろ？　送っていく」

　その顔が、ほんの少し心配そうに見えるのは私の気のせい？

　そんなことより、送り方がおかしいですから！

「瀬尾さんっ、私は歩けます！　重いですから下ろしてください！　自宅はすぐそこです！」

　悲鳴にも似た声をあげる私に、彼は有無を言わせない厳しい表情で言う。

「いいから黙ってろ。暴れると落ちるぞ。今、橘の荷物を取ってくるからちょっと待ってろ」

　そう言って瀬尾さんは一旦私をベッドに腰掛けさせ、寝室から出ていく。それから私のバッグと紙袋に入れた靴を手に寝室に戻ってきた。

「ほら、これを持って」

　私が両手で受け取ると同時に、悲鳴をあげる間もなく彼に再び横抱きにされ、寝室から出る。

　そして、あれよあれよという間に玄関の外まで運ばれた。

　ちらりと見えた玄関ドアの部屋番号は七〇三号室。私の真上の部屋だった。

　細身なのにがっちりとした腕は、私を抱き上げたまま放さない。

　ひたすらマンションの住人に会わないことだけを願って、私はうつむいた。

　彼はなんら動じることなく、私を横抱きにしたまま自宅まで送ってくれた。

　もはや恥ずかしすぎて、抗議の声も出ない。

　さらにはそのままの体勢で、瀬尾さんは私から部屋の鍵を受け取り、玄関ドアを器用に開ける。

「立てるか？」

　調子が狂いそうなくらい優しい声で、彼は私をそうっと玄関の床に下ろしてくれた。

「だ、大丈夫です……あ、ありがとうございました」

　声が震える。

　全身が焼けるように熱いのは、二日酔いのせいだろうか。

「橘、携帯を貸せ」

　有無を言わせない強い口調で突然言われ、私はバッグをあさってスマートフォンを取り出す。

　彼は私のスマートフォンと自身のスマートフォンを操作する。

　返された時に触れた指の微かな感触に、トクンと小さく胸が鳴った。

「俺の連絡先、登録しておいたから。具合が悪くなったり、何か困ったことがあったら連絡しろ」

　いつもとは違う、私を気遣うような優しい口調の瀬尾さん。

「え……？」

　驚いて見上げた私の目に映る彼は、泣きたくなるくらいに温かな目でこちらを見つめていた。

「じゃあな、きちんと休めよ」

　ポンッと軽く私の頭を撫でて踵を返す。

「あ、ありがとうございました……！」

　私の声に玄関のドアを閉める直前、いつかのようにひらひらと手を振ってくれた。

　施錠をしたあとも、私はしばらくそこから動けずにいた。

　心臓だけがうるさいくらいに大きな鼓動を刻んでいた。




　リビングのソファに荷物を置き、顔を両手で覆ってうずくまった。

　閉め切ったままの部屋は空気がこもっているからか、どこか息苦しい。

　身体が熱いのは、きっと室温のせいだけではない。

　先ほどまでの出来事が信じられない。

　しばらくして、のろのろと立ち上がった私は、洗面所の鏡に映る浮む腫くんだ顔にため息をつく。想像以上にひどい顔色。

　お風呂に入り、バッグや衣類を片付ける。手を止めてしまうと、どうしても瀬尾さんのことを思い出してしまう。

　瀬尾さんの言葉、触れた腕の温ぬくもり、綺麗な漆黒の瞳、温かな微笑み。アンタ、ではなく苗字を呼んでくれる声。

　そのたびに、ひとりで赤面していた。




「……あれ？　ジャケットが、ない……」

　ソファやバッグを探し回っても見つからない。

　瀬尾さんの部屋に忘れてしまった？　それとも昨日のお店？

　皺くちゃでお酒臭くなっているだろうし、お気に入りなのでクリーニングに今すぐ出したい。だけど、まずは瀬尾さんにジャケットの有無を確認しなくてはならない。

　しばらくスマートフォンと睨めっこをしたあと、思いきって登録してもらったばかりの瀬尾さんの番号を表示させ、震える指で画面を押す。

　ドキンドキンドキン……。

　落ち着いたはずの心臓が、再び早鐘を打つ。

　無機質な呼出音が、耳に何度か響く。

『……橘？』

　ドクンッ。

　その声に、なぜか胸が震えた。

　初めて電話越しに聞く低い声が、耳朶に響く。

　声が近い。

　至近距離で話しているような錯覚に陥って、胸がざわめく。

『どうした？　具合が悪いのか？』

　気遣わしげな声に、はっとする。

「あ、あのっ、先ほどはありがとうございました。体調は大丈夫です。お忙しいところ、すみません。わ、私、ジャケットをそちらに忘れていませんか？」

『ジャケット？　ちょっと待ってろ』

　一気にまくし立てる私とは対照的に、彼は至極落ち着いた様子で私のジャケットを探してくれる。

『あったぞ。届けに行こうか？』

　当たり前のように言われる。

「いえっ。そこまでしていただくわけには……い、今から伺ってもいいですか？」

『いいけど、動いて大丈夫なのか？』

　私を気遣ってくれる優しい声に「大丈夫です」と押し切って通話を切った。

　そのあと、意外と心配症な瀬尾さんは、律りち儀ぎに部屋番号を記載したメールを送ってくれた。

　さすがにすっぴんを晒さらす勇気はなく、申し訳程度に化粧をして、デニム生地のワンピースに着替える。

　何かお世話になってしまったお礼をしなくては、と考えを巡らせた時、キッチンの隅に置いたままの段ボール箱が目に入った。

　大量にいただいたからと、実家の両親が引っ越し荷物に入れてくれた素そう麺めん。

　昨夜からのお礼代わりにもならないかもしれないけれど……私ひとりで食べるには量が多すぎるし、おすそわけしよう。

　紙袋に素麺を入れて、部屋を出た。

　階段で七階に上がって、玄関の呼出ボタンを押す。

　お風呂に入りさっぱりしたせいか、頭痛と吐き気はほぼ治まっていた。

　さっきは考える余裕もなかったけれど、階数が違うだけで雰囲気が変わる気がする。

　確認もされずに突然ガチャッと玄関ドアが開く。

「た、たびたびすみませんっ」

　瀬尾さんの顔を見る前に、勢いよく頭を下げる。

「お姫様抱っこのこと？」

　聞きたくない言葉を再び聞かされる。

　恥ずかしすぎて泣きそう……この楽しそうな言い方、絶対にわざとだ。

　そうっと顔を上げると、彼のメガネの奥の闇色の瞳は、いたずらっ子のように輝いていた。

　……絶対に蒸し返して面白がっている顔。

　半分開いた玄関ドアにもたれかかる様は、さながらモデルのようで、その凄艶な容貌に一瞬見惚れる。

　ドクン、ドクン、ドクン。

　私の鼓動がうるさすぎて、瀬尾さんに聞こえそうだ。

「お、重たかったと思いますし、じ、上司にとんでもない失態を……」

　しどろもどろで口を開く。

「重くはないな、むしろ軽かった。橘は小さいからな。ちゃんと食ってるか？」

　いたずらっ子のように、楽しげな表情を浮かべる彼。

　顔を覗き込むように近づいてくる瀬尾さんの艶美な姿態に、私の顔が茹ゆでダコのように真っ赤に染まる。

「これ、実家の両親が引っ越しの時にもたせてくれた素麺なんですけど、よかったら召し上がってください！　昨夜からのお礼代わりにもならないかとは思うのですが」

　ばっと彼の顔前に紙袋を押し出す。

「お、ありがとう、助かる。夏は素麺、食べたくなるよなぁ」

　長く骨ばった指が紙袋を受け取って、嬉しそうに中を見ている。

　私より年上ということを忘れてしまいそうな、無邪気な笑顔。

「あ、これ、橘のジャケット。皺になるかと思って寝室のクローゼットにかけておいたんだ」

　きちんと畳まれて渡された衣類は、間違いなく私のものだった。

「いろいろと本当にありがとうございます。で、では私はこれで……」

　後ずさりながら帰ろうとする私を、彼の低い声が引き留める。

「俺、昨日全然メシ食えなかったんだよ。仕事片付けてすぐ店に向かったら、可愛い部下が酒飲んで酔い潰れて、お姫様抱っこが小さい頃からの夢だって言ってしがみついて離れなくてさ」

　そう言って彼は、艶やかな笑顔で私を見る。

「やっと帰ってきたら、今度はジャケットとか脱ぎ散らかして、大声で歌いだして豪快に寝ちゃったんだよな……。おかげで寝不足だし、今もすごく腹減ってるんだけど、俺、料理が嫌いなんだ」

　わざとらしくあくびをしながら、私の失態を延々と披露する瀬尾さん。

　私、そんなことをしていたの!?　ああ、もう今すぐに消えてしまいたい……。

　いや、それよりも、この瀬尾さんの言い方ってもしかして、ご飯を作れってこと？　まさかとは思いながらも、恐る恐る聞いてみる。

「よかったら、素麺を茹でましょうか……？」

「ありがとう、助かる。じゃ、頼む」

　あっさりと眩まばゆい笑顔で提案を受け入れられる。

　どうぞ、と玄関ドアを大きく開けてくれる瀬尾さん。

「わ、私、部下なんですけど、お邪魔しちゃって大丈夫なんでしょうか……？」

　思わず疑問を口にする。

　昨夜ひと晩泊めてもらったくせに何を今さら、という感じかもしれない。だけどやっぱり男性の、しかも独り暮らしの上司の家に上がり込むなんて。

「ああ、そんなこと？　大丈夫だろ。尚樹なんて、しょっちゅう来てる」

　なんでもないことのように答える瀬尾さん。その顔にはなんの動揺も見られない。

「尚樹？」

「ああ、桔梗のことだよ。仕事中はけじめをつけるために苗字で呼んでる。あいつは仕事中も下の名前で呼んでくるけど。同じマンションだって言わなかったか？　俺の真上の部屋だよ」

　彼が丁寧に説明してくれる。

「……そういった内容のことは聞きましたけど」

「尚樹にはお前が同じマンションだって説明はしたぞ？　ほかに何か問題があるか？」

　清々しい表情で言われると、もう何もかもがどうでもよくなってくる。

　桔梗さんは瀬尾さんの同期でそもそも男性だし、私とは立場が全然違う。だけど、意識してじたばたしているのは私だけみたいなので、気にすることはやめた。

「……お邪魔します」

　再度足を踏み入れた室内は、私の部屋と同じ間取りのようだけど雰囲気が違う。

　私の部屋の壁紙やドアの素材などは、叔母さん好みの明るいイメージに仕上げてある。一方瀬尾さんの部屋は、ひと言で表すならシックで落ち着いた印象だ。

　ふわっと香る瀬尾さんの匂い。

　当たり前だけど、家中が瀬尾さんの香りに包まれている。

　彼がとても近くにいるような気がして、緊張から鼓動が暴れだす。

「ひ、広いですね」

　熱くなる頰に気づかないフリをして、頭に浮かんだ言葉を口にする。

「そうか？　物が少ないからじゃないか？　俺の部屋とお前の部屋は同じ間取りのはずだし、そんなに変わらないと思うぞ」

　私の後ろから、玄関に施錠をした彼があっさり返答する。

　瀬尾さんとの距離が近づく。さらに香りが濃くなった気がして、落ち着かない。

　私はなんだか恥ずかしくなって、無理やり部屋を見回す。

　濃いチョコレート色をしたフローリングの床に、同系色のドアとキッチンとテーブルセット。

　リビングの真ん中に置かれたＬ字形の深いグリーンのソファがとてもオシャレで、部屋の雰囲気に合っている。

　リビングの奥とひと続きになっているスペースは、書斎なのか大型のパソコンや書架が置いてある。今まで仕事をしていたようで、ディスプレイが置いてある机には書類が積まれていた。

　数時間前は部屋を確認する余裕すらなかった私には、目に映る光景すべてが新鮮だった。

「あんまりじろじろ見るなよ」

　眉間に皺を寄せて瀬尾さんが言う。

「すみません。綺麗に片付けてらっしゃるなと……それに、私の部屋と雰囲気が全然違うなあと思って」

　肩が触れそうなくらいの近すぎる距離にドキドキしながら、いっこうに引かない頰の熱を持て余す。

「そりゃ、そうだろ。俺は男の独り暮らしだし」

「瀬尾さん、すごいですね。この高級マンションに独り暮らしって……」

　思わず感嘆の声が漏れる。

「それならお前もだろ」

　彼はキッチンに入り、シンク下の収納から鍋を取り出しつつ、呆れたように答える。

「いえ、あの部屋は叔母のものなんです。叔母が海外赴任になって空家になるからと、私たち姉妹が住まわせてもらっているだけなんです」

「へえ、いい叔母さんだな。俺も似たようなものだよ。ここはお袋の持ち家。札幌にいくつか両親が部屋を持っているから、通勤に便利な物件を借りている状態なんだ。一応この辺りの相場の家賃を親に支払ってはいるが」

　さらりとなんでもないことのように言って、彼は鍋に湯を沸かし始める。

　札幌の便利なエリアはマンションの値段が高くて有名なのに、いくつか所有しているってすごいことだと思うのだけど。

「瀬尾さんのご両親って、どんなお仕事をされているんですか？」

　素朴な疑問をぶつけてみる。

「母親は化粧品会社を経営しているよ。父親は……俺たちと同じ業界の人間だな」

　彼はなぜか言葉を濁す。

「お、お金持ちじゃないですかっ！　なんでうちの会社で働いてるんですか？」

「別に親の会社を継ぎたいわけでもないし。化粧品には興味ないからな。俺じゃなくてもいい人材はいるだろうし」

　まるで関心がないといった様子で、これまたあっさりと返された。

　この人には執しゅう着ちゃく心というものがないのだろうか。

　それに加え、これだけ美麗な容姿を持ち、仕事は抜群にデキるなんて……モテないわけがない。

　こんなに何もかもが揃っている人がいるのかと、うらやましさを通り越して憧れの気持ちを込めて彼を見つめた。

「じゃ、あとはよろしく。冷蔵庫にある物も好きに使ってくれ。親戚から送られてきた食材があるから」

　お湯だけ沸かしてくれて、さっさと彼はパソコンの前に座ってしまう。

「はい」

　真新しいキッチンに立ち、素麺を茹で始めようとして、ふと考える。

　お腹が空いてると言われたけれど、素麺だけでは栄養にならないし、何かつけ合わせを作ったほうがいいかな。

　冷蔵庫を開けていろいろ考えた末に、サラダ素麺を作ることにした。

　レタス、トマトを洗い、キュウリを細かく刻んで、薄切りの豚肉を茹でた。

　準備ができ、瀬尾さんを呼ぶ。

「お、美う味まそう」

　すぐにパソコンの前から立ち上がり、ダイニングテーブルに軽い足取りで向かってくる。

　嬉しそうにメガネの奥の目を細めて笑ってくれた。

「瀬尾さんって、ご自宅ではメガネなんですか？」

「ああ、実は目が悪くて。会社ではコンタクトをつけているんだ」

　席につき、横に立っていた私を見上げる。

「橘の分は？」

　眉間に軽く皺を寄せながら、怪訝そうに尋ねる瀬尾さん。

「わ、私ですか？」

「まだ体調悪いのか？　顔色は今朝よりずいぶんよくなったと思うけれど」

　目の前に迫る秀麗な顔に、心配そうな表情が浮かぶ。その近すぎる距離に、つい腰が引けてしまう。

「いえっ。大丈夫です！」

「腹減ってないの？　もう昼だし、一緒に食えば？」

　返答に躊ちゅう躇ちょしていると、彼はため息をつきながら言う。

「橘に持ってきてもらった素麺で昼メシ作らせて俺だけ食うって、俺が極悪人みたいだろ。いいからさっさと座って食え。自分で食わないなら俺が食べさせてやるけど？」

　口角を上げて、色香を含んだ眼差しで彼が私を見つめる。

　私は真っ赤になりながらキッチンに戻り、さっと自分の分をお皿に盛りつけて席についた。

「いただきます」

　満足そうに、パンッと手を合わせて箸はしを持つ瀬尾さん。

　相変わらず綺麗な長い指、そして悔しいくらいに美しい所作。

「うん、美味い！」

　嬉しそうに笑ってくれる姿に胸が詰まり、耳と頰が瞬く間に熱を持つ。

「あ、ありがとうございます。いただきます……」

　慌てて箸を持ち、食べ始めた。

　そんな私の様子にクスリと笑いながら、彼は食事を続ける。

「橘は小さいし本当に軽かったから、しっかり食え」

　半なかば強引に食べさせられて、私はお腹がいっぱいになる。

　身長が百八十センチ近い瀬尾さんや桔梗さんに比べたら、大抵の女子は小さいと思う。だけど、反抗しようとするとすさまじい眼力で睨まれそうなので、黙っていただいた。

　私が食器を片付けている間にテーブルを拭いてくれる瀬尾さん。

　職場にいる上司としての瀬尾さんとは雰囲気が全く違っていて、少し戸惑う。

　支店では目にすることのない姿。

　そんな特別な姿を私だけが見ることができた気がして、なぜだか嬉しくなる。

　その時、瀬尾さんのスマートフォンが鳴った。

　液晶画面を見た彼は険しい表情をする。

　それからチッと舌打ちをして、嫌そうに電話に出る。

「……はい」

　不機嫌を隠そうとしない低い声。

　相手の声は聞こえず、誰かはわからない。

「今から？　無理、忙しいから……、おいっ、面倒くせえな、わかったよ」

　一方的に何かを言われ、渋々了承する瀬尾さん。

　電話を終えた彼は、私に申し訳なさそうに言った。

「悪い、橘。尚樹に呼び出されて今から外出する」

「は、はい。あっ、片付けは終わっていますので、私も失礼しますっ」

　慌てて手を拭き、玄関に向かう。

　忘れずにジャケットを持ち、靴を履く。

「悪いな。昼メシまで作ってもらったのに」

　そう言って、玄関ドアを開けてくれる瀬尾さん。

「いえ、元はといえば、私が連れて帰ってきてもらったので……お、お邪魔しました」

　ふたりだけの時間が終わることを残念に思っている自分に戸惑いつつ、頭を下げる。

　彼の長い指が私の髪をひと房掬すくった。

　その仕草に胸が震え、思わず顔を上げて目を見開く。

　すると、妖艶とも取れる眼差しが、私をまっすぐに射抜く。

「寝顔はすごく可愛かったぞ」

　髪に口づけながら言われたその言葉に、ボンッと私の顔が赤く染まる。

　瀬尾さんはくっくっと楽しげに笑って、私を送り出した。
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「おはよう、橘さん、金曜日は大丈夫だった？」

　休み明けの月曜日。

　自席に着いた私に、隣の席から藤井さんが、優しく声をかけてくれた。

「お、おはようございます。大丈夫です。金曜日はせっかく私の歓迎会をしてくださったのに、ご迷惑をおかけしてすみませんでした」

　慌てて頭を下げて謝罪する。

「全然！　私のほうこそきちんと確認すればよかったのに、ごめんね。あのあと桔梗さんも酔い潰れちゃって、そっちのほうが大変だったわ」

　そう言って、藤井さんは眉間に皺を寄せた。

「そうよ。美羽ちゃんの酔っ払って寝ちゃった姿なんて、むしろ癒しよ。本当に可愛かったわ」

　いつの間にか出社していた金子さんが口を挟む。

「か、金子さんにもご迷惑をおかけしてしまって、すみませんでした」

　再び私は頭を下げる。

「全く迷惑はかかっていないから、気にしないで。お酒を飲ませてしまってごめんなさいね。それにしても、あの時の瀬尾さんは素敵だったわ」

　楽しそうに笑う金子さん。藤井さんもなんだか楽しそう。

「私、何かしたんでしょうか……？」

　お姫様抱っこ以外の失態があったのかと、恐る恐る尋ねた。

「ううん。瀬尾さんがすごく心配して、ずいぶん遠い席にいたのに駆かけつけてきたの」

　藤井さんが少し興奮ぎみに話す。

「そう、びっくりしたわ。心配そうに美羽ちゃんを大事に抱きかかえてね。桔梗さんが送っていくって言っても、全く譲らなくて。あんな瀬尾さんを見たのは皆初めてで、啞然としていたわ」

　ふたりは盛り上がって話を続ける。

　私は瀬尾さんの腕の感触や温もりを思い出して、真っ赤になってしまう。

　しかも昨日ふたりでお昼ご飯を食べて、帰りがけに髪に口づけまでされてしまった。

　思い出すのはメガネをかけたプライベートの上司の姿。綺麗な鎖骨に長いまつ毛、大きな手と優しくて穏やかな声。

　考えるだけで心拍数が上がって、胸が苦しくなる。

「瀬尾さんって、住んでいる場所も皆に教えていないのよね」

　思い出したように金子さんが言う。

「ああ、そうですね。……桔梗さんもですけど」

　苦々しげな表情で相づちを打つ藤井さん。

「えっ、どうしてですか？」

　驚いて、ふたりに尋ねる。

「ふたりともあの外見でしょ？　すごくモテるし、独身だし。過去に自宅までついてこられたり、待ち伏せされたり、ストーカー行為に近いものがあったらしいの。だから、支店長や皆川さん以外は自宅を知らなくて、口外厳禁なの」

　藤井さんが説明してくれた。

「でも莉歩ちゃんは、桔梗さんの自宅を知ってるわよね？」

　ニヤニヤしながら言う金子さん。

「上司ですから。別に知りたくはなかったですけど」

　思いっきり不愉快そうな表情で話す藤井さんに、金子さんは大おお袈げ裟さに目を見開いて私を見て、こそっと言う。

「私は莉歩ちゃんと桔梗さんはお似合いだと思うのだけど、莉歩ちゃんが本気で嫌がるの」




　札幌支店に赴任して一カ月が過ぎ、業務にも支店の雰囲気にも慣れてきた。

　独り暮らしも、毎日のリズムができつつある。

　こちらではあまり蟬せみの声も聞かず、真夏といわれる八月でも陽が落ちると肌寒く、薄手の上着は欠かせない。

　そんな些さ細さいなことで、札幌にいるのだなと実感する。

　広々とした空の青さや湿気をあまり感じない暑さは気持ちいいのだけれど、その分、冬の寒さに耐えられるか不安になる。

　仕事を終えた帰り道、真央から久しぶりに電話がかかってきた。

　妹は数日中に日本を発ち、ハワイへ研修に向かう。

『美羽ちゃんを置いていくの、不安だなあ……結局この間も会えなかったし』

　不満そうな妹の声。先週、真央は荷造りのために研修の休みを利用してこの部屋に戻ってきた。けれど平日のため、すでに出勤していた私とはすれ違った。妹の休みは一日しかなく、なんとかお互いに会える時間を捻ねん出しゅつしたかったのだけど都合がつかず、会えなかった。

「仕方ないよ、お互い仕事があるんだから。私だって立派な大人なんだし、そんなに心配しなくても大丈夫だよ」

『でも、何かあった時はどうするの？　翔には美羽ちゃんのことを頼んでおいたけど、すぐには駆けつけられないだろうし』

　不安を隠しきれない様子の妹の声が耳に響く。

　翔くんとは、真央の彼氏だ。

　札幌が地元の翔くんと真央は大学で出会い、お互いにひと目惚れしたらしい。

　以来、ずっと仲良く付き合っている。

　妹が札幌から離れようとしない最も大きな理由のひとつだ。

「いや、それは翔くんに迷惑だから……。ご近所に上司が住んでること知ってるでしょ？　何かあったら助けてもらうから、ね？」

　本当はそんなつもりはないけれど、妹を少しでも安心させるためにと瀬尾さんに心の中で謝罪する。心配症の真央のことだ。両親に話して母が派遣されてきたりしたら困ってしまう。

『じゃあ、その人と話をさせて！　私からも頼んでおくから』

「えっ？　な、なんで!?　子どもじゃないんだから、大丈夫だよ」

　引き下がらない妹を必死で説得しようとする。

『札幌で一緒に暮らそうって誘ったのは私だし、心配だもの。その人に……えっと、名前なんだっけ？』

「せ、瀬尾さん、だけど……」

　名前を渋々口にする私。

『瀬尾さん、ね。美羽ちゃんのことお願いするから！』

「む、無理!!」

「俺がどうかした？」

　マンションのエントランス付近で話し込んでいたら、噂うわさの張本人が美麗な笑みを浮かべて背後に立っていた。

　口元は微笑んでいるのに綺麗な闇色の瞳は笑っておらず、冷え冷えとしている。

『ちょっと、美羽ちゃん！　今、男の人の声がしたよ！　誰!?　まさか瀬尾さん!?』

　スマートフォンから響く妹の大きな声に、私はひくりと喉を鳴らした。




「ああ、はい。彼女から聞いていますよ。そうですか……わかりました。もちろんかまいませんよ。いえ、お気遣いなく」

　取引先と話すような、愛想のいい低音が聞こえる。

　結局、私の心配を盾にとった妹には押し切られ、眼前の上司の絶対零度の微笑みには身がすくみ、私は洗いざらいを話すはめになった。そして私が繋ぎっぱなしにしていたスマートフォンを上司に渡し、ふたりが会話するという、私にとって不本意な事態に陥っている。

　どうして今日に限ってそんなに早く帰宅するの？　いつももっと遅いはずなのに！

　彼の気配に気づかなかった自分の愚かさを恨うらむ。

「ははっ。そうですね」

　どうして話が盛り上がっているの！

　思わず上司を上目遣いで睨むと、瞠目されてなぜか大きな手で視界を塞ふさがれた。

「せ、瀬尾さんっ!?」

「……妹さんが代わってくれって」

　不機嫌な口調で言われて、スマートフォンを受け取る。

『美羽ちゃん？　これでひと安心ね！　ちょっと執着しそうなところが心配だけど、誠実そうだから認めるわ。もう美羽ちゃんったら、相変わらず人たらしなんだから。ちゃんと食事の件も頼んでおいたからね。瀬尾さん、彼女はいないらしいから、頑張ってね！　本当によかった！　これで心おきなく海外研修に専念できるわ』

　なぜか嬉しそうな妹。

　しかも後半に余分な情報がついていた気がする。

「え、真央？」

『ううん、なんでもない。あ、翔から電話かかってきたから切るね。詳細は瀬尾さんに聞いて！』

　妹はクスクス笑いながら『じゃあね』と楽しそうに電話を切った。

　背中から痛いほどの視線を感じて振り返ると、こちらもなぜか楽しげな表情を浮かべた上司がいた。

「姉妹なのに、性格がずいぶん違うな」

　エレベーターホールに足を進めつつ、おかしそうに瀬尾さんが言う。

　ううっ、恥ずかしい。

「あの、妹とどんな話をされたんですか？　も、もし、私の面倒を、とかそういう話でしたら、気にしていただく必要はないので……」

　慌てて早口で告げる私に、瀬尾さんが顔をぐっと近づけた。

　目の前に迫る秀麗な顔立ち。

　ドクンッ。心臓が大きな音をたてる。

「それは無理。妹さんと約束したから。週に一回は一緒に食事をすることも」

　前髪の隙間から覗く漆黒の瞳が、まっすぐ私を捉える。

「は……ええっ!?」

　言われたことが理解できない。

　瀬尾さんと私が食事？　なんで、なんのために？

　疑問が顔に出ていたのか、瀬尾さんは面白そうに黒い瞳を輝かせた。

「橘がきちんと食事をとっているか、元気に過ごしているかを確認してくださいって頼まれたから」

　妹のいたずらっ子のような表情が目に浮かぶ。

　仮にも上司に、なんてことを頼むのよ!!

「す、すみません！　妹が失礼なことをお願いして……あの、本当に気にしてくださらなくて結構ですから。私は大丈夫なので。ほかにお願いできる人もいますから！」

　言い切って、エレベーターの呼出ボタンに手を伸ばす。

　すると、その手首を瀬尾さんの長い指がつかむ。

「瀬尾さん？」

　驚いて彼を見上げる。

　長いまつ毛に縁取られた漆黒の瞳が、無言で私を射抜く。

　その視線の鋭さに目を逸らせなくなる。呼吸が苦しい。

「……誰にお願いするんだ？」

　聞いたことがないくらい低い声。

　その声音に不機嫌さが窺うかがえる。

「え？」

　つかまれた手首が熱くて痛い。

「彼氏はいないって妹さんが言ってた。誰に頼むの、尚樹？　それともほかのヤツ？」

　ぞっとするくらい妖艶な眼差しが、私に向けられる。

　身じろぎすらできず、瀬尾さんを見つめ返す。

　問われている意味がわからない。

　どうして桔梗さんの名前が出てくるの？　どうしてそんなに不機嫌になるの？

「答えて、橘」

　焦れたような声に、私は慌てて口を開く。

「藤井さん、とか。いざとなったら母に頼むこともできるので！」

　私の言葉に、ふっと手首の拘束が緩む。

　見上げた目は穏やかで、いつもの輝きを放つ。

「俺でいいだろ、妹さんに頼まれたんだから」

　拗すねたような声。

「えっと、でも、瀬尾さんはお忙しいですし……」

「さすがに平日はなかなか難しいけど、週末のどちらかの日くらいは大丈夫だから」

　さらりとすごいことを言う彼に焦る。

「そ、そんな貴重な休日に申し訳ないです！」

「いいから。土日どちらにするかはその週に決めるってことでいい？」

　有無を言わせない強い口調の彼に、腰が引ける。

「はい……」

　もう頷くしかない。

　辞退しようものなら、氷のように鋭い目で睨まれそうだ。

「じゃあ、決定な」

　やっと手首の拘束を解いて、なぜかご機嫌な様子で瀬尾さんがエレベーターの呼出ボタンを押す。

　熱いのは手首か頰か、私の胸の内なのか、推し量ることもできずにうつむいた。




　瀬尾さんと約束を交わしてから迎えた初めての休日。

　まだ真央が東京にいるので、瀬尾さんとの約束を実行しなくていいことに、密かに安あん堵どする私。

　ベッドサイドの淡いグリーンの遮光カーテンを勢いよく開けて、夏の陽射しを室内に招き入れる。

　今日も快晴で、少し暑くなりそうだ。

　心地よい風が室内を吹き抜ける中、朝食の後片付けをさっと済ませた。

　現在午前十一時過ぎ。

　妹に昨晩電話で、追加で送ってほしいと言われた小包を取り上げる。

　現地に持参する私服が足りないらしい。

　今日中には宅配便に出してほしいと頼まれていたので、駅前にあるコンビニに持ち込もうと身支度を整え、戸締りを確認して家を出た。

　一階に向かうエレベーターが開くと先客がいた。

「あれ、美羽ちゃん、偶然だね」

　満面の笑みで、桔梗さんが手を振ってくれる。

　濃紺の半袖シャツにくるぶしを折り返した白いパンツが似合っている。細い足首には革紐をさりげなく、オシャレに結んでいる。

「桔梗さん、おはようございます」

「おはよう、どこに行くの？　コンビニ？」

　私の荷物に視線を向けながら、桔梗さんが尋ねた。

「はい。妹の荷物を送ろうと思って。桔梗さんも外出ですか？」

「うん、ちょっとコーヒーでも飲みに行こうかと思って」

「いいお天気ですもんね」

　軽く雑談をしている間にエレベーターは一階ロビーに到着する。

　桔梗さんと並んで歩いていると、エントランスからよく知った人がやってきた。

「よお、潤。どこ行ってたんだ？」

「……コンビニ」

　カーキ色の半袖シャツに、黒い細身のデニム姿の瀬尾さんは、なぜか憮ぶ然ぜんとした表情をしている。秀麗な顔立ちの人の険しい表情は迫力がある。

「潤。何、その怖い顔」

　桔梗さんの軽口に返事もせず、瀬尾さんは私を見据える。

「なんで尚樹といる？　どこに行くつもりだ？」

　見たことがないほど不機嫌な表情の瀬尾さんに驚く。

「えっ……」

　いきなり尋ねられてあたふたする私の隣で、桔梗さんがブッと吹き出す。

「何、余裕なくしてんの？　俺と美羽ちゃんは偶然エレベーターが一緒になっただけ。さっきお前に電話しただろ？　あとで昼メシ食いに行こうって。美羽ちゃんとデートの約束があったら、わざわざお前を誘わねえよ」

　桔梗さんが笑いながら瀬尾さんを小こ突づく。

「ばっ……そんなことはないっ」

　一気に耳まで真っ赤になる瀬尾さんにつられて、なぜか私も真っ赤になってしまう。

　桔梗さんが笑いを嚙かみ殺す。

「あの、じゃあ、私はこれで……」

「えっ、ちょっと、美羽ちゃん！」

　火照った顔が恥ずかしくて、そそくさとふたりの間をすり抜ける。桔梗さんの声が背中を追いかけてきたけれど、そのまま走った。

「なんだったんだろう……」

　瀬尾さんの姿を見て、声を聞くだけで、いつも熱を持つ頰。会えるだけで高揚する気持ち。その意味を突き詰めたい自分がいる反面、恥ずかしいような想いもある。

「……本当にどうしちゃったんだろう……」

　頰の熱はいまだに引かない。

　その熱さに戸惑って、しばらく荷物を抱えてマンションのすぐそばの交差点で立ちすくむ。

　背後に人の気配を感じて振り返ると、仏頂面の瀬尾さんが立っていた。

「ど、どうしたんですか？」

　ぐいっと腕を引っ張られる。

「……昼メシ食べに行く」

「え、桔梗さんとですか？」

　強引に私の手から真央の荷物を取り上げて、私の左手を握る。

　伝わる彼の体温。

「もしかして、私も一緒に行くんですか？」

　いつもと違う雰囲気をまとった瀬尾さんに気け圧おされながら、恐る恐る尋ねる。

　彼は黙って頷く。

「あの、なんで……」

「約束しただろ、週末は一緒にメシ食うって」

　ぶっきらぼうな彼の話し方に戸惑う。

「そ、それは、真央が出発してからの話じゃ……」

　私の意見を聞き流して、すたすた歩く瀬尾さん。

　不機嫌だし話を聞いてくれないし、昼食を一緒にという話の展開もよくわからない。

　理解できないことだらけで、悔しくて足を踏ん張っていると、繋いだ手をギュッと引っ張られる。

「またお姫様抱っこされたい？」

　瀬尾さんのイラ立たしさが滲む黒い瞳が、私をひた、と見据えた。

　色香が漂う声に肌が粟立つ。

　私は迫力に負けそうになりながらも虚勢を張る。

「え、遠慮しますっ」

　顔の火照りが激しくなる。

　そんな私の顔を見てクスクス笑う彼は、少し機嫌がよくなってきたみたいだ。

　歩きながら繋がれた手を見る。もちろん恋人繋ぎではなく普通の繋ぎ方だけど、そこに意識が集中してしまう。

「あの、なんで手を？」

「逃げるから」

　私の疑問を一いっ蹴しゅうする瀬尾さん。

「なんで機嫌悪いんですか？」

　さらに尋ねると、ものすごく低い声に仏頂面を足して、教えてくれた。

「無防備すぎだろ。なんでそんなに足、出してるんだよ」

「え？　膝上五センチ丈ですよ？　夏のショートパンツとしては普通ですけど」

　彼は言い返す私に、むっとした顔をする。

　私が身につけているのは、白地に薄いピンク色の縦ストライプの半袖カットソーに紺色のシンプルなショートパンツだ。

　このショートパンツは涼しくて、洗濯をしてもアイロンがけが不要で乾きも速く、私のお気に入りだ。

「……鈍すぎ」

　私の耳元で囁く甘い低い声と近すぎる距離から香る彼の匂いに、心拍数が跳ね上がる。いつになってもこの声と距離には慣れない。




「来た来た、美羽ちゃん！」

　ロビーのソファに長い足をゆったり組んで座っていた桔梗さんが、パアッと満面の笑みで立ち上がる。

　桔梗さんのほうに行こうとすると、またぐいっと瀬尾さんに手を引っ張られた。

「手、繋いでるの？」

　含み笑いをしながら桔梗さんが、瀬尾さんに近づく。

「ふうん、潤がねえ。子猫ちゃんへの危機感、やっと持った？」

　ニヤニヤしながら話す桔梗さん。

「……うるさい。行くぞ」

　じろりと桔梗さんを一瞥し、瀬尾さんは私を連れて、今入ってきたばかりのエントランスを出て行く。

「あ、おいっ、潤、待てよっ」

　桔梗さんも慌ててエントランスを出て、追いかけてくる。

「あの、どこに行くんですか？」

　道を足早に歩きながら、尋ねる。

「あれ？　美羽ちゃん、潤から昼メシ誘われたんでしょ？」

　私は困惑して瀬尾さんを見る。

「言っただろ？」

　ため息混じりの返事をする瀬尾さん。

「あ、あれはお誘いじゃなくて無理やりです」

　ニヤリと口角を上げる桔梗さん。

「美羽ちゃんが出ていったあと、行き先を聞いていないのかって潤に追及されて大変だったんだよ」

　意味がよくわからず、私は困惑する。

「どうしてそんなに一生懸命探してくれたんですか？」

　桔梗さんがいたずらっ子のように笑いながら言う。

「なんでだろうね？　美羽ちゃんが誰かと外出すると思って焦ったんじゃない？」

　瀬尾さんを見ながら、桔梗さんが心底面白がっている様子で話す。

「……そんなんじゃない」

　瀬尾さんの耳がほんのり赤い。

「あっそ。そういうことにしといてやるよ。美羽ちゃん、私服も可愛いね。本当に子猫みたいだよね」

　こ、子猫？

　私の引きつった表情を見て、桔梗さんは豪快に笑いだす。

「せっかくだし、仲良く三人でランチしようよ。何が食べたい？　勝手に決めて大丈夫？　あ、妹さんへの荷物は道中で出そう」

　私が子猫だということに納得はできないけれど、今度は素直に頷く。

　桔梗さんはスマートフォンで何やら検索している。

「店探しは尚樹に任せておけ」

　頭上から降ってくる低い声の主を見上げると、少し申し訳なさそうな色を目に浮かべた瀬尾さんがいた。

「……悪かった。強引に連れてきて」

「いえ、びっくりしましたけど……。誘っていただいてありがとうございます」

　お礼を言うと、瀬尾さんはくしゃっと表情を崩して笑ってくれた。

　ドクンッ……。私の心臓が、壊れそうなくらいに大きな音をたてる。

　瀬尾さんの笑顔に胸が詰まって、呼吸が苦しい。

　立ち止まってスマートフォンを操作している桔梗さんと、私の手を握ったまま横から覗き込んでいる瀬尾さんの姿を、道行く人がちらちら見ている。

　一旦、ふたりの横を通り過ぎてから振り返る女性のグループもいて、この人たちは本当に誰が見てもカッコいいんだなと実感する。

　桔梗さんが電話をかけ、ランチをする場所が決まった。

　途中でコンビニに寄って無事小包を出し、お店に向かう。

　カラリと晴れた空はとても綺麗で、気持ちも自然と明るくなる。




　桔梗さんが選んでくれたのは、最近オープンしたばかりのイタリアンのお店だった。

　マンションからそれほど離れていない場所にあり、白い壁に青い屋根が映えている。お昼時のせいか、店内は混み合っていた。

　桔梗さんが店員に名前を告げていた時、声がかかった。

「瀬尾さん？」

　声の主は綺麗な女性だった。どこかの会社の制服に黒い上品なフリルが付いた日傘を持ち、ベージュの長財布を手にしている。

　完璧なメイクと肩までの緩やかに巻かれた明るい茶色の髪。高いヒールのオープントゥサンダルを優雅に履きこなしている。

　素足にヒールのないサンダルを履いている私とは対照的だ。

「……佐さ野のさん、こんにちは」

　すっと会社で見せる表情に変わった瀬尾さんが、その女性に挨拶をした。

　私は急いで繋がれたままの手を離す。

「今からランチですか？　今日はお休みですよね？　ご自宅、お近くなんですか？」

　佐野さん、と呼ばれた女性の後ろには、これまた綺麗な女性が立っている。

　マスカラをばっちり塗った大きな目で、瀬尾さんを見つめる佐野さん。

「いえ、今日は休日出勤をしておりまして。今、交替で昼食をとっているんです」

　営業スマイルを崩さない瀬尾さん。

　我が社の休日出勤時の服装はラフな私服を可としているため、この言い訳は不自然ではない。

「そうなんですか、じゃあ、お隣の方も……」

「部下の橘です。橘、こちら佐野さん。当社の大事なお取引先の方だ」

　突然紹介され、慌てて頭を下げる。

「お、お世話になっております。橘と申します」

「いやだ、私、てっきりデートかと思っちゃいました」

　佐野さんは声にさらに甘さを乗せて話を続ける。

「いえ、違います。部下です」

　魅力的な笑顔できっぱりと否定する瀬尾さん。

　当たり前だけど、わかっていたことだけれど、その返答がなぜか私の胸に刺さる。こんなに騒がしい場所なのに、人もたくさんいるのに、自分がひとりぼっちになってしまったような、心こころ許もとなさを感じた。

「潤、先に入ってるぞ。ああ、失礼。お話し中でしたか？」

　絶妙なタイミングで現れる桔梗さん。

　佐野さんは、桔梗さんとは面識がない様子で、ふたり目の美形男性の登場に、明らかにテンションが上がっていた。

「あら、同じ支店の方ですかっ？」

「はい、ああ、失礼しました。いつもお世話になっております。桔梗と申します」

「まあ、本当に休日出勤されていらっしゃったんですね。ランチをご一緒したかったです。今度ぜひお願いしますね。瀬尾さんも桔梗さんも」

　私の名前はさりげなく無視して、佐野さんは言う。

「ええ、ぜひ。すみません、ほかの者が待っておりますので失礼します」

　これまた営業スマイル全開のまま、瀬尾さんはさっさと店内に入っていく。

　桔梗さんが予約してくれていた店内奥の席に着いた途端、瀬尾さんが口を開く。

「あの女、本当に苦手なんだよ」

　営業スマイルをかなぐり捨てて、心底嫌そうに言う瀬尾さん。

「確かに、潤のタイプではないな」

　メニューに目を通しつつ、返事をする桔梗さん。

「顔を合わせるたびにやたらと誘ってくるんだよ。香水きついし、本当に迷惑」

　眉間に深い皺を寄せる瀬尾さん。

「適当にあしらえよ。潤、営業スマイル得意だろ？　俺、Ａランチ……って美羽ちゃん？」

「橘？」

　ふたりに怪訝な顔を向けられて、はっとする。

「あっ、はい」

「美羽ちゃん、もしかして気にしてる？」

「何を？」

　心配そうな桔梗さんを見て、キョトンとする瀬尾さん。

「いえっ、何も。あっ、私、Ｂランチにしますっ」

　普段通りに話しているつもりなのに、声が上ずる。

「……潤、決まった？」

「Ａにする」

「わかった。じゃあ潤、店員探して注文してきて。ついでに来週の土曜日、同じ時間にこの席が予約可能か聞いてきて」

　ニッコリと桔梗さんが綺麗な笑みを浮かべる。

「お前が自分で行ってこいよ。それに、なんで来週、予約の必要があるんだよ？」

　メニューを渡す桔梗さんに、不服そうな瀬尾さん。

「来週ランチの約束があったことを思い出した。今日予約したの誰だったっけ？」

　桔梗さんに嫌味たらしく言われて、仏頂面を貼りつけた瀬尾さんは渋々立ち上がる。

　瀬尾さんの姿が見えなくなると、桔梗さんが長い足を組みかえて、ニッコリと私に笑いかけた。

「美羽ちゃん、大丈夫だから。潤は美羽ちゃんのことをすごく大事に思っているよ」

「いえ、私……」

　さりげなくフォローしてくれる桔梗さんにうつむく。

「潤のこと、気になってるでしょ？」

　そう言いながら軽く目を細め、テーブルに頰杖をついて正面から私を見つめる。

　桔梗さんは一般的に見たら、本当に素敵な男性だ。仕事もデキて、女性の扱いにも慣れている。

　そんな人に至近距離で見つめられているというのに、私の心臓は通常作動で、頰が熱を持つこともない。今さらながら、その事実に気づいてしまう。

「本当に美羽ちゃんはわかりやすいよね。顔に全部出てる。よくそれで潤にバレてないよね。潤も大概だけど」

　桔梗さんは頰杖をついたまま苦笑する。

「あの、私……」

　言葉に詰まってうまく返事ができない。今、気づいたことが多すぎて、頭がついていかない。

「無理に聞き出したいわけじゃないよ。これはただの好奇心」

　桔梗さんは楽しげに微笑む。

「潤はモテるから心配になるのもわかるけど。潤ってあんなに見てくれはいいのに、女遊びもしないし。女の子に対しては鈍感、無愛想、素そっ気けなし。そんな潤が美羽ちゃんだけは、やたらかまって大事にしているから、俺としては興味津々」

「私、怒られたり睨まれたりすることが多いですけど……」

　困惑する私に、桔梗さんが眉尻を下げて苦笑する。

「男心がわかってないね、美羽ちゃん」

「なんの話だ？」

　突然背後から会話に参加する別の声。

「瀬尾さん！」

　気まずくて視線を泳がせてしまう。

「あ、潤。お帰り。予約できた？」

　悪びれた様子もなく笑う桔梗さんを睨んで、瀬尾さんが席に着く。

「尚樹。お前、橘に何を話した？」

　予約ができたかの返事もせずに、桔梗さんを問いつめる瀬尾さん。

「別に何も？　潤の話？」

　いつも通りの軽い調子で質問をかわす桔梗さん。

「なんで疑問形なんだよ！　橘、なんの話だ？」

「……えっ」

　急に話を振られて、桔梗さんに言われたことを思い出す。

「な、内緒です！」

　微かに赤くなった頰を隠すように言う。

「はあっ？」

　意味がわからないとばかりに、険しい表情の瀬尾さんに睨まれる。

　そんな瀬尾さんを見て、ニヤニヤしっぱなしの桔梗さん。

　……これのどこが大事にされているの!?

　三人の温度差がありすぎて、ものすごく居心地の悪いランチタイム。

　せっかくの美味しいトマトパスタも、なかなか喉を通らなかった。
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　三週間ほど前に、真央は海外研修のためハワイへと発った。

『年末には研修が終了して帰国する予定だから。寂しくなったり不安になったりしたら、瀬尾さんを頼るのよ？』

「た、頼らないよっ。瀬尾さんはただの上司！　甘えてばかりはいられないのっ」

『ふーん、本当にただの上司？』

　からかうように言う妹。

「もうっ、早く行きなさい。飛行機乗り遅れるよ！」

『はいはい、じゃあ行ってくるね』

　明るくそう言い残して出国した妹との会話を思い出す。




　ここ数日、支店では会っているのにマンション内では顔を見ていない、真上に住む上司。

　会うと緊張するし、会いたいのかもわからないけれど。

　職場以外で会えないのは当たり前なのに、会えることを普通に感じ始めている自分がいる。

　自宅に戻ると、つい彼の存在を意識してしまう。郵便物を取りに行く時、ゴミ出しの時、外出の時……何度もエレベーターやエントランスで探してしまう。

　その理由に気づきそうで気づきたくない自分がいて、長いため息をつく。

　情けないけれど、不意に寂しさや孤独が襲ってきた時、無意識に見上げてしまう天井。時折、微かに聞こえる足音や物音に、ホッとしたり。

　私にとって彼の存在は、自分で思っているより大きいみたいだ。

　真央との約束なんて放っておけばいいのに、面倒臭がりなはずなのに。律儀な瀬尾さんは、その約束を妹の出発前から守ってくれている。

　毎週木曜日に自身の週末の予定を記載し、日時の提示をした素っ気ないメールを送ってくれる。

　瀬尾さんは多忙なので、基本的に私は彼の提示してくれる日時を了承するメールを返す。それから彼の自宅、もしくは私の家で一緒に料理をするか、近所に食事に出かけるかを決めている。

　瀬尾さんは恋人ではないのに、私の食の好みをいつも考慮してくれるのが嬉しい。

　こんな関係をなんと言うのだろう。これも上司と部下の範囲内なのだろうか。

『何かあったら電話するか、直接部屋に言いに来い』

　別れ際に言われる言葉。この時の彼は、いつもとても優しい目をしている。

　最初の頃のように緊張することはなくなったけれど、至近距離で見る瀬尾さんの秀麗な顔立ちは心臓に悪いし、すぐに顔が赤く染まってしまう。不意に見せてくれる優しい笑顔に、私の鼓動は暴れだす。

　瀬尾さんはそんな私を見て、いつも面白そうに笑う。

　そんな時の彼の目は驚くほど優しくて、泣きそうになる。




　真央が出発してから季節は変わり、十月になった。

　暑かった日々は過ぎ去り、寒さを感じるようになってきた。

　冷え込みが厳しくなった金曜日の夜。

　会社から帰宅して床暖房をつけていたけれどまだ寒くて、初めてパネルヒーターをつけようとした。妹から一応教えてもらってはいたけれど、いまいち使い方がわからなくて、説明書を読もうにも見当たらない。

　妹に電話しようと思ったけれど時差を考え、結局瀬尾さんに電話してしまった。

「せ、瀬尾さんっ」

『橘？　どうした？　今、どこだ？』

　三回目の呼出音ですぐに出てくれた。

　私の焦り声に少し緊張した様子の瀬尾さん。

「いえ、あの、自宅ですけど。特に問題はないんですけど……」

　ホッとしたような息遣いが聞こえた。

『そっか、よかった……どうした？』

　以前はもっと素っ気なかったのに、最近は用件を尋ねてくれる声がとても優しい。

　包み込むような優しい声が聞こえて、その声の温かさに胸がキュウッと締めつけられた。

『橘？』

　瀬尾さんの怪訝な声に慌てて用件を口にする。

「あっ、すみません……あの、パネルヒーターの使い方がわからなくて。帰宅されたら、時間がある時でいいので、教えてもらえませんか？」

『パネルヒーター？　まだ使ってなかったのか？　寒かっただろ』

「床暖房を使っていたので……」

　大きなため息が聞こえる。

『もっと早く聞けよ。風か邪ぜをひいたらどうするんだ。今、マンションのエントランスだから、すぐ行く』

　彼は呆れ声でそう言って電話を切った。




　軽快な玄関の呼出音が聞こえてドアを開けると、なぜか仏頂面の瀬尾さん。

「あ、あの、すみません。お仕事帰りに突然」

　やっぱり迷惑かけたかな、と反省する。

「違う。相手を確認してからドアを開けろよ。俺じゃなかったらどうするんだ？」

「え？　あ、はい、すみません」

「無用心すぎ」と私の額を長い指でつつき「上がるぞ」と言って、部屋に入っていく瀬尾さん。

　彼が通り過ぎたあとから、いつもの香りが漂う。

　心配してくれて仏頂面だったの……？

　そのことが嬉しくて、胸の中にぽっと灯りがともったような気分になる。

「何、にやけてるんだ？」

　つつかれた額を押さえて頰を緩ませていると、振り向いた瀬尾さんに思いっきりしかめっ面を返されてしまう。

「い、いえっ。あの、ヒーター、ここを押したらいいんですよね？　調節はダイヤルですか？」

　何か追及される前に、慌てて話を切り替える。

「そう、ここを押してしばらくしたら暖かくなるから、自分で調節して……」

　彼は仕事の時のように丁寧に教えてくれる。

「あ、ありがとうございます」

　あまりに近い距離で手元を覗き込んでいたことに気づき、ぱっと離れる。

「どういたしまして」

　恥ずかしくなってうつむく私の頰に、瀬尾さんの両手がかかる。

　大きな彼の手は外から帰ってきたばかりなのに温かくて、私の頰をすっぽり包む。

　驚いて顔を上げると、少し困った表情を浮かべる瀬尾さんがいた。

「瀬尾さん？」

「……身体、冷えてる。ちゃんと暖めろよ」

　ぶっきらぼうにそう言って、すっと手を離す。

「……あ、はい……」

　小さく頷くとポンッと私の頭を撫でる。

「何かあったら連絡しろよ？　俺が帰ったらすぐに施錠すること」

　まるで保護者のように、いつものセリフを口にした。

「わかってます！」

　私は赤くなった頰を隠すようにうつむく。

「ならいいけど」

　ふっとおかしそうに笑って、彼は帰っていった。

　彼が部屋にいた時間はほんのわずかなのに、頰の温もりと部屋中の香りだけ残っていて、なぜだか私の胸のドキドキは収まらなかった。




「橘さん、こっちのデータも入力しておいて」

「はい」

「この支払い、起票して検印してもらってね」

　十一月になり、厚手のコートを着るようになった。最低気温が零度以下の日が続き、雪がちらつく日もある。

　支店に一歩入れば、いつもと変わらない毎日の業務。

　私はプロジェクトチームの仕事がメインだけれど、手が空いている時や余裕がある時は、通常業務を手伝っている。

「もうすぐ月末だから持ち込まれる伝票が増えるわね」

　伝票をチェックしている藤井さんのもとに、営業係の澤さわ田ださんがやってきた。

「藤井さん、桔梗さんは？」

「今日は午後から東京出張、帰社は明日です」

　作業の手を止めずに伝える藤井さん。

「さすが、莉歩ちゃん。桔梗さんの専属秘書よね」

　休憩が終わって戻ってきた金子さんが、藤井さんをからかう。

「勘弁してください。絶対に嫌です！　見てくださいよ、この指示書。明日までに仕上げろって今朝置いていったんですよ？　瀬尾さんに告げ口します！」

「いつも大変ねぇ。瀬尾さんなら休憩室にいたわよ」

　瀬尾さんと聞いて、トクンと私の鼓動が跳ねる。

「お昼休憩ですか？　じゃあ戻られたら告げ口します！」

　怒りが収まらない様子の藤井さんが、宣言する。

「そういえば、今日は瀬尾さん、お弁当だったのよ！」

　金子さんが興奮ぎみに叫ぶ。

「お弁当？　それがどうかしたんですか？」

　不思議そうに藤井さんが尋ねる。

「一大事よ！　手作りっぽくて、しかも売り物みたいに綺麗なお弁当だったの。昨晩の残り物を詰めただけの私のお弁当とは雲うん泥でいの差」

「金子さんのお弁当もいつも美味しそうですって。それより、よく中身まで確認できましたね……」

　半ば呆れながら藤井さんが言う。

「やあねぇ、私だけじゃないわ。休憩室にいたほとんどの女性が、誰に作ってもらったんだろうって興味津々で見てたわよ」

「その言い方じゃ、誰も聞き出せていないんですね？」

　藤井さんが苦笑する。

「……瀬尾さんが自分で作ったんじゃないんですか？」

　自分でも驚くほど乾いた声が出た。

　一瞬金子さんは驚いた表情をしたが、首を横に振る。

「それはないわ。瀬尾さんは料理が苦手なことで有名なの。調理道具の名前も全然知らないし」

「料理をしない男性にお弁当を作ってくれるってなると……彼女ですかね？」

　金子さんの話に、藤井さんが真面目な顔つきで乗っかる。

「莉歩ちゃんもそう思う？　お母様の手作りってことも考えたのだけど」

　神妙な顔つきで相づちを打つ金子さん。

「それはないんじゃないんですか？　瀬尾さんって独り暮らしですよね？」

　やっぱり彼女よね、と楽しそうに話しているふたりの声が頭に響く。

　瀬尾さんの自宅キッチンは、確かに普段料理をあまりしない人のものだったけれど、お鍋や調理に必要なものはひと通り揃っていた。

　それはこの部屋の所有者である瀬尾さんのお母様が、当初この部屋に住むつもりで購入したものらしい。

　お弁当の話なんて、瀬尾さんから聞いたことはない。

　彼女はいない、と真央は言っていた。

　だとしたら、彼女ではないけれど、自宅でお弁当を作ってくれる女性がいるということだろうか。

　公にされていない瀬尾さんの自宅を訪れて、料理をしてくれる女性？　……彼の好きな人？

　その答えに思い至った途端、頭から血の気が引く。手が冷たくなる。胸がズキズキ痛くて呼吸が苦しい。

「橘さん、大丈夫？　顔色が悪いわよ？　医務室に行く？」

「……え？」

　藤井さんの心配そうな声で我に返る。

「美羽ちゃん、医務室に行って休んできたら？　ひどい顔色だし、莉歩ちゃんの伝票は私が手伝うから。無理をしないほうがいいわ」

　そう言って金子さんは、さっと私の机に置いてある伝票や資料を手に取る。

「あ、いえ、大丈夫です……」

「ダメ！　無理して倒れたら大変だもの。これは先輩命令よ、休んできなさい。医務室に行きにくかったら、ロッカールームで休んでいてもいいから」

　藤井さんに背中を押され、営業フロアから追い出された私は、ふらふらとロッカールームに向かう。

　体調が悪いわけではないし、風邪もひいていない。しっかり睡眠も取っているし、お昼ご飯もちゃんと食べた。

　痛む場所はただひとつ。何かに切り裂かれたみたいに痛む胸。ギリギリの理性で、泣き叫びたい衝動を必死に抑える。

　どうして私は瀬尾さんのお弁当のことで、こんなにショックを受けているの？

　その答えに気づかずにいた。ううん、気づかないフリをしてきた。

　傷つきたくなかったから。彼は、私の手が届くような人ではないから。

　私、好きなんだ……。

　ぽこんと浮いてきた言葉は、すとんと私の胸に落ちて、しっくりと馴染んだ。

　私、瀬尾さんが好きだ。

　気づきたくなかった。

　重い足を無理やり前に進める。

　絶対に叶わない。同じ支店の上司が、たまたまご近所だっただけだ。物理的な距離がどんなに近くても、心理的な距離はとても遠い。

　彼は立派な大人の男性だ。両親に心配されて、妹がいないと不安で寂しがっている私とは違う。

　仕事をバリバリこなして、部下の管理もしっかりして、きちんと生活をしている立派な人だ。それに、誰もが振り返るようなすさまじく整ったあの外見。

　彼から見たら私なんてまだまだ未熟で、相手にしてもらえるわけがない。

　自分の気持ちに気づいて認めることができたのに、後ろ向きにしかなれないなんて、どこまでお粗末なんだろう。

　気持ちを伝えることは絶対にできない。そんなことをしたら、部下としての、ご近所さんとしての、大切な居場所を両方失ってしまう。

　下へ手たに告白をして、気まずくなんてなりたくない。普通に彼と話すことも、きっとできなくなってしまう。

　私にできることは、ただ、いつも通りに振る舞うことだけ。

　お弁当を作ってくれる人が現れただけで、精神的にぐちゃぐちゃになってしまう私は本当に幼い。仕事まで放り出してしまうなんて、社会人失格もいいところだ。

「……ふっ……」

　うつむいた途端、こらえきれずに涙がこぼれ落ちた。

　泣いたって仕方ない。瀬尾さんは私のものじゃない。彼女にはなれない。

　瀬尾さんには好きな人がいる。私が真下の階の住人だったから、妹に頼まれたから、部下だったから、優しくしてくれていただけ。心配して面倒を見てくれていただけだ。

　わかってる。わかってる？　本当に？

　私の頭を撫でてくれる大きな手も、繋いだ手の温かさも、見つめられると緊張してしまう綺麗な漆黒の瞳も、低くて素っ気ない声も、たまにしか見せてくれない笑顔も、全部全部覚えてしまっている。

　忘れることはできないから。せめて私に向けられた彼の欠片を、私だけのものとして心の中にしまっておきたい。




　……どれくらい時間が経っただろう。

　フロアを出る時に持ってきた、支店持ち込み用の私物バッグからスマートフォンを取り出して、時間を確認する。

　ぼうっと泣いていただけなのに、すでに一時間近く経っていて驚く。

　ロッカールームが無人でよかった。入るなり座り込んで泣いてしまったから、誰かがいたら本当に恥ずかしい。

　ひとりになっていろいろ考えたせいか、少しだけ気分が落ち着いた。

　いずれは諦めなきゃいけない恋だろうけれど、まだ今は好きでいたい。

　そろそろとバッグから手鏡を取り出して化粧を確認すると、予想通りの悲惨な状態。

　化粧ポーチを取り出した時、スマートフォンが振動した。

　見ると、藤井さんから着信が来ているので、慌てて画面をタッチする。

『橘さん、大丈夫？』

「は、はい、大丈夫です。ご心配をおかけしてすみません。今から戻ります」

『ああ、いいのよ。少しはよくなったのね？　こっちのことは気にしないで、ゆっくり戻ってきて。つらいようなら早退してもいいって瀬尾さんが言ってたから』

　瀬尾さんの名前を聞いてズキッと胸が痛む。スマートフォンを持つ指が震える。

『橘さん？　本当に大丈夫？　今は医務室？』

　気遣わしげな藤井さんの声に、はっとして返事をする。

「す、すみません。本当に大丈夫です。今ロッカールームなので、すぐに戻ります」

『本当に無理をしないでね。ゆっくりでいいからね』

「ありがとうございます」とお礼を言って通話を終えた私は、急いで化粧を直す。

　微かに目が赤くて訝しまれるかもしれないけれど、なんとかごまかせるはず。

　自分を鼓舞するために深呼吸を繰り返し、冷たくなった手をギュッと握りしめる。

　しばらくして気持ちを落ち着けてから、化粧ポーチをバッグに入れ、忘れ物がないか見回した後、ドアの外に出た。

「……体調悪いのか？」

　ロッカールームを出た私に向けられた低い声。

　目の前の壁に背中を預けながら腕を組んで立っている美麗な男性。高い身長に長い足を細身のスーツに包んでいる。

　下手をすれば鋭く見える綺麗な二重の目が、今は心配そうに揺れている。

　今、一番会いたくなくて、誰よりも会いたかった人。

「瀬尾さん……？」

　いつもの柑橘系の香りが瞠目する私の鼻を掠める。

「熱は？」

　近づいてそっと私の前髪越しに触れる温かな長い指に、体温が一気に額に集中する。

「頰と目が赤いな。泣くほどつらい？」

　泣きたくなるくらいに優しい目が、私をじっと見つめる。

　ごまかせると思っていた目の赤みをあっさりと見破られて、どうしていいかわからない。

「だ、大丈夫です。さっきは……少し身体がつらかっただけで。仕事中にすみませんでした。瀬尾さんはどうして……」

「かなりつらそうなのに、無理をして仕事に戻ろうとしていると藤井から報告されたから、迎えに来た」

　怒っているような口調なのに、私を見る目は明らかに心配してくれている。

「だ、大丈夫です」

　思わず後ずさる私の手をつかむ瀬尾さん。

「そんな真っ赤な顔で？　熱は本当にないのか？」

　ぐいっとつかんだ手を引き寄せて、コツンと額を合わせた。

　ドキンドキンドキンドキン……！　私の心臓が狂ったように動きだす。身体中が心臓になったみたいに音が響く。

「ちょっと熱いな」

　そっと額を外し、彼が私を見下ろす。

「もう今日は帰れ」

　素っ気なくそう言われる。

「大丈夫です。藤井さん、すごい量の案件を抱えてらっしゃいますし」

　つかまれた腕をほどいて勢いよく歩きだした私は、後ろから伸びてきた彼の長い腕に囲われた。

「……瀬尾、さん？」

　いきなりのことに、頭が回らない。

　お腹に回された長い腕から伝わる、彼の強い力と温もり。

　まさか私……今、瀬尾さんに、後ろから抱きしめられているの？

「……心配だから、今日は帰れ」

　囁くように小さな低音が、耳元で聞こえる。

　ドクンッ！　彼に聞こえそうなくらいに大きな音をたてる心臓は、もう壊れそうだ。

　顔が見えなくてよかった。今、私は絶対に真っ赤な顔をしている。

「わかった？」

　彼の香りが移りそうなくらいの距離から聞こえる優しい声に、思わず頷く。

　納得したのか彼は腕をほどいて、私を自分の正面に向き直らせた。

「俺は今から外出だから送れないけど、営業フロアに戻らずにタクシーで帰れ。早退手続きや後処理はしておくから、帰宅したら電話しろ。わかった？」

　ポンッと私の頭に軽く手を載せながら言う。

「か、過保護すぎます。こんなこと女性社員にしたら、誤解されますよ……？」

　私の思考回路はほぼ機能不全だったけれど、弱々しい声で返事だけはできた。

「誰にでもはしない。橘だから心配するし、抱きしめる」

「なっ……」

　思わず顔を上げた私の唇にふわっと触れる感触。

　それはほんの一瞬。

　至近距離に見えた、彼の伏せられた長いまつ毛と綺麗な肌。

　触れてすぐに離れる瀬尾さんの唇。

　ゆっくりと綺麗な漆黒の瞳を開いた彼が、心配そうに私を見る。

「……気をつけて帰れよ」

　固まる私の頭をそっと撫でて、彼はエレベーターホールに向かって歩いていった。

　残された私は、そろそろと震える指を動かして唇に触れる。

　今……キス、した？　瀬尾さんと？　どうして？

　さらに真っ赤になる私の顔。頭はもうこれ以上考えられないと悲鳴をあげている。

「……とりあえず帰ろう」

　再びロッカールームに戻り、のろのろと帰り支度をして、タクシーに乗った。




　タクシーから降りて、自宅に辿り着く。

　休みでもない平日の夕方前に自室にいるなんて、なんだか変な感じだ。

　ふらふらと着替えや片付けをして、リビングのソファにぽすっと横になる。

「連絡しなきゃ」

　帰り際に言われた瀬尾さんからの指示。

　同時に思い出す唇の感触に再び胸の鼓動が高まり、頰に熱が集まっていく。

　起き上がって、バッグからスマートフォンを取り出す。

　番号を画面に表示させるけれど、冷静に話せそうになく、意気地のない私はショートメールでひと言、帰宅の旨を伝える。愛想も何もない事務的な報告メール。

「……迷惑かけちゃったな」

　藤井さんや金子さんの心配そうな顔が頭をよぎる。

「明日きちんと謝らなきゃ」

　そう呟いた時、握っていたスマートフォンが振動した。

　驚いた拍子に手から滑り落ちたスマートフォンの画面には、今一番話しづらい人の名前。

　応答するかしないか迷っている間にも、存在を主張するかのようにスマートフォンは振動し続ける。

　根負けして押し当てた耳に聞こえた声は、やたらと不機嫌だった。

『電話しろって言わなかった？』

「……仕事中ですから」

　淡々と返す私の耳にふっと笑う声が届く。

『嫌味が言えるなら大丈夫そうだな。帰りに寄るからおとなしく寝てろよ』

　当たり前のように言う瀬尾さんに、さっきまでの虚勢が崩れる。

「いえっ、いいですっ。寝てますから、大丈夫ですからっ」

『八時くらいに寄る。身体、つらくなったらちゃんと連絡しろよ』

　一方的に通話を切られてしまった。

　……言いたかったのはそんなことじゃないのに。

　キスの理由、それが一番聞きたかったのに、尋ねることが怖い。

　特に意味はない、とか言われたらどうしようとひとり悩んでいた私は、いつの間にか眠ってしまっていた。




　ひんやりとした冷気に目を覚ませば八時前だった。

　最後に時計を見た時は五時くらいだったから、結構な時間、眠っていたことになる。

「……寒い」

　重い頭を動かして立ち上がり、パネルヒーターをつける。再びソファに戻ろうとしたらマンション入口からの呼出音ではなく、玄関の呼出音が鳴った。

　液晶モニターを見ると、瀬尾さんの姿が映っていた。

　どうしよう……！　居留守を使う？　寝たフリをする？

　寝起きで鏡も見ていないし、化粧も髪もきっとぐちゃぐちゃだ。

　立ちすくんだまま思考を巡らせていると、玄関の呼出音が急かすようにまた鳴る。

　呼出音ってどうしてこうも人を焦らせる作用があるんだろうと、どうでもいいことを考えながら無意識に玄関に向かい、気がついたら鍵を開けていた。

　そうっと開けたはずなのに、ガチャンと勢いよく玄関ドアが外側に引っ張られる。

　彼がイラ立った様子で玄関に入ってきた。手にはスマートフォンとコンビニの袋を持って。

　瞠目する私を凝視して、ギュッと腕の中に閉じ込める。

「……せ、瀬尾さんっ……？」

　頭上から深いため息が聞こえたあと、弱々しい囁き声が降ってきた。

「電話も出ないし、玄関出るのも遅いし。……何かあったのかと思った」

　瀬尾さんのスーツの腕の中は温かく、外の少し冷えたパリッとした空気と香水の匂いが絡まっていた。

　ドキドキする香りなのに、安心して泣きたくなってしまう。

　抱きしめられたまま動かない私を不思議に思ったのか、彼が私の両頰に手を添えて上を向かせる。

「……橘？」

　心配そうに揺れる夜色の瞳にはっとして、うつむこうとするけれど、両頰を押さえられていて動けない。

　頰がカアッと火照る。

「だ、大丈夫ですっ。す、すみません、私、眠ってしまっていたので」

「なんだ、そっか」

　一瞬キョトンとした表情をして、それからふわっと優しく微笑む彼の姿にキュウッと胸が締めつけられる。

　今だけは、この優しい笑顔も、両頰に添えられている大きな手も、私だけのものだと思わせてほしい。

　胸が痛くなるような切なさが込み上げる。嬉しいのにどこか寂しくて、もっともっとと欲張ってしまいそうな自分が怖い。

　片想いってこんな感じだった？

　今まで誰かと付き合っている時も、こんなに胸が苦しくなることや、少しのことに動揺して心臓が狂いそうなくらいドキドキすることはなかった。

　私自身が、初めて出会う自分に戸惑いを隠せない。

「……どうして」

「え？」

　両頰を手で包んだままの状態で瀬尾さんが聞き返す。

　そんなに優しくしないで、勘違いをしてしまうから。

「……どうしてキスしたんですか？」

　聞きたいことも、聞きたい順番もあったはずなのに、口からこぼれた言葉はそれだけだった。

「好きだから」

　ごまかしも照れることもない真剣な表情で、当たり前のようにさらりと言われた。

　今、好きって言った？　好き？　瀬尾さんが？　私を？

「……嘘……」

　思わず口にした言葉に、彼の表情が険しくなる。

「嘘じゃない」

　そう言ってギュッと私を腕の中に抱きしめた。私の髪を撫でながら彼が呟く。

「なんで嘘なんだよ」

　いじけているような、自信がないような、瀬尾さんらしくない声だった。

　ばっと身体を離して見つめると、彼の耳と頰が真っ赤になっていた。

「……見んな」

　そう言って片手で目隠しをされた。だけど片手はしっかり私の腰に回っていて、その距離感と温もりにドキドキする。

　瀬尾さんの仕草に、好きだと言われた実感がじわじわ私の身体に広がって、鼓動が速いペースで刻みだす。

「本当に……？」

　目隠しをしている彼の手にそっと両手で触れて、その体温と感触を確かめる。

「……本当、に……？」

　もう一度呟いた私の声は、ひどく頼りない。

　そんな私に気づいた彼が目隠しを外して、私の涙を長い指で拭ぬぐった。

　その仕草に、自分が泣いていたことに気づく。

　彼を見上げると、長いまつ毛に縁取られた温かい目にぶつかる。

「私だけだと思ってた……」

　呟いた私の唇に、瀬尾さんの唇がゆっくりと重なった。

　泣いている私をなだめるように、そっと何度も角度を変えて彼は私に唇を重ねる。

　伏せられた長いまつ毛とすっと通った鼻筋。

　いつもより妖艶な眼差しの瀬尾さんが、私に近づいては離れる。

　両腕はしっかりと私を抱きしめたまま離さない。私の瞼や額、鼻、頰にも、たくさんのキスの雨を降らせる。

「美羽」

　ハチミツみたいに甘い声で、私の名前を呼ぶ。

　初めて下の名前を呼ばれた。

　その声と響きに、気持ちが涙と一緒に溢あふれ出す。

「瀬尾さん……。私、私、瀬尾さんが好き」

　胸が震える。この気持ちに気づいてから、やっと伝えることができた言葉。

「知ってる」

　彼は口角を上げて、柔らかな微笑みを浮かべる。

　漆黒の瞳にまとう凄絶な色気。

　涙目のまま見上げると、顎あごに彼の長い指がかかって、クラクラするようなキスをされた。さっきのキスとは全く違う、深いキス。

　身体がしびれて何も考えられなくなる。

　重なっているのは唇のはずなのに、まるで私自身が囚われてしまっているかのように荒々しい。

　呼吸すら危うくて、すべてを奪い尽くされそうになる。

　身体から力が抜けていく。

　彼が唇を離した時、私は抱きしめられてやっと立っている状態だった。

「……美羽」

　彼は私の名前を甘く切ない声で呼ぶ。

「……もう、無理」

　力なく私が呟くと、蕩とろけそうなくらい甘い声で囁かれた。

「美羽がそんな色気のある顔をして俺を煽あおるからだよ」

　そっと額にキスをされる。私の顔は火照り、彼の胸に顔を埋うずめた。

「美羽、顔上げて？」

　まだまだ私を困らせたい様子の瀬尾さんは、クスクス笑っている。

　私は真っ赤な顔のまま、再び彼のワイシャツの胸元に顔を埋めて、ブンブンと顔を横に振る。

「まだ全然足りないのに？」

　年上の上司とは思えないくらいの拗ねたような声を出す彼は、私を抱きしめたまま片手で髪を撫でる。

「美羽、体調は？」

　思い出したかのように、そっと尋ねられた。

「大丈夫です……」

「ごめん、調子が悪かったのに。そういや美羽はメシ食った？　俺は昼に大量の弁当を食わされたから大丈夫だけど」

　その言葉に、はっとする。

　……お弁当。お弁当！　そもそも私はそれで自分の気持ちを認識したんだから。

　ばっと顔を上げると、瀬尾さんが私を甘く優しい目で見つめていて胸がキュウッと締めつけられた。

「キス、させてくれるの？」

　いたずらっ子のように煌きらめく漆黒の瞳に尻込みしつつも、気になっていたことを口にした。

「瀬尾さん、お弁当って……」

「何？」

　彼は私の髪を撫でていた手を止めて、怪訝な顔をする。

「弁当って、俺が昼に食ってた弁当？」

　コクンと頷く。

「そ、そのお弁当って、誰が作ったんですか？」

　できるだけ自然な声音を装って聞く。

「誰かは知らないけど、店のスタッフさんたちじゃない？」

「え、金子さんは知らないみたいでしたよ……？」

　私は確認するかのように尋ねる。

「金子さん？」

　少しだけ間が空いて、ブハッと彼が笑う。

「違う違う。そのスタッフさんじゃなくて、取引先の店のスタッフさん！」

「え？」

　今度は私が怪訝な顔をする。

　そんな私の頰に軽くキスを落とす瀬尾さん。

「今は店内でのランチ提供しかしていないけど、昼に弁当を販売予定の取引先があるんだよ。おかずの味付け、量を試行錯誤しててさ。今日寄ったら渡されたんだ。弁当箱も思案中で、メインターゲットが俺らみたいな男性だからって、モニターを頼まれて。支店でアンケートを添えて配って、皆、休憩中に食べてたよ」

　それで、金子さんをはじめとする皆が知らなかったんだ。

　私の勘違い……。

　心底ホッとした顔をしていたのか、含み笑いをしている瀬尾さん。

「美羽、もしかしてヤキモチ？」

「ま、まさかっ！」

　再びボンッと真っ赤になった私は、慌てて否定する。

　相変わらずニヤニヤしながら、彼は素直になれない私の顔を覗き込む。

「へえ、美羽、気にしてくれてたんだ？　俺が誰かの手作り弁当食ってるって？」

　ほんの少し嬉しそうに言う彼に降参し、素直に頷いてから再び彼の胸に額をつける。

「……気にしてました。瀬尾さんに好きな人が、彼女がいるのかなって。金子さんに話を聞いた時、目の前が真っ暗になりました」

　消え入りそうな声で話しながら、さっきまで悲壮感いっぱいだった自分を思い出す。

　お弁当ひとつでこんなに落ち込むなんて、私は本当にこの人が好きなんだと改めて思う。

「え、じゃあ美羽の具合が悪くなったのは、もしかしてそのせい？」

　彼の質問に情けなくなりながらも小さく頷く。

　一瞬驚いた表情を見せた彼は、私の頭にキスをした。

「ごめん、美羽につらい思いをさせた」

「瀬尾さんは悪くないです。私が勝手に誤解してヤキモチを焼いてしまっただけです」

　首を横に振って否定しながら、恥ずかしさにうつむく私。

「美羽には悪いけど、ヤキモチを焼いてもらえて嬉しい」

　その言葉に顔を上げると、照れた彼がいて、初めて見る表情に想いが積み重なっていく。

　瀬尾さんはふわりと笑う。

「美羽、ごめん。俺らずっとここにいるけど……メシでも食いに行く？」

「す、すみませんっ。あの、部屋に……あ、でも私さっきまで寝てたからぐちゃぐちゃで……」

　玄関先で想いを伝え合って、キスをしていたことを思い出し、恥ずかしくなる私に、彼が笑う。

「うん、わかった。俺も一旦部屋に帰って着替えるから一緒においで。今日はデリバリーを頼もう」

　私の腰に両腕を回したまま、そう楽しそうに言う彼に頷いた。
















彼氏になった上司













　ピピピ……。

　いつも通りの時間に甲高い目覚まし時計が鳴る。

　普段なら目覚まし時計が鳴っても、うだうだとベッドにいるのだけど、今日はばっちり目が覚める。

「夢じゃない、よね？」

　ベッドから起き上がり、カーテンから漏れる微かな陽射しを見つめてひとりで呟く。




　昨日、瀬尾さんの部屋に移動したあと晩ご飯に選んでくれたのは、イタリアンのデリバリー。

　食べ物が到着するまで、彼は着替えたり私にカフェオレを淹れてくれたりしていた。

　私は何もできず、ただソファにちょこんと座り込んでいた。

　数時間前に彼氏になったばかりの上司の部屋で、一体どうしたらいいものかとひとり考えて、もう何度も来ているはずなのに緊張していた。

　そんな私の様子が手に取るようにわかるのか、私の隣に腰を下ろしてクスクス笑っている瀬尾さん。

『今日いきなり襲うとかはしないけど？』

　色気たっぷりに妖艶な目で囁かれ、私が心臓をバクバクさせていたことは言うまでもない。

　彼が頼んでくれたデリバリーは、キッシュやパスタといった私の好きな物ばかりだった。

　食欲不振の原因は解決したはずなのに、新たな緊張が加わって私はなかなか食べられなかった。

　食べている間ずっと、彼は自分も食べながら私を凝視してくるから、その視線が気になって、食事どころではなくなってしまう。

〝恋人〟になって初めての食事は、どこか恥ずかしくて、くすぐったい。

　ふとした瞬間に感じる甘い視線に、私の体温は上がる一方。

　そんな優しい時間の中で、気になったことを尋ねた。

『瀬尾さん、あの、私たちのことって……』

『付き合うこと？』

　勘のいい彼は、私が言いたいことをすぐに理解してくれた。

『うーん、別に俺はバレたらバレたでいいんじゃないかと思うけど、転勤とかが絡んできたら面倒なことになるかもしれないな。ただ、俺の気持ちとしては皆に報告したいくらいだ。美羽に変なヤツが寄ってきたら嫌だし』

　鼻に皺を寄せながら忌いま々いましげに言う。

『瀬尾さんじゃあるまいし。私はモテません』

　ぷうっと頰を膨らまして言うと、彼は私の鼻をムギュッとつまんで言い返す。

『美羽は知らないだけで、営業のほうでは可愛いって結構言われてるぞ？　尚樹もやたら美羽にかまうし』

　拗ねたような口調。

『桔梗さんは完全な社交辞令です』

『さあ、どうだか？　美羽は可愛いから。まあ、あいつには本命がいるけど』

　思案顔で彼が呟く。

『瀬尾さんと桔梗さんって、一緒に女の子と遊んだりしてたんですか？』

　恨みがましく見る私を『そんなわけないだろ』と睨みつけるように一蹴する。

『何？』

『瀬尾さん、やっぱりモテますよね？』

　落ち込む私に彼はため息をひとつついて、ポンッと私の頭に手を置く。

『あのな、俺は別に誰彼かまわずモテたいわけじゃない。それにモテるっていったって俺の見た目とかに惹ひかれてるだけだろ？　俺は自分を理解してくれて、自分が大切に想える人と一緒にいたい』

　真しん摯しな眼差しでじっと見つめて、優しい手つきで私の頰を撫でる。

　やっぱり彼にはかなわない。

『自分から付き合っていることを公言する必要はないだろうけど、俺としては公言したいな。バレたらその時はその時でいいだろ？　美羽と隠れて付き合いたくないし』

　その言葉に私は小さく頷く。

　彼がこういう言い方をする理由はわかる。

　瀬尾さんがものすごくモテるということはさておき、同じ支店内で付き合うのはタブーというのが、我が社の暗黙のルールだ。

　これは根拠のないルールではなくて、金融機関として、ひとりではできない不正もふたりならば可能だとみなされるから。

　付き合っていると、ふたりで目もく論ろんで悪いことができてしまうという理由で、どちらかが転勤になる可能性が高い。

　そのため同じ支店内で付き合っている場合は、皆必死で隠そうとする。

　デートでも手を繋がないカップルがいると言われているくらいだ。

　だから私も瀬尾さんに迷惑をかけたくないので、ふたりのことは秘密にしようと心に決めた。誰かにバレて転勤になってしまわないか不安はあるけれど、彼が私とのことを公言したいと言い切ってくれたことが嬉しかった。

　私をギュッと抱きしめてくれる彼の、すっかり慣れてしまった香りに包まれる。

『尚樹にはいろいろ心配かけたから、明日にでも美羽と付き合うことになったって報告したいんだけど、いい？』

　私が頷くと、瀬尾さんが嬉しそうに微笑んでくれた。

　桔梗さんには私もたくさん気遣ってもらっていたから、きちんとお礼を伝えなくては、と心の中で思う。

　部屋に帰ろうとする私に彼は、泊まっていけばいいのにと拗ねたように引き留めるものだから、何度も断るのが大変だった。

　一緒にいたい気持ちはあったけれど、想いを伝えたその日にいきなりお泊まりだなんて、私の心臓が持たない。

　だけど、せっかく心を落ち着かせるために帰宅したのに、目が冴さえてなかなか寝つけなかった。




　立ち上がって、さっとベッドサイドの遮光カーテンを開ける。雲の切れ間から差し込む陽射しを見つめる。昨夜のことを反芻していたら、スマートフォンが瀬尾さんからの着信を告げた。

『おはよう、美羽。よく眠れた？』

「お、おはようございます……」

　ひと晩経ち、改めて名前を呼ばれてトクンと鼓動が跳ねた。

『昨日から思ってたんだけど、なんで敬語？』

「な、なんでって、わ、私は部下で……」

　電話の向こうから激しく不機嫌な声が聞こえる。

『それは昨日まで。今は俺の彼女』

　その言葉に、頰が熱を持つ。

『敬語はやめること、わかった？　あと、瀬尾さんもダメ。俺は名前で呼んでるんだから、美羽も俺を名前で呼ぶこと』

「そんな、いきなり！」

『いきなりでもなんでも、もう決めたから。一緒に通勤したいけど、今朝は会議だから先に行くよ。支店で会おうな』

　強引だけど声音はひどく優しい。私はスマートフォンを握りしめて真っ赤な顔のまま、嬉しい命令を胸に洗面所に向かった。




　付き合って知ったことは、瀬尾さんはとても誠実であること、どんなに疲れていても話を聞いてくれること。人にん参じんが苦手なこと、甘えん坊なこと。キスが上じょう手ずなこと。

「ただいま、美羽」

　彼が私をギュウッと抱きしめる。

「……お帰りなさい」

　すると、彼は魅力的な笑みを浮かべる。

　付き合い始めて一カ月が経った。彼がこんなに愛情表現が豊かな人だとは思わず、戸惑いを隠せない。

　支店ではよき上司で、時には厳しく指導されたり怒られたりもするけれど、仕事の指示は的確だし、悩んでいたらきちんと話を聞いてくれる。

　だけど仕事から一歩でも離れると、甘く優しい目を私に向けてくれる。

　そのギャップに、いつもドキドキしっぱなしだ。

　基本的な仕事量が全く違うため、瀬尾さんの帰宅時間は私より遅い。

　そのため彼は帰宅して着替えたあと、私の部屋にやってくる。それから一緒に夕食を食べる。それが私たちの日課。

　ほかに約束がある日は別だけれど、職場でも自宅でも毎日一緒で、彼氏とこんなに長い時間をともに過ごす付き合い方は初めてだ。

　だけどそれが不快ではなく、むしろ会うたびにドキドキして彼に惹かれていく。

　無理をさせていないか、同じマンションだったから毎日会うはめになっているんじゃないかと、最初は不安だった。

　けれどそんな私の気持ちはお見通しなのか、瀬尾さんは一緒に過ごせないほうがつらいと言い切ってくれた。

「メガネがないほうがキスしやすいな」

　彼は自宅でかけていたメガネを外して、顔を近づける。

「せ、瀬尾さんっ」

　逃げようとする私の腰を両手でがっしりとつかむ。

　目を細めて私を見る彼は、してやったりという表情。

　敬語は直ってきたけれど、瀬尾さんをいまだに苗字で呼んでしまう私に不服らしく、苗字を呼ぶと意地悪をされる。

「はい、美羽。ちゃんと俺の名前を呼んで？　呼ばなきゃキスするよ？」

　私の顎に長い指を添えて微笑む姿は、まるで王子様のようだ。

「じ、じ、潤、さん……」

「よくできました」

　そう言って、彼は蕩けそうな笑みを浮かべて私を虜とりこにする。




「もう十二月か、早いな」

　今日の夕食の献こん立だては親子丼とお味み噌そ汁、茄な子すの味噌炒めだ。

　潤さんはいつも一緒に配膳をしてくれて、一緒に席に着いてから箸を持つ。

　ちょっとしたことだけど、彼の優しさを感じて、とても嬉しくなる。

　熱いお茶が好きな私と違って猫舌な潤さんは、少しぬるめのお茶を好む。

　どれもこれも、一緒に過ごすようになって知ったこと。

「今日も美味いね、ありがとう」

　彼は箸を止めて、穏やかに笑う。

　相変わらずとても綺麗な所作で食事をする人だ。

　ドキン、と胸が高鳴る。

「どういたしまして……」

　不意打ちの笑顔には、やっぱりまだ慣れない。

「美羽、顔赤いよ？　熱でもあるの？」

　彼が向かい側からすっと右手を伸ばして私の頰に触れる。

「大丈夫……！」

　カアッと真っ赤になって慌てる私とは対照的に、マイペースな潤さん。

「可愛い」

　そう言って、平然と食事を続ける。

　この人は私の羞恥心を試しているのだろうか。

　食事が終わり、潤さんは戸棚に食器を片付ける私の手からそれを取り上げ、代わりに片付けて、背後から包み込むように私を抱きしめた。

　身体中に広がる彼の香りにドキドキする。けれどとても安心して、肩に回る腕に自分の手を重ねる。

　彼のさらさらな髪が、私の頰をくすぐる。

「美羽が札幌支店に来て、もうすぐ半年だな」

「うん」

　頷く私。

「……美羽が戻らなきゃいけない期限が迫ってきているんだな」

　彼の切なげな声が耳に届く。

　その言葉にはっとした。私は元々札幌支店に所属しているわけではなく、プロジェクト期間だけの着任だ。

「まさか私、もう戻らなきゃいけないの？」

　取り乱しそうになる気持ちを必死に抑えて、恐る恐る尋ねる。

「いや、まだそんな動きはない。プロジェクト自体が落ち着いていないから。だけど……」

　潤さんは口をつぐむ。

　不安にかられた私は、身体を捻ひねって潤さんと向き合う。

「だけど、何？」

　彼は言いにくそうに、ため息をつく。

「おそらく美羽は、春には戻ることになる。尚樹は本部との兼務だから、まだ動かないだろうけど、俺も来年は異動になると思う」

　その言葉に、鈍器で頭を殴られたような気持ちになった。

　会社員なのだから転勤は当たり前で、個人的な感情でワガママは言えない。

　潤さんはプロジェクトの功労者で、次の異動は文字通り栄転だと皆が噂している。

　そんな彼の足を引っ張るような真似はできない。

　だけど今、恋人として一緒に過ごせるようになった時間が大切すぎて、離れることを想像できない。

　慣れない札幌での生活も仕事も、真央がいない独り暮らしも寂しくないのは、彼がいてくれるから。そばにいられなくなってしまうなんて、考えられない。

「離れ離れになってしまうの？」

　泣くつもりはないのに、鼻の奥がツンとする。

「美羽」

　彼は困った表情を浮かべ、私の目元を長い指で優しく拭う。

　その手をつかんでうつむく私に、彼は屈んで額をコツンと合わせた。

「ごめん、美羽。悲しませたくて言ったわけじゃないんだ。ただ、いずれはそうなるから伝えておきたかったんだ。できるなら俺も、ずっとこうして同じ支店で美羽と一緒にいたい」

　長いまつ毛を伏せて話す彼に、私の胸が痛む。

　わかっている。潤さんが私を大事に思ってくれていることも、一緒にいたいと願ってくれていることも。

　一見無愛想で冷たい人に見えるけれど、潤さんは付き合う前から、部下の私をずっと気にかけてくれていた。

　この人は皆に対してそうだ。

　素っ気なく見えても、フォローが必要な場合はきちんと手助けするし、任せる時はきちんと任せる上司だ。

　お客様に対しても真摯に向き合う人だからこそ、取引先からの信頼も厚い。

　ずば抜けて素敵なのは外見だけではなく、その内面もなのだ。

　そんな素敵な人が私を好きだと、大事だと言ってくれていて、信じられないくらいに嬉しい反面、どうして私なんだろうと自問自答してしまう。

　自信がない。離れ離れになってしまったら、潤さんが私を忘れてしまいそうで、私を好きではなくなってしまいそうで、私よりも素敵な誰かに取られてしまいそうで、不安になる。

「転勤はこの会社に勤めている以上、仕方ないと思っている。だけど俺たちにとって、できるだけプラスになる異動があるはずなんだ。俺だけでは無理でも、きっと支店長や皆川さん、尚樹が力を貸してくれる」

　彼は力強い口調で話す。

「だから美羽は不安に思わないで、俺を信じて。離れ離れになっても俺たちは変わらない。俺は美羽を手離す気はない。これから先もずっと、一緒に歩いていきたい人は美羽だけなんだ」

　本格的に泣きだしてしまった私の目を見つめて彼は言う。

　その言葉にますます涙が止まらなくなる。

　存在を確かめるように彼の服をつかむ私を、潤さんはギュッと抱きしめた。

「今すぐいなくなったり、しない？」

「しないよ、当たり前。美羽に黙ってどこかに行ったりしないから」

　ふっと表情を緩めて潤さんが私の髪を撫でる。

「暗い話をしてごめん。不安にさせたかったわけじゃないんだ。不測の事態が起きても、俺を信じてそばにいてほしいって言いたかっただけで。俺にはもう、美羽のいない生活は考えられないから」

　その言葉に胸がキュウッと甘く締めつけられる。私もあなたがいない毎日は考えられないと伝えたいのに、涙で声が詰まってうまく話せない。

　私が落ち着くまで、しばらく彼は無言で私の髪を撫で続けてくれた。

「どうして潤さんは、そんなに私を好きでいてくれるの？」

　彼が私を好きになってくれた理由、それは以前から聞きたかったことだ。

「多分理屈じゃないんだ。美羽の全部が愛いとしい。離れていたら心配になるし、そばにいたら目が離せなくて触れていたい。美羽といたら、すごく温かい気持ちになる。こんな風に誰かを想うのは初めてなんだ」

　私の頰をそっと指先で撫でて、甘く潤んだ目で言ってくれた。

　私はもう、その言葉だけで頑張れる。

「……ありがとう、潤さん。私も大好きなの。ずっと一緒にいたい、離れたくない。何があっても潤さんを信じる」

　伝えたい気持ちはたくさんあるのに、最適な言葉が浮かばない。もどかしさを抱えて一生懸命に話す。

　彼は少しホッとした顔をして、いたずらっぽく笑った。

「まずは、クリスマスの予定でも立てようか？」




　潤さんの温かい気持ちに触れた日から数日が過ぎた。

　街中がクリスマスの飾り付けで華やかになり、寒さもどんどん厳しくなっていく。

　二日前に一日中降り続いて積み上がった雪は、冬の本格的な訪れを実感させる。

　十二月にしては珍しく晴れた日に、真央が帰国した。

　玄関を開けた途端抱きついてきた妹は、相変わらず元気で安心する。

「ただいま、美羽ちゃん。元気にしてた？　これからはずっと一緒だからね！　もう、聞きたいこと話したいことがいっぱいあるの。あのねっ――」

「お、お帰り、真央。ちょっと待って！　翔くんは？　荷物はどうしたの？」

　すごい勢いで話し始める妹の元気な姿に安堵しながら、口を挟む。

　久しぶりに翔とふたりきりで会いたいから迎えに来てもらう、と帰国日の連絡をもらった時に真央に言われていたため、私は空港に行っていないのだ。

「大丈夫！　翔にはお礼を言ってマンションのロビーで別れたし、残りの荷物は廊下に置いてあるから。翔とふたりにしてくれてありがとう」

　迎えに行きたがっていた私の気持ちを察したのか、妹が言う。

「ううん。迎えに行ってくれてありがとうって翔くんに伝えてね」

　私が伝言を頼むと真央は頷いて自室に入り、荷ほどきをし始める。

　私はスマートフォンを取り出して、潤さんに電話をした。

　土曜日の今日、あいにく仕事の彼に、真央が帰宅したら連絡してほしいと頼まれていた。妹のことを心配してくれている彼の気持ちが嬉しい。

　何度かの呼出音のあと、潤さんが出た。

『真央ちゃんはどんな様子？』

「すごく元気で安心した。ありがとう、真央を心配してくれて」

　お礼を言うと、潤さんは楽しそうに笑った。

『いや、こちらこそ、チャンスをくれてありがとう、って伝えておいて』

「チャンス？」

『言えばわかるよ。夕方には戻るから、挨拶に行くよ』

　楽しそうに笑って彼は電話を切った。

「瀬尾さんと本当に付き合ってるんだ、美羽ちゃん」

　振り返ると、わけ知り顔の妹がいた。

「う、うん」

　小さく頷く私に、目を輝かせて彼女が言う。

「時差もあったし課題にも追われていて、なかなか美羽ちゃんと話せなかったから、たくさん話を聞きたいな」

　私は思わず苦笑する。

「なんか嬉しそうね」

「だって美羽ちゃんが幸せそうだし。私の予感は的中したし」

　なぜか得意げな様子の妹。

「そういえば潤さんが、チャンスがどうとか言っていたけど、どういうこと？」

　ふと思い出して彼女に尋ねる。

「美羽ちゃんの話し方から瀬尾さんに惹かれていることはわかっていたし、瀬尾さんと電話で話した時に美羽ちゃんへの好意を瀬尾さんが認めていたから、ふたりが一緒に過ごす機会を作っちゃえって思ったの」

　悪びれもせず舌をペロッと出す真央に、私は真っ赤になる。

「な、真央っ！」

「よかったでしょ？　結果オーライよ」

「そうかもしれないけどっ」

　妹にお膳立てしてもらってたなんて！　しかも潤さんは気づいて乗ってたみたいだし！　わかっていなかったのは私だけだったのね……。

「来週のクリスマス、私は翔の家に行くから、美羽ちゃんはこの部屋使っていいからね。あ、でも瀬尾さんの部屋に行くかな？　瀬尾さんと甘い夜を過ごしてね」

　恥ずかしいことを平気で口にする妹。

「何言っているの！」

　いたずらっ子のように笑う真央に、私は真っ赤な顔で叫んだ。




　迎えたクリスマスイブは土曜日。あいにく潤さんは休日出勤だった。

　午後六時半過ぎに自宅に帰ってきたと電話をもらった。その電話を合図に、私は彼の部屋に向かう準備をする。

　まだ翔くんとの約束の時間に余裕がある真央は、この部屋を使ってもいいのにと、残念そうな顔をしていた。

　私は白のニットワンピースを着て、彼へのプレゼントと予約していたケーキを手に、真上の部屋に向かう。

　彼へのプレゼントは、女子力の高い真央と一緒に選んだ。

　毎日使ってほしいから、身につけてほしいから、という理由で、仕事に使えるネクタイピンとカフスのセットにした。以前デートに出かけた時、彼が買おうか迷っていた物。

　……真央が甘い夜なんて言うから、今日は妙に緊張してしまう。

　玄関の呼出音を鳴らすと、彼がドアを開けてくれる。

　潤さんは紺色のカーディガンに、白のパンツを穿いていた。

「いらっしゃい、美羽」

　ニコッと笑ってケーキを受け取ってくれた。

「お邪魔します……」

　緊張して部屋に入る私をクスクス笑いながら、潤さんは「どうぞ」と促してくれる。

　食卓の上には、ふたりで選んで注文しておいた料理が並んでいた。彼が仕事帰りに受け取ってきてくれた物だ。

「メリークリスマス」

　お互いに笑顔で言い合う。

「美羽に渡したいプレゼントがあるけれど、とりあえず先に食べようか」

　準備万端でご満悦な潤さんの言葉に頷いて、楽しく食事を始める。チキンにピザといった、私の大好きなラインナップ。

　クリスマスのメニューを何にするか話していた時、美羽が好きな物で、と当たり前のように言ってくれた潤さん。

　そんな彼の優しさが嬉しかった。

　食事を終えて、ケーキを箱から取り出す。

　オーソドックスな丸い形で、苺が飾られた生クリームのデコレーションケーキ。砂糖で作られた小さなサンタクロースとトナカイが可愛らしい。

　真剣にケーキの写真を撮る私を見て、彼がコーヒーを飲みながら苦笑している。

「……なんで笑っているの？」

「可愛いなあと思って」

　バカにしてる、と軽く睨む私に彼が微笑む。

「美羽がそうやって、無邪気に喜んだり拗ねたりする姿が大好きだよ」

　ケーキと一緒に写真を撮ってあげる、と私からスマートフォンを受け取る潤さん。

　私はたった今言われた言葉に、こんなにドキドキして耳が熱いのに、どうしてこの人はこんなにも余裕があるんだろう。

「……潤さんも一緒に」

　照れ隠しに袖を引っ張ると、蕩けそうな甘い笑顔を返される。

　ケーキに載っていたサンタクロースをあげると言う潤さんに、半分こしようと私が提案すると、「今年はもう俺が一番欲しいプレゼントをもらっているからいいよ」と真顔で言われた。

「いつ？　何をもらったの？」

「美羽」

　極上の笑みで、キョトンとする私を指差す。

「だから、サンタクロースは美羽にあげる」

　そう言って、真っ赤になって目を見開く私のお皿にサンタクロースを載せた。

　ケーキよりも何よりも、彼の言葉が一番甘い。

　私は真っ赤な顔を隠すように、うつむきながらケーキを食べた。

　後片付けを引き受けてくれた彼に甘えて、私はソファに座り込み、思わず呟く。

「……絶対に女慣れしてる……」

　なんだか悔しい。

　甘い言葉、優しい仕草に細やかな心遣い。それだけでも呼吸が止まりそうになるくらいドキドキするのに、あんな綺麗すぎる真顔でそんなことを言うなんて反則だ。

　潤さんの前の彼女さんも、こんな風に大事にしてもらってきたのかな。

　デリケートなことだから聞かれたくないことだろうし、何より私と付き合う前のことに対して、あれこれ言うことはできない。

　それに、私も拓斗の話を潤さんにしたことはない。

　せっかくクリスマスイブにふたりきりなのに、なんでこんなに暗いことばかり考えているんだろう。彼氏がモテすぎるから？

　これが桔梗さんだったら、さらっと聞けそうなんだけど……というより、自分から言ってきそう。前の彼女より、今の彼女の君が一番、とか。

「何、考えてるの？」

　想像に夢中になっていたら、いつの間にか後片付けを終えた潤さんが、隣に座っていた。

「え、いや、別に……」

　やましいことはないのに焦る私。

「ふうん？　絶対変な想像してたな」

　疑いの眼差しで私を見る。

「し、してませんっ。き、桔梗さんの彼女ってどんな人なのかな、と思っていただけで……」

「は？　なんで尚樹？」

　彼は、思いっきりしかめっ面をする。

「いや、えっと……元々は、その……」

　なんて言っていいかわからず戸惑う私に、彼は意地悪な光を漆黒の瞳に宿らせながら近づいてくる。

「ふうん？　俺といるのに美羽は尚樹が気になるんだ？　尚樹がカッコいいから？」

「違うっ」

　全力で否定する私。

「じゃ、なんで？」

　もう、どうしてこんなにしつこいの？

「元々は潤さんが女の子慣れしてるなあって思ったの。私は潤さんの一挙一動にドキドキして焦ったりしているのに、潤さんはすごく余裕だし。私が喜ぶことや嬉しいことを当たり前にしてくれたり、言ってくれたりして。でも私はそんなのできないし」

　自分で話していて、だんだん情けなくなってくる。彼は何も言わない。

「潤さんは私よりも大人だし、今まで付き合ってきた人もきっと素敵な人だったんだろうなあとか、どんな人だったんだろうとか考えちゃって」

　うつむきながら横目でちらりと見ると、険しい表情で私を見つめ返す彼がいた。

「でも、前に付き合っていた人の話は聞くべきじゃないなって。潤さんとその人との思い出だろうし、私には関係ない話だから……私も話してないし」

「それでなんで尚樹？」

　納得がいかないといった様子の潤さん。

「き、桔梗さんなら、軽く笑って聞けそうかなと……」

「え、それだけ？」

　コクンと頷くと、彼がくしゃっと髪をかき上げた。

「俺、全然余裕じゃないよ？　美羽より年上だし、余裕がないことを隠すのが上手なだけ。カッコ悪いから隠したいと思ってるし」

　驚いてその顔を見ると、私から目を逸らして、空いているほうの手で自身の口元を覆う潤さんがいた。

「本当に情けないくらい美羽のことが気になって、一挙一動に振り回されてるのは俺のほう。前に言ったよな、一緒にいると触れたくて仕方ないって。こんなに大切で愛しいと思う人に初めて出会って、俺自身が一番戸惑ってる」

　照れたように話す彼を見上げる。

「美羽が会社でほかの男と楽しそうに話してるのを見るとイライラするし、何を話しているのか気になるし。俺、こんなに器の小さいヤツだったかなって落ち込む」

「私と一緒？」

　潤さんの顔を覗き込むと、私の頰をそっと彼が長い指で撫でた。

「過去に付き合ってきた人たちがいるのは確か。だけど、きちんと別れてきたし、今は連絡も取ってない。連絡先も知らない」

　きっぱりと真摯な表情で言う彼に、胸が熱くなる。

「潤さん……」

　彼の言葉が身体中に染み渡り、じわじわと私の不安が溶けていく。

「だから、ちゃんとなんでも話して」

　彼が私をそっと抱きしめる。

　トクントクンと規則正しく響く、彼の優しい鼓動が聞こえる。

「美羽、返事は？」

　彼は、身体をほんの少しだけ離して私に尋ねる。

「はい」

「いい子」

　至近距離でニコッと凄艶な笑みを見せる彼。

「ちなみに美羽の元彼の話は、もう知っているから」

　突然そう言われて、私は目を見開く。

「初めて真央ちゃんと電話で話した時に、こっそり教えてくれたよ」

　真央ったら私に断りもなく、なんてことを潤さんに言うのよっ!!

「それと、尚樹は今、片想い中だから」

　桔梗さんのことを尋ねようとした唇を、すぐに潤さんに塞がれる。

　逃げようとする私の腰を彼が両手で捕まえる。意地悪なようで甘いキスに、私の意識は完全に潤さん一色に染まる。

　ドキン、と鼓動が跳ねる。

　名残惜しそうに私から離れていく彼の唇は色香をたたえ、まっすぐ私を見据える夜色の瞳は、妖艶な光を放つ。

「美羽、今日はずっと一緒にいたい」

　色気をまとう視線が私をからめとる。その視線が強すぎて目を逸らせない。

〝ずっと一緒にいる〟という意味がわからないわけじゃない。だって、ずっと心のどこかで、私もそうしたいって願っていたから。

　震えそうになりながらコクンと小さく頷いて、彼の肩に頭を預けた。

「美羽」

　ゆっくりと、甘いとろりとした声で私を呼び、彼は私を横抱きにして立ち上がる。

　ぐるん、といきなり変わった視界に驚く。

「クリスマスプレゼントは……あとで贈るね。先に俺がもらっちゃうけど」

　そんな恥ずかしいことを言いながら、あの日以来一度も足を踏み入れたことがない寝室に入る潤さん。

　ドクン、ドクン、ドクン……。

　速まっていく鼓動。もう頰も耳もきっと真っ赤になっているだろう。

　恥ずかしさと緊張を隠したくて、ギュウッと彼の首元に顔を埋める。

「ちゃんと顔を見せて」

　私の頭に彼の唇が優しく触れる。

　小さな灯りをともした寝室。当たり前だけど、彼の香りが色濃く漂う。

　部屋の真ん中にある大きなベッドにそっと下ろされる。

「白い服に白いシーツで、なんか美羽、雪みたい。溶けちゃいそう」

　クスッと彼は甘く微笑んで、私の隣に横たわる。

　コツンと額を合わせて、壊れ物に触れるかのような手つきで私の髪に触れ、羽のように軽いキスを唇に落とす。

　思わずピクンッと肩が跳ねる。

「美羽、可愛い」

　目が合うだけで緊張してしまう。

　私の頰にゆっくり触れ、瞼に鼻に頰に口づける。そして、長い腕と足の間に私を閉じ込める。

「美羽」

　甘く蕩けそうな声で私を呼ぶ彼に、そっと手を伸ばす。

　絡めた指一本一本に、彼の唇が近づく。伏せた長いまつ毛が震えている。

　ゆっくりと視線を合わせる潤さんは、見惚れるくらいに妖艶で、胸が震えて言葉が出ない。

「そんな顔しないで。美羽を壊してしまいそうで怖い」

　掠れた声で懇こん願がんする彼に、呼吸が止まりそうだ。

「美羽、好きだよ」

　囁くような声で何度も呟かれる彼の言葉に、涙で視界が滲む。

「私も……」

　好き、と言いたいのに。もっとうまく伝えたいのに。

　舌が頭がきちんと動かない。そんな自分がもどかしい。

　わかっていると言うかのように唇を重ねてくる潤さんに、力がどんどん抜けていく。

　触れられた部分がすごく熱くて、呼吸が苦しくなる。口で息をしようとすると、すぐに甘い唇で塞がれてしまう。

「美羽、やっと触れられた」

　その言葉に、その手に、その唇に、私は心も身体も丸ごと溺れていった。




　不意に明るくなった気配と喉の渇かわきを感じて、うっすらと重い瞼を開ける。

　……ここ……。

　一瞬、わけがわからなくなる。

　横を向くと、飛び込んできたのは逞たくましい男性の胸。

　思い出した。私……昨日……潤さんと！

　恥ずかしさに思わず両手で顔を覆った私は、指に違和感を覚えた。

「……え？」

　左手を顔から外して、まじまじと見ると……左手の薬指に輝く銀色の指輪。

　細いクロスのデザインで、小さなダイヤモンドが片側に上品にちりばめられている。

「えぇぇっ！」

　思わず大声をあげてしまう。私の声に目を覚ましたのか、するっと腕の拘束が緩む。

「……ん。美羽……？」

　寝起きの少し掠れた色っぽい声とともに、潤さんがゆっくりと瞼を開ける。

　明るいところで化粧の崩れた顔を見られたくない！　そんな私の乙女心は察してもらえず、彼は思いっきり私の寝起きの顔を覗き込もうとする。

「ちゃんと顔、見せて。おはよ、美羽」

　毛布に潜ろうとすると、彼は甘い声で毛布ごと私の身体を抱きしめ直す。

「……お、おはよう」

　ほんの少し顔を上げて、その胸に抱かれると、トクントクンと優しい彼の鼓動が私の耳に届く。

「あ、あの、潤さん、これ……」

　左手の指輪を右手で差し示す。

「クリスマスプレゼント。美羽は俺のっていう印」

　私の額に優しく唇をつけて、彼が囁く。

　その言葉が私の身体にじんわり染み渡って、涙が滲む。

　私をそんな風に大切に独占してくれるの？

「美羽？」

　私の顎を持ち上げて、心配そうに覗き込む夜色の瞳をまっすぐに見つめる。

「……嬉しい。ありがとう、潤さん」

　泣き笑いのような表情の私に、彼は蕩けそうな笑顔をくれた。
















不安の始まり













　一緒にお風呂に入ろうと子どもみたいに駄々をこねる潤さんを必死で振り切り、宝物になった指輪は一旦預けて、お風呂を借りた。

　着替えを持っていなかったので、彼が貸してくれたスウェットの袖と裾を何度も折り曲げて着る。

　スウェットにも彼の香りが染み込んでいて、その腕に包まれているようでとても嬉しい。

「あ、あの、お風呂と着替えをありがとう」

　おずおずとリビングに戻った私を、彼はわざわざキッチンから出て迎えてくれる。

　すっぴんを気にしてうつむきがちな私に「美羽はどんな状態でも可愛いのに」と不思議そうに言う彼の声は無視する。

「潤さんみたいに外見が完璧な人には言われたくない」と口を尖らせて言うと、彼は私の頰を大きな両手でそっと包んで額にキスをした。

「……なっ、何……」

　私の顔が瞬時にカアッと赤くなり、キュウッと胸が甘く痛む。

「可愛い」

　ふわっと微笑む彼。

「もうっ！」

「ほら、機嫌直して。一緒に朝食を食べよう。一度着替えに帰るだろ？　それからデートしよう。もちろん、この指輪ははめてきて」

　そう言って、彼が私の左手の薬指に指輪をはめてくれる。

　もらったばかりだけど、それが薬指に存在してくれていると、すごく安心する。

「気に入った？」

「うん、とても。本当にありがとう。すごく嬉しい。あの、でも仕事では……」

　左手の薬指にはめるわけにはいかないよね。

「俺ははめていてほしい。正式な婚約指輪は近い将来に贈るから、その指輪は俺の覚悟の証として。ただ美羽が気になるなら、仕事中は外していてもかまわないよ」

　コーヒーを飲みながら重大なことをさらっと言う彼に、言葉が喉の奧で詰まる。

　ああ、もうこの人は、どれだけ私に嬉し涙を流させるのだろう。

　私が欲しい言葉や想いを、私が思う前に、感じる前に与えてくれる。

「美羽の泣き虫」

　ゆったり笑って、長い指で涙を拭ってくれる潤さんの温かさに、ますます涙が止まらない。

　初めてのふたりだけの朝食は嬉しくて、少ししょっぱい味がした。

「そういうことだから、美羽。覚悟しておいて。もう離さない」

　口元に笑みを浮かべつつも、漆黒の瞳は真剣な光を帯びる。

　そのあと遅ればせながら、彼にプレゼントを渡した。

　私が彼からもらったプレゼントに比べたら、とても些細な物だけれど「大事に使わせてもらう」と潤さんは嬉しそうに笑ってくれた。

　大好きな人から贈り物をされることと、大好きな人に贈り物をすることは同じくらい幸せなのだと改めて知った。




　自宅へ戻って、ペタンと床に座り込む。

　自室の静けさが、ふわふわした今の自分の心には、なんだか心地いい。

　現在午前十一時過ぎ。真央はまだ帰ってきていない。

　確か昨日が早番で、今日は休日だと言っていた。

　着替えて化粧をしなきゃと立ち上がった時、ガチャガチャッと派手な音をたてて妹が帰宅した。

「ただいま、美羽ちゃん」

「お帰り、真央。翔くんは？」

　廊下に顔を出すと、妹の元気な笑顔があった。

「翔とは一旦別れたよ。またあとで準備ができたら連絡して会うつもり。美羽ちゃんは今帰ったところ？　そのスウェット、男性用だよね？　ということは、昨晩瀬尾さんとずっと一緒だったんでしょ？」

　恥ずかしくて、黙って頷く。

　そんな私を見た彼女は、ガシッと私の左手をつかんだ。

「きゃあっ、美羽ちゃんっ！　これすごく素敵。キラキラしてる！」

　指輪を見つけて興奮した様子で聞いてくる妹。

「瀬尾さんにもらったんでしょ？　いいなぁ、オシャレだわ」

「う、うん」

　小さな声で答える私に、真央はニッコリと笑って言ってくれた。

「よかったね、美羽ちゃん。大切にしなくちゃね」

「うん、でもなんで潤さん、私の指のサイズわかったんだろう？」

「私が頼まれて教えたの。海外研修に行く前、初めて電話で話した時、念のため私が一方的に連絡先を伝えておいたから」

　なんでもないことのように真央が言う。

　そんな話は聞いていない！

「ええっ!!」

　叫ぶ私とは対照的に落ち着いて話す妹。

「連絡先交換に深い意味はなかったから、特に言わなかったんだけど。指輪の話はずいぶん前かな。美羽ちゃんがどんな指輪をもらうのか楽しみにしてたんだから」

　ニヤニヤ笑う真央に、私は絶対かなわない気がする……。




　慌ただしく年の瀬がやってきた。

　指輪は出勤時と帰る時に指にはめ、仕事中はネックレスに通して身につけている。

　私は三十日まで、真央は三十一日まで仕事だった。

　真央はお正月も出勤だし、今年の正月休みは短いため、おせち料理は小さなものを買うことにした。

　お雑ぞう煮にだけは、関西出身の母が送ってきてくれた白味噌で作る。

　潤さんは年始に実家へ戻ると言っていたので、その前に近くの神社に初はつ詣もうでに出かけた。

　普段そんなに人の出入りが多くない駅なのに、この時ばかりは参拝客で溢れている。

　十二月に入って増えた積雪も、ある程度綺麗に除のけられている。

　札幌の冬の風景に驚く私を、彼は終始にこやかに見つめてくれていた。

　凍った道を手を繋いで歩くことも、ふたりでお詣りすることも、何もかもが新鮮で嬉しくて、こんな毎日がずっと続くようにと願う。




　あっという間に正月休みは過ぎて、いつもの忙しい日々が始まり、遅れていた人事異動が発表になった。

　私はまだ異動の辞令はなく、わかっていたとはいえホッと胸を撫で下ろす。

　そして、潤さんの後任になる人が札幌支店にやってきた。

「初めまして。このたび札幌支店に着任いたしました、峰みね岸ぎし祐ゆう希きです」

　ハキハキと通る声が印象的な、とても綺麗な女の人。

　黒く艶々した顎までのまっすぐな髪に、くっきりとした二重瞼。派手な色合いを使わない上品なメイクは、大人の女性の風格を醸し出す。

　細身で背が高く、淡いグレーのスーツに黒のハイヒールがとても似合っていた。唇には上品な色の口紅が塗られている。

　綺麗な人ね、と金子さんが驚く。

　支店の男性の視線は、挨拶をしている峰岸さんに釘付けだ。

「瀬尾くん！　また一緒ね、これからよろしくね！」

　潤さんの席の隣で、嬉しそうに顔を綻ばせて手を差し出す峰岸さん。

　この季節でも荒れていない、きちんと手入れされた綺麗な手に細い指。その指に施されたピンクベージュのネイルが見えた。

「ああ、よろしく」

　それだけ言って、潤さんはパソコン画面に視線を戻す。

「さすが瀬尾さんね。美人にも全く動じない」

　普段はあまり噂話に乗らない藤井さんが、思わずこぼした。

「皆川さんの話だとふたりは同期よね……役職は瀬尾さんのほうが上だけど、峰岸さんも私たちからしたら上司になるし。それにしても瀬尾さん、素っ気ないわね」

　金子さんが思案顔で呟く。

「まあ、瀬尾さんは基本、誰に対してもあんな感じですけど」

　藤井さんが苦笑する。

「気になる？」

　突然後方から響いた、からかうような声。

「そりゃ気になりますよ。瀬尾さんの後任ってだけでも大注目なのに。そこに派遣されたのがあんな美人の仕事がデキそうな人だなんて……って、え？」

　くるりと振り向いた藤井さんの視線の先には、ニヤリと笑う桔梗さん。

「なんで話に入ってきてるんですか？　瀬尾さんと同期ってことは、桔梗さんも同期ですよね？　挨拶は済ませたんですか？　っていうか、今までどこにいたんですか！　検印がたまってるんですよ！」

　嚙みつく藤井さん。

「まあまあ落ち着け、藤井。俺はサボっていない。今日は朝から寄るところがあったんだって。検印はあとでするから。そんなことより、峰岸だろ？」

「……お知り合いなんですか？」

　思わず声を出した私に、桔梗さんは優しく笑う。

「美羽ちゃんは心配しなくて大丈夫。美羽ちゃんの上司は潤だから。峰岸は美人だし仕事もデキるけど、意地っ張りな性格だよ。俺は美羽ちゃんみたいに素直な女の子のほうが好み」

「……桔梗さん、失礼ですよ」

　藤井さんが横目で睨んで、桔梗さんをいさめる。

「はいはい。峰岸は仕事に対しては真面目だよ。あいつは女性の役職者を増員しようとしているうちの会社のモデルみたいなものだし。じゃあ俺、検印してくるから」

　そう言って、藤井さんを連れて歩きだした桔梗さんの背中を見送り、席に戻ろうとした時、私を見つめる峰岸さんと目が合う。

　その綺麗な目がとても鋭くて、胸がざわめく。

　思わず鎖骨の下くらいに隠してある指輪に手で触れる。

　潤さんに指輪をもらってから、寂しくなったり、自信をなくしたり、不安に思うことがあった時は、触れることがクセになっていた。

　視線を外せずにいる私に、ふっと小さく微笑んで、峰岸さんは踵を返した。

　峰岸さんとはもちろん初対面だ。でもあの表情は、私を知っているようだった。

　それから峰岸さんのことが、頭から離れなかった。




「では峰岸さん、これからよろしくお願いしまーすっ」

　ざわめく店内には美味しそうな匂いが漂う。

　峰岸さんが正式に着任して初めての金曜日、今日は歓迎会。

　私の歓迎会を開催してくれた時と同じ店で、賑やかに始まった。

　今日は潤さんも最初から参加していて、二階のお座敷は札幌支店の人で溢れている。

　峰岸さんは主役のため、以前の私のように皆に挨拶をしたり、お酌をしたりしているけれど、私よりもずっと様になっている。

「懐かしいわねぇ、美羽ちゃんの歓迎会を思い出すわ」

　私の隣の席に座る金子さんが言う。

「それは、忘れてください……」

　自分の醜しゅう態たいを思い出して落ち込む私。

「大丈夫、美羽ちゃんはどんな状態でも可愛いから」

　輝く笑顔で謎のフォローをしてくれる桔梗さん。歓迎会が始まった時はお座敷の一番奥の支店長の隣に座っていたはずなのに、いつの間にか遠く離れた入口に近い私の向かい側、藤井さんの隣の席にやってきていた。

「だから、なんでここに桔梗さんがいるんですか？　あっちで支店長や皆川さん、瀬尾さんと話してきてくださいよっ」

　藤井さんに一喝される桔梗さん。

「やだよ、今日は潤に仕事押しつけたから絶対文句言われるし。あいつ怒ると怖いんだよ」

「相変わらずね、桔梗くん」

　はっきりと澄んだ声が背後から響く。

「峰岸！」

「金子さん、藤井さん、橘さん、これからよろしくお願いします」

　魅力的な笑みを浮かべて桔梗さんの隣、私の向かい側に腰を下ろす峰岸さん。

「いえっ、こちらこそお願いします。藤井です、桔梗さんの部下です」

「桔梗くんの？　……大変でしょ」

　綺麗な眉をひそめる峰岸さん。

「莉歩ちゃんはすごくしっかり者なんですよ。私はスタッフの金子です、よろしくお願いします」

「……橘です。よろしくお願いします」

　小さく頭を下げる私。

　じっと凝視されているように感じるのは、気のせいだろうか。

「峰岸、なんで札幌支店に来たんだ？」

　女性には優しい桔梗さんにしては珍しく、鋭い眼差しを峰岸さんに向ける。

「単純にこのプロジェクトに興味があっただけよ。本部も長かったし、現場に戻りたかったの。自分から札幌支店を希望したわけじゃないわ」

　峰岸さんは桔梗さんの厳しい視線を、完璧な笑顔で受け流す。

「……どうだか」

　桔梗さんは低い声音で呟く。

　金子さんも藤井さんも私も、そんな桔梗さんを見たことがなかったので少し驚いた。

「なんの話？　ちょっと御手洗いに行ってくるわ。橘さん、よかったら場所を教えてくれない？」

　優しい微笑みで私に尋ねる峰岸さん。その微笑みの裏にあるほんの少しの違和感。

「なんで美羽ちゃんに聞くんだよ、店員に聞いてこいよ」

「店員が見当たらないからよ」

　なぜか敵対しているようなふたりの会話に、私は慌てて割り込む。

「あ、あのっ、私もちょうど御手洗いに行きたかったので……」

「助かるわ、ありがとう」

　苦虫を嚙み潰したかのような桔梗さんの表情を横目で見ながら、余裕の笑みを浮かべた峰岸さんとともにお座敷を出た。




　歓迎会が行われているお座敷から少し離れた場所にある御手洗いの入口近くで、峰岸さんが立ち止まる。

「橘さんって潤のことが好きなの？」

　さっきまでの穏やかな笑顔は消え、睨みつけるように私を見ながら峰岸さんが言う。

　……潤？

　その呼び方に一瞬戸惑って、心臓がドクンと音をたてる。

　嫌な予感がした。

　誰のことを言っているかはすぐにわかった。なぜ、私の前であえてその呼び方をしたのかも。

「……どうしてですか？」

「あら、否定しないのね。ということは図星なの？」

　峰岸さんはふっと綺麗な唇を綻ばせる。

「あなた、ずっと潤を見てるわよね？　潤も心なしかあなたを気にしていた。あなたは全然潤のタイプには見えないけれど？」

「瀬尾さんに憧れている女性社員は大勢いると思いますが」

　潤さんとの関係がバレてしまうのが怖くて、威圧感に負けそうになる心を奮い立たせる。必死で平静を装って話す。力を入れていなければ足から崩れ落ちそうだ。

　指輪から勇気をもらうため、胸元に手を置く。

「そうね。でも知ってる？　潤はそういう外見だけで寄ってくる女も、仕事がデキない女も、自立していない甘えた女も大嫌いよ」

　敵意を抱いていることがわかる峰岸さんの鋭い目が、私をきつく睨みつける。

　暗に、私がそういう女だと言われている気がした。

「あなたにはもっと別の人がいいんじゃない？　橘さんは可愛いし、モテそうよね？」

　目元が全く笑っていない、口元だけの微笑みで峰岸さんが言う。

　この人は何が言いたいんだろう。

「私――」

　口を開いた時、氷のように冷たい声が響いた。

「峰岸、美羽に何か用か？」

「潤！」

「じ、瀬尾……さん」

　峰岸さんと私が同時に、その声に振り向く。

　漆黒の瞳で峰岸さんを鋭く見据えて、彼は私の隣に立つ。

「美羽に何か用？」

　彼はもう一度、同じ質問をゆっくりと繰り返す。

「あ、あの、どうして……」

　彼の突然の登場に驚いた私が尋ねると、潤さんがポンッと優しく私の頭に手を置く。

「尚樹から聞いた」

「男のくせにおしゃべりね。潤、付き合ってる子ってその子なの？」

　信じられない、といった表情を綺麗な顔に貼りつけて、峰岸さんは潤さんを見る。

「ああ。美羽は俺の大事な彼女だ」

　そう言い切る彼に、ぐっと肩を抱かれる。

「……女の趣味が変わったのね。私は認めないわよ。本気じゃないんでしょ？」

　先ほどまでの自信に溢れた表情は見る影もなく、峰岸さんはすがるような声音でスカートの裾をきつく握りしめ、彼に尋ねる。

「本気だよ。俺は美羽と結婚を前提に付き合ってる」

　毅き然ぜんとした表情で、彼はきっぱりと言い放つ。

　その瞬間、峰岸さんと私は息を呑む。

「……嘘でしょ？」

　動揺を滲ませて、峰岸さんが震えた声で潤さんに尋ねる。

「嘘じゃない、ごめん。峰岸には悪いことをしたと思う。でも、俺はもう峰岸に特別な感情は抱いていない」

　静かな声ではっきりと潤さんは言い切る。

「そう、わかったわ。でも私はまだ諦めないから」

　震える小さな声で呟いて、すっと峰岸さんは私の横を通り過ぎていく。その顔色は、とても悪かった。

　ふたりの関係は、いくら鈍いと言われる私でも大体わかってしまった。

　今、私は潤さんにどう話しかければよいのだろう。

　ここに来てくれてありがとう？　彼女だと言い切ってくれてありがとう？　峰岸さんと付き合っていたの？

「……ごめん、美羽」

　考えあぐねている私の頰を撫でながら潤さんが言った。

「ううん」

　適切な言葉が浮かばす、小さく首を振る私。

「美羽に心配かけるつもりも、隠すつもりもなかったんだ。きちんと話したい。今日帰ったら何時でもいいから家に来て」

　切なそうに私を見つめる彼に頷く。

　同じマンションに住んでいることも、付き合っていることも内緒にしている私たちは、一緒に帰宅するわけにはいかない。




　歓迎会がお開きになり、私は金子さんや藤井さん、ほかの帰る方向が同じ女性社員の皆と駅に向かう。

　あのあと潤さんと別々に席に戻ってから、峰岸さんとは一度も目が合わなかった。

　峰岸さんが私の席にわざわざ挨拶に来たのは、潤さんとの関係を確かめたかったからだろう。

　おそらく桔梗さんはふたりの過去を知っていて、あんな言い方をしたのだと思う。

　潤さんから詳しいことを聞いていない私には、ふたりの過去はわからない。だけど峰岸さんは今も彼を想っていて、私は認めたくない存在なのだろう。

　私は峰岸さんみたいに仕事がデキるわけではないし、美人でもないし、大人の魅力もない。

　さっきも胸を張って『私は潤さんの彼女です』とは言えなかった。秘密にしているという躊躇があったとはいえ、結局は彼に助けてもらった。

　そんなところも、峰岸さんには納得できないのかもしれない。




　支店の皆に挨拶をして、最寄り駅で降車する。

　電車が見えなくなるまで、引き続き乗車している人たちに手を振ってから改札を出て、自宅へと歩きだす。

　真冬の夜は人通りがさらに少なくて、あまり明るくないオレンジ色の街灯が、ぼんやりと白い道を浮かび上がらせる。

　転ばないように慎重に歩きながら、初詣を思い出す。

　お詣りの列に並びながら、ずっと手を繋いで笑い合っていた。

　凍った道には砂を撒まいて滑らないようにすると教えてくれたことも、寒さには強いと自慢していたことも、他愛もない会話すべてが大切な思い出だ。

　自宅に戻ると、真央はまだ帰宅していなかった。

　そういえば今日は、彼女も歓送迎会だったと思い出す。

　心配をかけないため、【潤さんの部屋に行ってる】とメッセージを送った。

　きちんとした服装にしたほうがいいのか悩んだけれど、あまりかしこまりたくなかったので女の子らしい部屋着に着替えて、スマートフォンと家の鍵だけをポケットに入れる。

　彼の話を聞く心構えができたと言わんばかりの来訪連絡は、なんとなくしたくなくて、私は不意打ちで潤さんの部屋の呼出音を鳴らす。

　ガチャッと玄関ドアが開いて、部屋着姿の彼が顔を出した。

「お帰り、美羽」

　穏やかな表情で、潤さんが私を部屋に招き入れてくれた。

　この部屋は彼の匂いで溢れているので、私の服や荷物に香りが微かに移ることが恋人である証のような気がして、いつも胸がきゅんとしてしまう。

「ただいま」

　そう言うと、彼がギュッと長い腕で抱きしめてくれた。

　玄関からリビングまでの短い距離を、指をそっと絡めて移動する。

　ソファに座った私に、潤さんは温かいカフェオレを淹れてくれた。

「いくら真上とはいえ、外の廊下は寒いだろ？　上着は？」

　キッチンから心配そうに言う彼に、私は曖あい昧まいに微笑む。

　潤さんは自分のカップを持って私の隣に座った。

　ソファのスプリングが小さく軋きしむ。

「さっきはごめん」

　弱々しい口調の潤さんに、首を横に振る。彼がゆっくりと話しだす。

「最初に配属された支店で、俺と尚樹と峰岸は一緒だったんだ。峰岸は同期の中では数少ない女性の総合職だったから、いろいろな意味で注目されていた。物もの怖おじしない性格で仕事もデキたし」

　彼は過去を懐かしむように話す。

「俺らはよく三人で相談したり、飲みに行ったりしていた。自慢するわけじゃないけど、俺は今まで女性から恋愛対象として見られることが多かったから、気が合う異性の友人ができたことは嬉しかった」

　カップの中の揺れる水面を見つめながら、彼は少し自嘲ぎみに話す。

　新入社員の頃の潤さんは想像があまりつかないけれど、きっとキラキラしていたんだろうな。

「入社して二年近く経った時、峰岸に告白された。正直、峰岸は恋愛対象というより同志みたいに思っていたから戸惑った。だけど、気も合っていたしうまくやっていけると思って、軽い気持ちで付き合い始めたんだ」

　彼は苦しそうな表情を浮かべて、小さく息を吐く。

「付き合っているといっても、ふたりの距離感も仕事を優先する姿勢も、俺とあいつは変わらなかった。だから、支店内で俺たちの関係に気づいている人は、いなかったと思う」

　私は物語を聞くような気持ちで、彼を見つめる。

　潤さんが今、何を思っているのかわからない。

「付き合って二年くらい経った時に、俺が異動になった。引っ越しの必要はなかったけど、それまでよりかなり遠くなって、仕事帰りに会うのは難しくて。俺の異動にあいつは不安そうにしていたけれど、応援してくれていた」

　潤さんが眉間に皺を寄せる。

「しばらくして峰岸も異動になって、俺たちはますます会えなくなったけど、俺は特に不安も危機感も抱いてなかった。それよりも新しい環境と仕事に慣れることで頭の中がいっぱいだったから」

　厳しい表情で、彼が話す。

　私は潤さんの手をそっと握った。

「峰岸も仕事で精一杯の毎日を送っていて、俺たちはお互いに忙しくて相手を思いやる余裕もなかった。友達の延長の感覚で付き合っていた俺は、峰岸の気持ちをきちんと理解できていなかった。彼氏失格だった」

　痛々しい笑顔を見せる彼に、小さくかぶりを振る。

「あいつはやるせない気持ちを抱えていたと思う。仕事のストレス、俺への不満は相当だっただろうし。自分の優先順位が低い、一緒に過ごす時間が短いと言われ、喧嘩を繰り返すうちに、一緒にいる意味がわからなくなった。離れているほうが楽だと思うようになってしまったんだ」

　彼が言いたいことはわかる。どちらかが悪いということでは、きっとない。でも、その時の峰岸さんの気持ちを思うと胸が痛む。

「別れを切り出したのは俺だ。峰岸は取り乱して泣きだした。別れたくないって何回も言われたよ。……ごめん、美羽には嫌な話だよな」

　私を心配そうに見る彼に、首を横に振る。

「結局、半年間距離を置くことになった。だけどその半年間、必要最低限しか連絡を取らなくても俺は寂しいとは思わなくて……俺の答えはとっくに出ていた」

　ふうっと深い息を吐いて、彼は話を続けた。

「約束の日にもう一度別れを切り出すと、峰岸は泣いた。でも俺の決意は揺らがなかった。あいつには酷なことをしたし、申し訳なかったと思う。俺はそれから恋愛を遠ざけた。自信をなくしていたせいもあるし、自分は恋愛に向かない気がして」

　彼の綺麗な目が悲しそうに歪んでいた。

　別れたくないと泣いた峰岸さんは、本気で潤さんが好きだったのだろう。

　叶わないとわかっていても心は抑えられないし、現実についていかない。誰かを好きな気持ちは理屈じゃないし、計算もできないから。

　峰岸さんは気持ちを自分に向けてほしいと何度も願ったのだろう。でもそれがうまく伝わらず、ふたりの気持ちが嚙み合わなかった。

　何かが違っていたら、ふたりはうまくいっていたのかもしれない。だけど、ふたりが別れたから私がここにいる。とても皮肉な巡り合わせ。

　恋愛は綺麗事ではない。どうして自分ではダメなのかと相手を責めても、心は思い通りにならない。

　私は潤さんが大好きで、この手を離すなんて今はもう考えられない。

　仕方がないことなのに、過去のふたりが気になってしまう。私に拓斗がいたように、彼にも誰かと付き合っていた過去がある。それを私がとやかく言う資格はない。

　その時間があって、今の彼が存在しているとわかっているのに心がざわつく。

　彼が過去に愛し、大事に慈しんだ人が、突然自分の目の前に現れて「気持ちはもうない」と宣言してくれても、彼が私をずっと好きでいてくれる確証はないから。

　峰岸さんが潤さんを失ったように、いつか私も潤さんを失う日がくるのだろうか。

　そんな日がきたら、こんなにも彼を愛してしまった私はどうしたらいいのだろう。

　黙り込んでいる私の肩を、潤さんがそっと抱き寄せた。

「ごめん、美羽。そんな顔をさせたかったわけじゃないんだ」

　彼が申し訳なさそうに小さく呟く。

「眠っている美羽をバスで見かけた時に、美羽から目が離せない自分がいた。この気持ちは恋愛感情なんかじゃないって自分に言い聞かせても、気になって仕方なかった」

　まるで迷子の少年のように、心細そうな表情をする。

「美羽は俺に恋を教えてくれた。こんなにも人を好きになることができるって」

　逸らすことのできない彼の真摯な眼差しが、私を射抜く。

「私も潤さんが大好き。峰岸さんのことを教えてくれてありがとう。潤さんに付き合っていた人や好きな人がいたことは当たり前なのに、不安になってごめんなさい。私、心が狭いよね。峰岸さんの気持ちだってあるのに」

　自嘲ぎみに話す私に、ゆっくりと首を横に振る彼。

「潤さんがもう峰岸さんを愛していないと言ってくれたことに安心しているズルい自分がいるの。峰岸さんの気持ちを考えたら、そんなことを言う自分は最低なのに」

　驚いたように見つめながら、彼は無言で再び首を横に振って私の髪を撫でた。

　この人に髪を撫でてもらうことが好き。

　長い指で撫でてもらうと、胸がくすぐったくて安心する。髪から温もりが伝わるみたいに、全身が守られているように感じる。

　出会った時は、綺麗な顔立ちの無愛想なご近所さんとしか思っていなかった。どちらかというと、意地悪で苦手だった。でも、接する時間が増えるたび、その優しさやさりげない気遣いを、いつからか意識するようになっていた。こんなに何もかも完璧な人が私を好きになってくれるなんて、思いもしなかった。

　今はもう潤さんがいない毎日なんて考えられない。この温もりを、どんなことをしても守りたいと心から思う。
















試練の始まり













　それから峰岸さんの姿を見かけるたび、ふたりの過去の話をどうしても思い出してしまう。

　峰岸さんは素敵な人だし、不安がないとは言い切れない。

　歓迎会の時のように切実な気持ちをぶつけられたら、潤さんの心は揺れないのかな、と思ってしまう。まっすぐに想いを向けてくれた彼のことを信じているのに、ぐらつく自分の気持ちをコントロールできない。

　峰岸さんとはあの日以来、業務以外で個人的に話すことはなかった。

　どういう風に話しかけていいかもわからない。

　峰岸さんは今ではすっかり支店の雰囲気に溶け込んでいる。厳しい指示や指摘はするけれど、決して理不尽なことはせず、誰に対しても公平な上司だった。




　小さな不安を抱えたまま日々は過ぎて、気づくとバレンタインデーが近づいていた。

　バレンタインデー当日は平日なので、夜にチョコレートとプレゼントだけでも渡したい。

　最近の潤さんは仕事量が増えていて、毎日の帰宅時間が遅くなっている。

　本格的に仕事を峰岸さんに引き継いでいるのか、ふたりで取引先に向かう姿もよく見かけるようになった。

　ふたりはお互いに過去を乗り越えたうえでの、遠慮のない距離感に見えた。

「あくまでも仕事上の付き合いだよ」と潤さんは笑っているけれど、私の胸中は穏やかではなかった。見えない影が少しずつ忍び寄ってきている気がしていた。




　真央とふたりで何度もチョコレートを選びに行ったけれど、迷いに迷ってしまって、結局前日の夜にハート形のケーキを焼くことにした。

「ひとりで夜中に作っていると心が折れそうになるけれど、ふたりだと楽しい」と真央は嬉しそうに言ってくれて、私も笑顔になる。

　私は潤さんの分を、真央は翔くんの分を焼く。

　明日真央は仕事が休みで、夜は翔くんに会えるらしい。

　私は帰宅したらすぐに渡せるように、冷蔵庫にケーキを保管する。スポンジが固くなってしまわないか、少し心配だけれど。

　プレゼントに欲しい物を尋ねたけれど、これといった回答はもらえなかった。かといって、サプライズを演出できる技量も経験値も持ち合わせていない。

　欲しい物は自分で買っていたり、大抵の物はすでに持っているという男性のためにプレゼントを用意するのは難しいと痛感する。

　真央は当日、ペアの物を翔くんと一緒に買いに行くらしい。なので、私のプレゼント選びに付き合ってもらった。




　バレンタインデー当日。

「藤井、俺にチョコは？」

　期待に満ちた目で桔梗さんが言う。

「なんでですか？」

　仕事の手を休めず、真顔で返事をする藤井さん。

「……お前、今日はなんの日か知ってるだろ？」

　若干整った顔を引きつらせながら言う桔梗さん。

「当支店では、男性社員にバレンタインデーのチョコレートを配る習慣はありません」

「そんなこと知ってる！　そうじゃなくて！」

　桔梗さんは、朝から藤井さんにやり込められている。

　金子さんと私は、そんなふたりの様子を見ながら苦笑していた。




「橘さん、センターの高たか井いさんから電話です。プロジェクトの責任者の方にとおっしゃっているんですが、瀬尾さん、峰岸さん、桔梗さんも不在なので、話を聞いていただけますか」

「わかりました、ありがとうございます」

　受話器を取った私に、藤井さんが代わろうか、と口パクで言ってくれたけれど、藤井さんはお昼休憩の時間だったため、丁重に断った。

「お電話代わりました、橘です」

『ああ、橘さん。お疲れさま、高井です。瀬尾くんと峰岸さん、桔梗くんも不在なんだって？』

　何度か話したことのある、関東事務センター長の男性だった。

「はい、お急ぎですか？」

『ああ、いや、こっちから発送予定だった案内状が手違いでそっちに送られたらしくてね。制度開始日の記載があるから、こちらに送り返してもらっても間に合わない。申し訳ないが、今回は札幌支店から先方へ発送してほしいんだ』

「あの、高井さん。私では判断できないので、その旨を瀬尾に伝えます。折り返し連絡させてください」

　焦る私に、高井さんも困惑した様子で言う。

『いや、判断も何も、もう発送済みなんだよ。明日くらいには届くだろうから、瀬尾くんにそう伝えておいて』

　言うだけ言って、高井さんは電話を切ってしまった。

　聞いた内容をメモに残す。

　潤さんと峰岸さん、桔梗さんの携帯電話にかけてみたけれど繋がらない。

　ルール違反を承知でかけた潤さんのプライベートのスマートフォンは、すぐに留守番電話に切り替わってしまう。

　どうしようと焦っていると、内線で一階に大量の荷物が届いているから引き取りに来てほしいと連絡が入る。

　一階に行くと、案内状と書かれた紙が貼ってある十箱程の段ボール箱が山積みにされていた。高井さんの話では明日、ということだったけれど、早く届いたようだ。

　台車を借り、なんとかプロジェクトチームのスペースに運び込んだ時、藤井さんが戻ってきた。

「橘さん、何これっ!?」

　普段冷静な藤井さんが大声をあげる。

　藤井さんの姿にホッとして、うろたえながらも高井さんとの電話の内容を伝えた。

「これ、手違いとかそういうレベルじゃないわよ。少なくとも明日、明後日までには発送しなきゃいけないのよね？　今から日付の訂正もできないし、私たちが一枚ずつこの束のミシン目を切って内容を確認して、宛名シールを貼り付けて、入れ間違えがないかダブルチェックしてから投とう函かんしなきゃってこと？」

「……ですよね……」

「今の人員じゃきついわね。瀬尾さんも峰岸さんも電話は繋がらないの？」

「はい、桔梗さんも」

　藤井さんは腕時計を見て、自身のスマートフォンでどこかに電話をかけた。

「こんにちは、藤井です。いつもごめんなさい、桔梗さんは？　よかった！　至急電話か帰社するよう伝えてください！」

　電話を切ると、すぐ藤井さんのスマートフォンが振動する。

「……はい、ええ。今すぐにですからねっ」

　通話を終えて、藤井さんは少し落ち着いた表情をしていた。

「藤井さん？」

「ああ、ごめんね。桔梗さんの行きつけの喫茶店に電話したの。もしかしたらお昼休憩を取っているかもと思って。桔梗さん、営業バッグの中に社内用の携帯電話入れっぱなしにするから。すぐ戻ってくるはずだから待っていましょう」

　ニッコリと微笑む藤井さんは頼もしく、動じずに対処する姿が眩しかった。おろおろして泣きだしそうだった私とは、全然違う。

　戻ってきた桔梗さんは、書類の山を見て端正な顔をしかめる。

「こりゃひどいな。藤井、潤には俺から連絡しといたから、すぐ帰社するはずだ。とりあえず潤から大体の指示は聞いた。やれることをしよう」

　いつもの軽い調子の桔梗さんではなく、仕事がデキる上司の顔に変わっていた。

「桔梗さん、外出は？」

　上司の予定を把握している藤井さんが尋ねる。

「急ぎではなかったから日程を変更してもらった。さすが藤井、よく覚えていたな」

　口角を上げて微笑む桔梗さんに藤井さんが赤くなって「わかりました」と小さな声で言った。

　藤井さんと私が、桔梗さんの指示に従って作業を始めて二時間ほど経った頃、バタバタと潤さんと峰岸さんが戻ってきた。

「……予想はしていたけれど、ひどいな」

　潤さんが厳しい表情で言う。

「こんなの無理よ！　これだけの量を明日中には投函しなきゃいけないなんて！　どうしてこんな手違いが起こるの？」

　悲鳴のような声をあげて取り乱す峰岸さん。普段とは違う峰岸さんの様子に驚く。

「発送依頼は誰がしたのっ？　橘さん、あなた、高井さんに電話できちんと聞かなかったの？　どうして断らないの？」

　峰岸さんがきつい眼差しを私に向ける。

「えっ……」

　突然のことに口ごもる私に、潤さんが口を挟む。

「やめろ、峰岸。橘のせいじゃない。橘だって、いきなり高井さんに言われたんだ。今はこの案内状を期限までに発送することが優先だ」

「……わかったわ」

　峰岸さんは疲れた表情で、潤さんと一緒に皆川さんのデスクへ報告に向かう。

「橘さんの責任じゃないのに！」

　藤井さんが頰を紅潮させ、憤慨している。

「……藤井、声が大きい。でも、本当に美羽ちゃんのせいじゃないから、峰岸が言ったことは気にするなよ。あいつはあいつでプレッシャーを感じてるんだと思う。仕事には誠実なヤツだからさ」

　桔梗さんの優しい声に、私は小さく頷く。

　皆川さんも支店長に報告をし、今回は支店全体で発送作業をするということになった。とはいっても営業係、窓口係といった、営業時間中に動けない人もいる。なので、今日明日中は急ぎの案件がない人がヘルプに入ることになり、早速発送作業がスタートした。




「美羽ちゃん、封筒がもうないわ」

「これはこっちに入れるの？」

「橘さん、宛名シールを印字してくれない？」

　応接室に広げられた書類の山。

　夕方前から始まった作業の段取りをしながら、私自身も手を動かす。

　潤さんと峰岸さん、桔梗さんはセンターや本部に連絡を取ったり、次回の案内状が同じようなことにならないように、再発防止措そ置ちに奔ほん走そうしていた。

　帰る時間が決まっているスタッフさんには先に帰ってもらい、それからしばらくして、ほかの係の人も帰り始める。

　突然のトラブルに対応するための残業は、本部の許可が必要になる。

　かけ合った結果、作業時間は午後九時までとの通達が出た。

　まだ電話中の潤さん、桔梗さん、作業中の峰岸さん、藤井さん、私が最終メンバーだった。

「橘さん、飲み物を買ってくるわね」

　気配り上手な藤井さんに言われて、慌てて返事をする。

「藤井さんっ、私が皆さんの分を買ってきます」

「悪いわ」と言ってくれる藤井さんの言葉に笑顔で返し、フロアの休憩コーナーへ向かう。

　指は糊のりまみれ、インクまみれになっているし、ずっと座って下を見て作業していたせいで、目も背中も痛い。化粧も崩れ、疲れ顔になっているだろう。

　すでに不要な照明が落とされたフロアは人ひと気けもなく、しんと静まり返っている。

　まるで日中の喧けん騒そうが嘘のようで、私の足音だけが妙に高く響く。

「橘さん」

　静せい寂じゃくの中、凛りんとした声が響いた。

　振り向くと、気まずそうな表情の峰岸さんがいた。

「……手伝うわ」

　小さな声でそう言って、彼女は足早に休憩コーナーにある自動販売機のスペースに向かう。

「峰岸さん、私ひとりで大丈夫ですよ」

　彼女の背中に声をかけると、峰岸さんはゆっくりと振り返った。

　今日一日、外出や電話対応など多忙な業務をこなしていたにもかかわらず、隙のないベージュのパンツスーツ姿に疲れを見せない顔。化粧もほとんど崩れておらず、輝くように綺麗だ。

「悪かったわ」

　目を伏せながら、弱々しい声で峰岸さんが言う。

「え？」

「昼間はごめんなさい。取り乱してしまって。あなたは悪くないのに、八つ当たりみたいなことをしてしまった。上司失格ね」

　峰岸さんが自嘲ぎみにそう言って私に謝罪する。

「いえ……」

　突然の謝罪に驚く。

　あまりにぽかんとした表情をしていたのか、彼女は私の名前を呼んだ。

「橘さん？」

「あっ、あの。峰岸さんが謝る必要はないです。私、おろおろしてばかりでお役に立てませんでしたから」

　慌てて峰岸さんに返事をする私。

「そう？　あなたはよくやっているわ。通常の銀行業務から離れた異例な仕事内容が多い中で、的確にこなしているもの」

　落ち着いた穏やかな表情で、そんなことを言われる。

「いえ、そんな……」

「本心よ。私、仕事に責任を持たない人もお世辞も苦手なの。謝ることもだけど」

　どことなくバツが悪そうな表情の峰岸さんが、年上だけどすごく可愛らしい女性に見えて思わず笑ってしまう。

「そこで笑うなんて失礼ね」と、峰岸さんも軽く微笑む。

　その瞬間、峰岸さんと私の間にいつも存在していた張りつめた空気が、少し和らいだ気がした。

「あなたのこと、誤解していたわ。真剣に仕事にも取り組まず、積極性も責任感もない甘えたお嬢さんかと思っていたのだけれど……あなたはいつもきちんと仕事をこなしていたわ。そのことも謝るわ」

　峰岸さんはやっぱり魅力的な女性だと思う。自分の部下であっても、年下であっても、受け入れたくないライバルのような存在であっても、きちんと正面から謝ることは、そうできないと思うから。

「私、峰岸さんに憧れています。仕事をこなす姿も、スーツが似合う大人の女性であることも。私にはないものを峰岸さんはたくさん持っていらっしゃいますから」

　峰岸さんの綺麗な顔をじっと見ながら伝える。我ながら大それたことを言っていると思う。だけどこれは私の本心だ。

「まだ気持ちが残っている元彼女にそんなこと言っていいの？　隙あらば告白して奪ってやろうって思っているのよ？」

　ふっと意地悪そうな笑みを浮かべる峰岸さん。

「いいんです。峰岸さんは公平な人ですし。正直、とても不安で怯おびえています。私が異性だったら峰岸さんに絶対に惹かれます。だけど峰岸さんに負けないくらい、絶対に渡したくないと思うくらい、私も瀬尾さんが好きなんです。だから……」

　震えそうになる唇で足を踏ん張って話す私に、峰岸さんはふうっと軽く髪をかき上げて、諦めたように肩をすくめた。

「冗談よ。正直まだ整理できない気持ちはあるけど、それは私自身の問題。彼はあなたと一緒に、私とは違う道をすでに歩いているもの。悔しいからお幸せに、なんて言わないけれど。あなたと彼のことを口外するつもりもないわ」

　無意識に握りしめていた拳から、ゆるゆると力が抜けていく。

「さっさと飲み物を買って戻るわよ」

　さっと踵を返し、コツコツとヒールを鳴らして歩く峰岸さんは、やはり素敵な女性だった。




　そして、今日の作業は打ち切りになり、潤さんと桔梗さん、私は一緒に帰路につく。

　ある程度の目め処どが立ち、少し明るい兆しは見えてきていたけれど、潤さんも桔梗さんも口数は少なく、疲れている様子がよくわかった。

　コンビニに寄って帰るという桔梗さんと別れ、潤さんと私はマンションに向かう。

「疲れている時にごめんなさい。今日……バレンタインデーだから、ケーキとプレゼントだけ、渡してもいい？」

　エレベーターに乗り込む前に潤さんの顔を見上げて言うと、彼は驚いた顔をして、それからふわっと微笑んだ。

「大歓迎」

　その言葉に私の鼓動が高鳴る。

「ごめんな、美羽。いろいろ用意して考えてくれていたのに。こんな時間だし、ゆっくりできそうになくて……」

　申し訳なさそうな表情を浮かべる彼に、私はブンブンと首を大きく振った。

「ううん、潤さんは悪くない。渡せるだけでいいの。今日会って渡せるだけで嬉しい」

　穏やかに微笑んで、彼が私を見つめる。自然に絡めた指から潤さんの優しい温もりが伝わった。

　急激に上がる心拍数に、彼への想いが溢れ出す。

　一旦エレベーターを降りて、彼に玄関で待っていてもらい、大急ぎで冷蔵庫から小ぶりのケーキの箱を取り出して紙袋に入れる。プレゼントも忘れずに一緒に入れて、潤さんに両手で渡す。

「ありがとう」

　耳をほんのり赤くして、彼が大切そうに受け取ってくれた。

「本当に嬉しい。プレゼントはもう遅いし、帰ってからゆっくり見るよ」

　その言葉と少しはにかんだ表情に、胸に痺れるような甘い痛みが走る。バレンタインデーに直接渡せたことが何より嬉しい。

　そっと彼は紙袋を潰さないように片手で抱えながら、私を引き寄せる。

「美羽、大好きだよ」

　彼の体温が私に伝わって、とても満たされた気持ちになる。

「おやすみ」

　そう言って潤さんは私の頰をするりと撫で、おとぎの国の王子様のように左手薬指の指輪にキスを落として、玄関ドアから出ていった。




　翌日は真冬にしては珍しく澄み渡った青空で、毎日飽きることのないくらいに降り続いていた雪は一旦やみ、ご機嫌な太陽が顔を出していた。

　だんだんと陽が長くなり、春の訪れが近いのを実感する。本来ならば嬉しいことだけど、潤さんとの別離の日を意識してしまう。

　雪と氷で覆われていた地面からは、アスファルトが顔を出し始めている。

　足元の砂が混じった水たまりのような、濁った気持ちになりそうで、勢いよく首を振り、地下鉄の階段を駆け下りた。

　今日中に案内状を発送しなければいけないのだから、今は余計なことを考えないようにしよう。

　朝から支店内はバタバタしていて、昨日と同じような混乱した状態が続いている。

　なんとか無事にすべての発送を終えることができ、支店の皆は安堵の表情を浮かべていた。

　もちろん私も大変だったけれど、仕事をやり終えた充実感に満たされていた。




　それからカレンダーの日付はどんどん進み、三月になった。

　桃の節句も過ぎ、気温も緩やかに上昇している。

　雪が降る日は少なくなり、皆が明るい気持ちになる中で、私は憂鬱な気分を心の奥に感じていた。

　潤さんはますます忙しくなり、朝は取引先に直行で帰宅時間も遅い。丸一日顔を見ない日もある。

　電話をかけても繋がらないことが多い。折り返しの電話がかかってくるのは翌日、翌々日になったりしていて、すれ違いのような日々が続いている。

　急用ではないのだけれど、ただ声が聞きたい、安心したい。

　そう思う私の気持ちは見事に空回りをしていた。そんな自分の弱さが嫌で、前向きにならなければと指輪を見つめては、ため息をつく日々を繰り返していた。

　個人的に連絡が取れなくても、同じ支店だから一日の予定を知ることはできる。タイミングが合えば、支店内で姿を見かけることもある。

　それでも、雪のように静かにゆっくりと積もっていく不安は消えることがない。

　過密スケジュールをこなしている潤さんに少しは休んでもらいたい、休ませてあげたいと思う気持ちと、少しでも会いたい、そばにいたいという私のワガママがずっと交錯している。

　怖いのは、私が異動になり、お互いに関わりのない空間で、すれ違ったまま毎日を過ごすこと。

『春には戻ることになる』そう以前に言われた潤さんの言葉が、日増しに私の心にのしかかる。仕方がないこと、それはわかっている。だけど今、こんなに好きな人と離れて暮らすなど、私は耐えられるのだろうか。




　嫌な予感ほど、あっさり的中するものだ。

　一日の業務をこなし閉店時間も過ぎ、今日も無事に一日が終わったなと安堵していた時、潤さんに突然呼ばれた。

「橘、ちょっと応接室に来て」

　潤さんの強張った表情と声音に胸騒ぎがした。

「……はい」

　小さく返事をして指示された部屋に潤さんと一緒に向かう。

　聞きたくないし、逃げ出したい。

　鼓動がドクンドクンと耳鳴りのように響きだす。

　開け放された応接室は、半年以上前に潤さんと面談をした部屋だった。

　あの時は、外見は極上だけど、なんて意地悪な人だろうと思っていたのに、今ではこの人のすべてがこんなにも愛しくて泣きたくなる。

「失礼します」

　潤さんが声をかけ、足を踏み入れた室内には、皆川さんと峰岸さんがいた。

　私は小さな声で「失礼します」と言ってあとに続いた。

「お疲れさま、橘さん。忙しいところごめんね。好きな場所に座って」

　相変わらずの穏やかな表情で、皆川さんが言う。

　私は軽く頭を下げて皆川さんの向かいに座る。皆川さんの隣には峰岸さんが座っていた。私の隣には潤さんが座った。

「橘さんも知っているように、今、プロジェクトは橘さんたちチームの皆のおかげで、ひと段落している状態だ。あの案内状以降大きなトラブルもなく、うまくシステムが機能してきている。そこで本部と相談した結果、立ち上げチームの解散が決定した。内々の話だけれど、瀬尾くんも近々正式に峰岸くんにすべてを引き継ぐ予定だ」

　バシッと頰を叩かれたような衝撃だった。

　わかっていたことなのに、胸が苦しい。どう表現していいかわからない気持ちがせり上がる。喉の奥がヒリヒリして痛むのに、顔が強張って動かない。

　峰岸さんはいつもと変わらない落ち着いた表情をしている。隣に座る潤さんの表情はわからない。

　そのことが私の不安を煽る。きっと潤さんは話の内容を知っていたのだろう。

　あくまでも私を労ねぎらうような温和な話し方の皆川さん。

　皆川さんが言っていることは間違っていない。プロジェクトは確かにひと段落している。

　私も最近では、通常業務に携わっている時間のほうが多くなってきた。

　わかっている。公私混同だってわかっているけど、ここにいたい。社会人のくせに甘えたことを言うなと叱られても、それでも潤さんと離れたくない。

　ここが支店だということも忘れて泣きだしそうになった時、峰岸さんが口を挟んだ。

「プロジェクトも落ち着いてきたし、橘さんをこれ以上引き留めることは不可能といいうことですよね、皆川さん？」

　綺麗な顔に微笑みを浮かべる峰岸さんに、皆川さんが苦笑しながら頷く。

「まあ、そういうことだね。元々、橘さんの赴任期間は半年の予定だったから。また転居で橘さんには負担をかけてしまって申し訳ない。本来は三月末くらいに辞令が出て四月に着任なんだけれど、異例案件だし転居を伴うから、前もって話すことになったんだ」

「私は四月には日本橋支店に戻るということですか？」

　力の入らない掠れた声で話す私。

「そういうことになるね。大丈夫、橘さんが今抱えている仕事はきちんと引き継ぐから。引っ越し休暇も取得してもらってかまわないよ」

　皆川さんは丁寧に、検討違いのフォローをしてくれる。

「……では、橘はもう自席に戻していいですか？」

　部屋に入って初めて聞いた潤さんの声には、なんの感情もこもっていなかった。

「ああ。そういうことだから、よろしくね、橘さん」

　ニッコリと優しく微笑む皆川さんに、私はのろのろと立ち上がる。

「橘さん、申し訳ないけれど、地下の資料室からプロジェクトのファイルを持ってきてくれない？　私の席に置いておいてほしいの」

　立ち上がった私を感情の読めない顔でじっと見つめながら、峰岸さんが言う。

「はい」と力なく返事をした私を見てから、峰岸さんは皆川さんに何か話しかける。

「失礼します」

　私はうつむいたまま、かろうじて挨拶をし、足早にその場を去った。

　自分の声さえも、遠くから聞こえてきた誰かのもののようだった。

　足もうまく動いているのかよくわからない。ただ、なけなしの理性で、会社では泣いてはいけない、取り乱してはいけない、と歯を食いしばり自分を支える。

　人気がほとんどない地下の資料室に向かう。

　そのまま席に戻っても、いつも通りに振る舞える自信がなかった私には、この指示がありがたかった。

　資料室には私しかおらず、薄暗い部屋に灯りをともしてファイルを探す……つもりだった。

　だけど、棚に伸ばすつもりだった手は上がらずに、だらんと身体の横にぶら下がる。

「……うっ……えっ」

　泣いてはいけないと頭ではわかっているのに、嗚お咽えつが漏れる。

　潤さんに別れを切り出されたわけじゃない。

　ただ、物理的に距離ができるだけ、今までみたいに会えなくなるだけだ。

　わかっているのに、どうして涙が止まらないの？　どうしてこんなに胸が痛いの？

　身体の奥から目に見えない不安が込み上げて、自分が飲み込まれそう。今までこんなに自分を見失うようなことはなかった。

　泣いたって何も変わらないのに。情けなくて子どもみたいで嫌になる。

　そばにいられる、ただそれだけのことが、私にとってどれだけ大きな望みだったか、今さらながらに思い知らされる。

「……そろそろ泣きやんだら？」

　カツン、と小気味よいヒールの音を響かせながら私に近づいてくる人。

　はっとして振り返ると、呆れたような表情の峰岸さんがいた。

「こんなことだろうとは思ったけれど」

　独り言のように呟く峰岸さんは、散々な状態の私をちらりと見て、棚にもたれかかった。

　私は無理やり目をゴシゴシと擦って、峰岸さんから視線を逸らす。頼まれた仕事さえこなせずに泣いている私は、なんて情けないのだろう。

「……すみません、まだ探せていなくて」

　必死に平静を装って棚に向き直った時、背後から冷静な声がかかる。

「いいわよ。元々そんなファイル存在しないんだから。あなたをここに行かせるための口実よ」

「えっ……」

　思わず振り返ると、厳しい表情の峰岸さんがいた。

「ここは職場、あなたはこの会社の社員で社会人。皆川さんの言葉がショックなんでしょうけど、個人的な感情で泣いてはいけない。そんな顔して営業フロアに出られると思ってるの？」

　ものすごく正論で、きつい言い方だけれど、そこに峰岸さんの配慮が感じられた。

「上司として言うわ。今日はもう急ぎの仕事はないでしょ？　だったらもう帰りなさい。あなたの後片付けは、私が済ませておくから。明日までに気持ちを切り替えて出社して。ほら、さっさと行きなさい」

　峰岸さんは厳しい表情を少し緩めて言う。

　まさかそんな指示をされるとは思わなかったので、まだ涙が残る目で呆けたように峰岸さんを見つめる。

　私の視線に、峰岸さんが面倒臭そうに髪をかき上げる。

「何？」

「……いえ、そんな風に言われると思わなかったので」

　ふん、と顎を上げて腕を組みながら峰岸さんが言う。

「当たり前でしょ、社会人なんだから。職場の雰囲気を壊したいの？」

　そこで、峰岸さんは言葉を切って、弱々しささえ感じられる声音で言う。

「だけど、ひとりの女性としては間違っていないと思うわ。……私にはできないけれど。きっとそこがあなたと私の違いね。少しうらやましいわ」

　そう言って峰岸さんは踵を返し、資料室から出ていった。

　来た時と同じようにカツン、と意思の強さを感じさせるヒールの音が周囲に響いた。




　皆の退社時刻には早い時間だったため、ロッカールームで誰にも会うことはなく、ホッとする。

　こんなに情けない状態を見られた人が、峰岸さんでよかった。

　峰岸さんにとって私は元彼の彼女で、好感なんて持たれていないはずだけど、あの案内状の発送トラブル以来、峰岸さんの態度は明らかに変わっている。

　峰岸さんは私を助けてくれた。

　私をここに来させようとしたことも、面談を簡潔に終わらせようとしたことも、同じ人を好きになった者としての峰岸さんなりの優しさだろう。きっとそんなこと、認めてはくれないだろうけれど。

　毎日毎日、いつこの日がくるのだろうって怯えていた。

　いざ現実になると、胸が張り裂けそうに痛い。

　潤さん、私に会えなくなることを少しは悲しがってくれてる？　寂しいと思ってくれてる？

　だけど、そんなことは確かめられない。

　鬱うっ陶とうしがられることが怖いから。私は峰岸さんのように、ものわかりのいい大人の女性にはなれない。

　今まで付き合ってきた中で、相手を失うこと、嫌われることが怖くて、二の足を踏んだことなんてあっただろうか？

　今まで抱くことのなかった自分の気持ちに出会い、いろいろなことを考えながら退社した。




　頭がきちんと機能していない中でも、帰巣本能で最寄り駅に辿り着く。

　あの夏の日に慌ててバスを降り、潤さんの背中を追いかけて歩いた道を、今ひとりで歩く。

　どこを見ても思い出がありすぎて、何もかもがつらい。

　恋人を失ったわけでもないのに、心細くて下を向いたら涙がこぼれそうだ。

　マンションのエントランスに着くと、ロビーにスーツ姿の長身の男性がうつむいて立っているのが見えた。

「……潤さん？」

　相手の正体が不確かなまま、小さな声で呼びかけると男性が顔を上げる。

　その顔を確認することが怖くて、私は反射的に目をギュッと閉じた。

　彼がもし潤さんなら……きっと赤い目と腫れた瞼に気づかれてしまう。

　こんなことで泣くなんて重い、と呆れられたらどうしよう。

　近づいてきた男性は、そんな私をギュウッと胸の中に閉じ込めた。

　思いがけない彼の行動に驚く。

「……ごめん、美羽」

　降ってきた優しい声と言葉、抱きしめられた時の香りで潤さんだとわかる。

　そっと瞼を開くと、つらそうな表情の彼が私の顔を覗き込む。

　久しぶりの彼の温もりに、止まったはずの涙がまた込み上げる。

　どうしてここにいるの？

　どうして面談の時、私を見なかったの？

　聞きたいことはたくさんあるのに、喉の奥から漏れるのは情けない嗚咽だけで、言葉にならない。

「美羽」

　名前を呼んでくれる声が、切なくて優しい。

　この人がとても好き。ずっとここにいたい。離れたくない。

「潤さ……んっ」

　彼がここにいることを確認するように、絞り出した言葉と一緒に、彼の背中に手を回す。

　ワイシャツを涙で汚してしまわないよう配慮する余裕もない私を、彼は名前を呼びながら、ずっと抱きしめてくれた。




「ごめん、美羽」

　コトンと私の前に温かいカフェオレを置いて、潤さんは今日何度目かわからない謝罪の言葉を呟いた。

　ここは彼の部屋。泣きじゃくる私を少し落ち着かせたあと、彼は無言で私の手を引いて自宅へ連れ帰った。

　そして私を優しくソファに座らせて、潤さんは向かい側の椅子に腰を下ろす。少しだけコーヒーを飲んでテーブルにマグカップを置いた彼は、ゆっくりと私を見つめる。

　私はなんだか居心地が悪くて目を逸らす。

「美羽」

　静かに呼ばれた声に、肩がビクッと跳ねた。飲みかけていた熱いカフェオレをこぼしそうになる。

　彼は少しだけ苦笑して、私からマグカップを受け取った。

「美羽、ごめん。こんなかたちでしか伝えられなくて」

　私の目を覗き込み、今にも泣きだしそうな表情を浮かべて大きな手で私の手をギュッと握る。

　繋いだ手から伝わってくる温もりに、再び泣きそうになる。

「……美羽には最近ずっと、我慢や寂しい思いをさせてしまっていた。美羽が俺に何か言いたそうにしていたのもわかっていた。言い訳にしかならないけど、美羽を元の支店に返す準備をきちんとしたくて。本当にごめん」

　漆黒の瞳に苦悩の色を滲ませて、まっすぐに私を見つめる。

　泣きたいわけじゃないのに目が潤みだす。

「……私、ずっと不安だった。何か言ったら潤さんに嫌われそうで」

　ポトリと目からこぼれ落ちた、ひと粒の涙。

「美羽が今思っていることを全部、俺に聞かせて」

　彼は悲しそうな表情を浮かべて、私に懇願する。

　どうしてそんな顔をするの？

　その想いは口に出さずとも伝わった。

「つらい思いばかりさせたから、美羽に嫌われたんじゃないかって不安なんだ」

　私の目を見てはっきりと口にする潤さんに、目の前が明るく開けた気持ちになる。

　まっすぐに彼を見つめ返して、震える唇を開く。

「私、仕事が忙しい潤さんに無理を言ってはいけないって思ってた。潤さんの負担になりたくなくて。寂しさを伝えて、潤さんに迷惑がられたり、鬱陶しがられるのが怖かった」

　弱々しく本音を吐きだす私。

「そんな風に思わせてごめん」

　彼の顔が苦しそうに歪む。

　手を伸ばして私の髪に優しく触れる彼に、気持ちが溢れ出す。

「……私の辞令は、もう決定なんだよね？」

　恐る恐る口にする。

「ああ。美羽をこのまま札幌支店に置いていきたくなかった。美羽が異動して、峰岸にあとを任せてから、美羽に近い支店か本部に俺は異動したい。でも俺に人事権はないし、美羽の辞令は覆らない。今はつらいだろうけど俺を信じてほしい」

　苦く渋じゅうの表情を浮かべて彼が話す。

「潤さんは、私のことをいっぱい考えてくれていたんだね」

「当たり前だろ？　美羽のことしか考えてないよ」

　私の頰に手を当てて、真剣な目で見つめる。

　ああ、そうだった。彼はいつも私を見てくれていた。

　本心を伝えることを恐れずに、素直に言えばよかったんだ。

　彼は私を一番に考えてくれていたのに、私の手を引いてくれていたのに、いつから私はそれを見失っていたのだろう。

『好きだ』『急にいなくなったりしない』そう何度も口にしてくれていたのに、その言葉の中にある、潤さんの本当の覚悟や気持ちに気づけずにいた。

　異例案件とはいえ、平社員の私に異動を二週間以上も前に教えてくれるなんてことは、普通あり得ない。

　それを伝えてくれたのは、潤さんをはじめ、支店長や皆川さん、峰岸さんが、私のことを考えて尽力してくれていたからだろう。

　それは私に、受け入れる覚悟を決める時間を与えるため。

「自分のことばかりを考えてしまってごめんなさい……」

　彼が小さく首を横に振る。

「何も知らされていない美羽が一番不安だったはずなのに、配慮できなくてごめん」

　思わず手を伸ばした私の腕を、立ち上がりながらそっとつかみ、屈み込んで抱きしめてくれる。私の想いをいつもまっすぐに受け止めてくれる人。

　そのことをどうして見失っていたんだろう。

「峰岸さんのほうが潤さんに近い気がして。どんどん悪いほうにしか考えられなくて。私は峰岸さんみたいに有能でもないし、大人の考え方もできなくて。こんな私じゃ、離れてしまったら潤さんとダメになってしまいそうで」

　気持ちを伝えていくたびに、まとっていた心の鎧よろいが剥はがれ落ちていく気がする。

　きっとそれは、温かい彼の手が私を宝物のように抱きしめてくれるから。

　彼の背中に両手を回した時、右手に一瞬触れたもの。

　私をずっと守ってくれている指輪。

　彼にしっかりと守られていたのに、手を伸ばせば抱きしめ返してもらえたのに、何を恐れていたのだろう。

　どうして自分ばかりがつらいだなんて思ったのだろう。

「潤さんの気持ちを考えることができなくてごめんなさい……」

　小さな声で謝る私に、彼がゆっくりと首を横に振る。

「今、美羽を手離さずに済む方法はひとつだけある。だけどまだ準備の途中なんだ」

「方法？　なんのこと？」

　ソファに座ったまま抱きしめられている私に、彼はやるせなさそうな表情を浮かべて、優しく私の頰に残った涙を長い指で拭った。

「今はまだ言えない。だけど信じてほしい。絶対に俺は美羽を手離さないから。これから先もずっと、俺だけの美羽でいて。ほかのヤツを見たりしないで」

　身動きができないくらい凄艶な眼差しを向ける潤さんに、コクリと頷く。

　それを見て嬉しそうに破顔した彼は私をソファから立たせて、再び胸の中にギュッと抱きしめた。

　彼の温かくて少し速めの鼓動が耳に響く。

　私の鼓動もせわしなく動きだす。

「美羽の泣き顔、可愛くて好きなんだ。あまり泣かせたくないんだけどね」

　そう言って彼は、私の額と頰にキスをする。

　溶けてしまいそうなくらい甘い微笑みを私に向ける。

　潤さんは私から一旦離れて、リビング奥の書斎スペースに向かう。戻ってきた彼は、小さな四角い箱を手にしていた。そして、私の右手の手の平にポンッとその箱を載せて、いたずらっぽく笑った。

「ホワイトデーだから、今日」

「あ……！」

　最近情緒不安定すぎて、すっかり忘れていた。

　今日はホワイトデーだったんだ。

　小さな四角い箱と彼を交互に見つめる。

「……ありがとう。すっかり忘れてた」

「だろうと思った」

　ふわっと甘く微笑む彼。

　……こんなに多忙な日々の中で、私のことを想ってくれていたんだ。

　そのことが嬉しくて、胸が熱くなる。

　泣き笑いみたいな表情でお礼を言う。

「開けていい？」

　そう尋ねると、彼は私の頭を撫でながら頷く。

　結ばれているゴールドのリボンをほどいてケースを開けると、華奢な細いチェーンに小さなお花のモチーフがついているブレスレットが入っていた。

「これ……！」

　綺麗な目に私の姿を映して、優しく微笑む彼。

　嬉しくて胸がいっぱいで、やっぱり泣いてしまう。

　私の涙を長い指でまた拭い、潤さんが私の右手首を取ってつけてくれる。

「指輪はいつも仕事中、ネックレスに通してくれているだろ？　仕事中も邪魔にならずに身につけられるものを改めて贈りたかったんだ」

　私の左手の薬指を持ち上げて優しく唇を寄せ、私を見つめる。

　その目には色香がこもっている。

「俺の美羽だから。俺だけの美羽だから、独占したい」

　頰にキスをされて耳元で囁かれると、もうどうしていいかわからない。

「ありがとう」

　身体の芯にまで響きそうな潤さんの甘い声に、クラクラしながらお礼を言う。

「どういたしまして。気に入った？」

　ハチミツみたいな甘い声に、頷くことしかできない。

　どうしてこの人は、こんなに私を喜ばせて胸をいっぱいにすることが上手なの？

「今日はこのまま、ふたりで過ごそう」

　私の耳朶をもてあそびながら、ゆっくり甘い声で彼は私を誘う。

「でもっ潤さん、仕事――」

　言いかけた私の言葉を、少し荒っぽいキスで封じる。

「ずっと美羽に触れていなかったのにそんなことを言う？　俺が寂しくて落ち込んでいるとは思わない？」

　わざとつらそうな表情をする潤さん。

　そんな言い方はズルい。

　一気に真っ赤になった顔を見られたくなくてうつむく。

「俺は美羽が足りなくてもう限界。仕事は急ぎのものは済ませてあるし大丈夫」

　頭上で聞こえる甘い声に、私は反論できそうになかった。
















始まりの一歩













「美羽ちゃん、本当に帰っちゃうんだね……」

　荷造りが進む私の部屋をぐるりと見回しながら、真央が悲しそうに言う。

「ごめんね。いきなり来て、いきなり帰っちゃうなんて」

　段ボール箱にガムテープを貼りながらそう言うと、彼女は肩をすくめて寂しそうに笑った。

「仕方ないよ、仕事だもん。でも、やっぱり寂しいかな。久しぶりにお姉ちゃんと暮らせて楽しかったから。小さい頃を思い出しちゃった」

　涙目で私を見る妹を、ギュッと抱きしめる。

「私も楽しかった。札幌で暮らしていけたのは、真央がいてくれたからだよ」

「嘘、それを言うなら瀬尾さんでしょ？　ママが知ったらびっくりするよ。朝帰りしすぎなんだもん」

　顔をしかめながら言う妹の鼻を、いたずらにつまむ。

「お互い様でしょ？」

　顔を見合わせて笑う。真央がいてくれてよかった、心からそう思う。

　札幌での初めての独り暮らしは心細かったし、真央がいてくれなかったら潤さんの彼女にはなれなかっただろう。




　引っ越しを明日に控えた水曜日の夜。

　荷造りはほとんど済んでいて、最後に残してあったものを詰め込んでいる。

　潤さんは今朝早くから稚わっか内ないに出張していて、帰宅は深夜か明日になるらしく、お別れは慌ただしくなりそうだ。

　本当に寂しいけれど、昨夜はふたりで一緒に過ごすことができた。

　一見冷れい酷こくに見えるほどの秀麗な容貌なのに、私を呼ぶ声と目はいつも優しく甘い。

　夜色の綺麗な瞳も、私の髪をすく長い指も、彼の香りも、しばらくお預けになってしまうけれど……約束したから。

　私に贈ってくれた指輪とブレスレット。

　その気持ちを信じているからきっと大丈夫。私はこれからも潤さんと歩いていける。




「ママに瀬尾さんのこと話した？」

「うん、潤さんが電話してくれたの」

「何それ、聞いてない！」

「……言ってないもん」

「ズルいっ」と頰を膨らませる真央に、苦笑しながら説明する。

「潤さんに、私たちのことを両親に話していいか聞いたの。そしたら、ご挨拶に伺いたいけど今すぐは行けそうにないから、せめて電話で話をしたいって言われて」

「何、何っ、瀬尾さんは電話でなんて言ったの？」

　目をキラキラさせて尋ねる真央。

「……け、結婚を前提にお付き合いをさせていただいています。休みを取って改めてご挨拶に伺いますって……」

　恥ずかしさをこらえて真央に言う。

「素敵！　美羽ちゃん結婚するの!?　パパとママはなんて返事したのっ？」

　手を叩いて真央が私に詰め寄る。

「……びっくりしていたけど、娘をよろしくお願いします、お待ちしていますって」

　きゃあっと興奮する真央。

「でも、まだプロポーズされたわけじゃないからっ」

「もうプロポーズされたようなものじゃない。いいなぁ、イケメンの旦那様。でもあの人、峰岸さんはどうなったの？　瀬尾さんのこと、まだ好きなんでしょ？　なのになんで瀬尾さんと美羽ちゃんがうまくいくようにフォローしてくれたんだろうね？」

　真央は小首を傾げながら、不思議そうな表情を浮かべる。

「……うん」

　そう、私が異動の面談を受けて、精神的に打ちのめされていた日。

　地下の資料室で私に直帰を促したあと、潤さんが帰宅できるように峰岸さんが仕事を引き受けてくれたのだと彼に教えてもらった。

　峰岸さんが今も潤さんを想っているのかどうか、本心はわからない。

　ただ歓迎会の時、峰岸さんが見せた切ない表情と吐露していた想いには、とても深みがあった。

　そのことについて私は何も言えないし、言うつもりもない。誰かを想う気持ちは自由だから。

　恋こい敵がたきの私に対しても、正々堂々とした態度を貫いていた峰岸さんは、同じ女性としてとても魅力的な人だ。

　恋をするなら幸せな恋をしたいと誰もが思う。相手に気持ちを受け入れてもらいたいと切実に願う。だけど、好きになった相手に必ずしも同じ想いを返してもらえるわけではない。

　一方通行になってしまったり、すれ違ってしまったり、悲しい結果になってしまうことはいくらでもある。

　恋は人を幸せにするけれど、時に残酷だ。

　どんなに涙を流しても、胸が張り裂けそうになって、もう二度と笑えないくらいに悲しくても、誰にも救ってもらえない。自分で立ち上がるしかない。

　つらくても手離せない、それが恋なんだろう。

　恋はわずかなタイミングで何もかもが変わってしまう繊細さと、揺るがない強さを秘めている。

　潤さんに恋をして、初めての自分に出会った。

　好きな人に嫌われることが怖くて、ひたすらいい子になろうとしてしまう自分や、独り占めしたくて私だけを見てほしいと願う余裕のない自分。猜さい疑ぎ心しんばかりが膨らんで、心の中がドロドロになってしまう醜みにくい自分。

　情けない姿だけど、どれも間違いなく自分自身で、そんな私を受け入れてくれている彼には感謝の気持ちでいっぱいだ。




　私の送別会を札幌支店の皆さんが開いてくれた時、峰岸さんに言われたことは仕事の労いだけだった。

　隙のないスーツ姿に穏やかな微笑みを浮かべて、綺麗な手を差し出された。

「日本橋支店に戻っても、自信を持って頑張りなさいよ」と気品に溢れた笑みを浮かべる姿は、本当に綺麗で見惚れてしまう。

　いつか私もこんな素敵な女性に、上司になれるだろうか。

　仕事をいつも丁寧に教えてくれて、どんな時も私を守ってくれた藤井さん、金子さんにも感謝の気持ちを込めて挨拶をした。

　どこまでが本気かわからない軽い調子なのに、有能で観察眼が鋭く、いつもさりげなく潤さんや私を助けてくれる桔梗さんにも、穏やかに部下を見守ってくれる皆川さんにも、伝えたい感謝の思いは尽きることがない。

　札幌に来てよかった。そう思わせてくれる人に出会えた私は、本当に幸せ者だ。

　実家に戻ったら、きっと寂しくなってしまうだろう。

　前を向こう。潤さんに似合う女性になるために。




　引っ越し当日は、朝から綺麗な青空が広がっていた。

　風は少し冷たかったけれど、ここ数日は粉雪が舞うこともなくアスファルトはほとんど乾き、気温も上がっていた。

　潤さんは、やはり夜のうちには戻れず、今日帰ってくるらしい。

　すれ違いになってしまって、会えないかもしれない。

　自分の両手を見つめる。左手の薬指の指輪、右手首のブレスレットが私を見守ってくれているから大丈夫。

　考えたら湧き出てしまいそうな不安や寂しさを払拭するように、首を横に振る。

　一生会えないわけじゃない。電話だってできるし、休みの時は会いにだって行ける。

　今は少し離れるだけ。試練だけれど、きっと意味がある。

　異動が決まってから何度も自分にそう言い聞かせた。

　弱気な感情と、折れそうになる心と、どれだけ闘っただろう。

　泣きだしたい気持ちは、今日までずっと抱えてきた。

　こらえられたのは、潤さんがいてくれたから。

　泣きだしそうになる私を、大丈夫だよって抱きしめてくれたから。

　大好きだって安心させてくれたから。

　だけど今日から彼は、私のそばにはいない。

　しっかりしなくちゃ、自分の足で立たなくちゃ。

　少しでも明るい力を分けてもらえるように、青い空を見上げる。

　慌ただしい引っ越しにはなったけれど、予定通りに作業は終了した。

「気をつけてね。本当に空港まで一緒に行かなくて大丈夫？」

　私の荷物がなくなって広くなった部屋に、姉妹ふたりで手を繋いでたたずむ。

　涙目になりながらも私の心配をしてくれる真央。

「大丈夫だよ。見送ってもらったら絶対泣いちゃう」

　私はおどけたように言って、真央をギュッと抱きしめた。

　私よりも少し小柄な妹は、その体型に似合わずパワフルで、いつも全力で物事に取り組んでいる。私の自慢の、私を本当に大事に思ってくれるかけがえのない存在。

「本当にありがとう、真央。翔くんと仲良くね。……大好きだよ」

　泣かないと決めたはずなのに、言っているそばから雫がこぼれ落ちる。

　グスッと鼻をすすりながら、真央は私をギュウッと抱き返してくれた。

「私のほうこそありがと……。お姉ちゃん、大好きだよ。また一緒に暮らそうね」

　顔を見合わせて笑い、お世話になったマンションのエントランスに一礼をして、空港行きのバス乗り場まで真央と並んで歩く。

　札幌の空気を惜しむようにたくさん吸い込んで、昨年来た時と同じように荷物を抱えて空港行きのバスに乗り込んだ。




　バスは定刻通り、空港に到着した。

　荷物の預け入れと搭乗手続きを素早く済ませる。なるべく機械的に事務的に、自分が今やらなくてはいけない用事をこなしていく。そうしないと、胸の奥にある悲しみや寂しさが溢れてきてしまうから。

　早く飛行機に乗って、もう戻れない状況になりたい。ここから逃げ出してしまいそうになるから。

　ギュッとバッグを握りしめて、振り返らずに検査場に移動しようとした時、ぐっと腕を後ろに引っ張られた。

　その時漂った柑橘系の香りは、私が今一番会いたい人のもの。

「……潤さんっ」

　背中に当たる温もりと速い鼓動。

　胸が引き裂かれるように痛い。

　頑張って泣かないようにしていたのに、こらえきれずに涙がこぼれ落ちる。

　振り返ってスーツの胸に飛び込むと、私を包む香りが一層強くなる。

「間に合った……！」

　ハアハアと乱れた息が頭にかかる。

　いつもきっちり整えられている髪が少し崩れている。漆黒の瞳には安堵の色が広がっていた。

　私の涙を長い指でいつものように優しく掬ってくれる。

「遅くなってごめん」

　私は首を横に振る。胸が詰まってうまく言葉が出ない。

「会えてよかった。ありがとう。嬉しい」

　泣きながら顔を彼の胸に埋めると、ギュッと抱きしめてくれた。

「……愛してるよ、美羽。必ず会いに行くから。待ってて」

　そう言って、一生忘れられない告白と優しいキスをくれた。




「橘さん、五時から勉強会だから、それまでに現物片付けてね」

　城田さんに言われる。

「わかりました」

　いつものように返事をする私。

　日本橋支店に戻ってきて二カ月近くが経った。

　札幌支店に赴任している間に異動した人、異動してきた人、係替えがあり、最初の頃は戸惑うことも多かった。

　けれど、私が使用していた席や未処理箱なども保管されていて、私が不在だった間に変更した業務内容を周りの人が親切に教えてくれたおかげで、スムーズに元に戻ることができている。

　指輪はネックレスに通して、毎日服の下に着けているし、ブレスレットも右手首につけている。

　このふたつは私の大切なお守り。

　だけど、やっぱり時折どうしても寂しくなる。顔が見たくて、声が聞きたくなる。

　今になって立ちはだかる距離を実感する。

　国内でこんなにへこたれている私は、海外で遠距離恋愛をしている人を心から尊敬してしまう。

　真央だって翔くんと何カ月も離れて頑張っていたというのに、弱い私は泣きながら潤さんに電話をしてしまう。

　そのたびに彼は、優しい声でなだめてくれる。

　困らせたいわけではないのに、慰なぐさめてほしいわけではないのに、と自己嫌悪に陥って、自分の不ふ甲が斐いなさを思い知る。

　彼は相変わらず出張も多く、忙しい日々を過ごしているらしい。

　帰宅が深夜になることもあるため、そう簡単に長話もできないし、いたわることもできず、迷惑をかけているだけのような気がする。

　強くなると心に決めていても、変われない自分が嫌になる。




　本格的に梅つ雨ゆの時期に入った六月中旬。

　朝から雨が降り続いていて、空には重たい鼠ねずみ色の雲が広がっている。

　私の心にも、表現しがたい暗く重たいものが、日に日にたまっていく。

　蒸し暑さも日増しに強くなり、夏が近いと感じられる、そんな頃だった。

「橘さん、一階にお客様よ」

　閉店時間が過ぎた頃、一階の受付の人に内線で呼ばれた。

「札幌支店の方よ」

　まさか……！

　その言葉を聞いて、弾かれるように一階に向かって駆けだす。

　まさか、まさか？　潤さん？

　期待を膨らませて息を切らし一階の受付に行くと、懐かしいふたりがロビーのソファに腰掛けていた。

「美羽ちゃん！」

「ちょっと！　恥ずかしいわね、声抑えてよ」

「桔梗さん、峰岸さん！」

　潤さんじゃなかった……。

　ぶわっと走馬灯のように札幌での日々を思い出し、胸がいっぱいになって涙ぐんでしまう。

「えっ、ちょ、ちょっと美羽ちゃん、大丈夫？　どうしたの？」

　桔梗さんが慌てふためいて立ち上がる。

「あーら、やだ。桔梗くん、橘さんを泣かせちゃって。瀬尾くんに言っちゃおっと」

「おいっ、俺は悪くないだろっ。潤に絶対言うなよ！　俺が殴られるっ」

　ふたりのかけ合いが楽しくて懐かしくて、涙が止まらない。




　業務が落ち着いた私は許可をもらって、ふたりを以前私が片山部長と面談した応接室に案内した。

　ふたりは研修で昨夜から東京に来ていたらしい。

「もっとゆっくりしたいのに、今夜中に帰らなきゃいけなくてさ。でも美羽ちゃんに会えてよかったよ。潤もこの研修に来るはずだったんだけど、どうしても折り合いがつかなくてさ。今、あいつ山場だから――」

「ちょっとっ！」

　峰岸さんに肘でつつかれても動じない桔梗さん。

　なんの話か検討もつかなかったけれど、先生に叱られた子どもみたいに肩をすくめる桔梗さんと呆れ顔の峰岸さんに、再び笑ってしまう。

　改めてふたりを見ると、本当になんというか迫力がある。

　桔梗さんは文句なしの美形だし、峰岸さんは誰もが振り返るような美人だ。ふたりが揃うと華やかで威圧感がある。思わず見惚れずにはいられない。

　ここに潤さんがいたら、もっと華美な雰囲気だっただろうな。

　私はどんな時も脳裏に浮かぶ大好きな人の顔を想像して、小さく微笑んだ。

「日本橋支店はどう？」

　ニッコリと綺麗な笑みを浮かべて尋ねる峰岸さん。

「あっ、はい。戻ってすぐの頃は戸惑いもありましたけど、今はずいぶん慣れました」

「そう、よかったわ。あなたは事務処理能力が高いし、そっちは大丈夫そうね」

「美羽ちゃんは優秀だから札幌支店に赴任してたんだし。それに可愛いからな。なんせ、あの潤がベタ惚れだし」

　明るく笑い飛ばす桔梗さんの言葉に、私は曖昧に微笑む。

　潤さんとここ最近は、全くと言っていいほど話せていない。メールを送っても、かなり時間が経ってから簡単な返事が来るという状態。

　様子を見に、無理やりにでも会いに行こうかと考えたけれど、入れ違いになってしまうことが心配だった。

　ううん、本当は、たった二カ月で音ねを上げたのかと呆れられたくないから。

　彼は必死に頑張っているし、前に進んでいる。

　だけど私は、いつもどんな時も彼を思い出してばかりで、こんな日々はいつまで続くのだろう、と後ろ向きな気持ちで毎日を送っている。

　何もできずに足踏みしている情けない私のままでは、会わせる顔がないと思ってしまう。

　札幌を発つ前に、頑張れる、頑張るんだって決意したのに。彼が今そばにいなくて、わからないことが多すぎて、どうすればいいのか途方に暮れる。

　こんな自分が嫌で、ますます落ち込んでしまう。

『俺を信じて』

『必ず会いに行くから。……待ってて』

　そう言ってくれたのに、彼のその言葉を、気持ちを信じたいのに、どんどん自信をなくしていく。

　一緒にいる時は、こんな風に思わなかった。

　峰岸さんのことで不安になった時ですら、心のどこかで大丈夫だと思えていた。

　個人的には会えなくても、出勤すれば顔を見られて声が聞けたから。

　だけど今は、彼の存在はどこにもない。会えなくなった、それだけで私の心はこんなにもボロボロだ。

「美羽ちゃん？」

　返事をしない私を怪訝に思ったのか、桔梗さんが私の顔を覗き込む。

「あっ、はい、せ、瀬尾さんですよね？」

「いや、違うけど……まあ、そうだけど」

　ちょっと困った表情を一瞬見せて、明るく桔梗さんが笑いかける。

「美羽ちゃん、潤にボールペンあげた？　持ち手の部分が濃い青色の」

「え？」

　桔梗さんはスマートフォンを取り出して、画像を私に見せる。

　それは、私がバレンタインデーに潤さんにあげたプレゼント。

　仕事の時に使えて目立たなくて、いくつ持っていても負担にならない物、そう考えて真央と選んだ。種類も色も書き心地も、たくさん悩んだ末に決めた。

　どうしてこの写真を桔梗さんが？

　驚いた表情の私を見て、面白そうに桔梗さんが言う。

「その表情、やっぱり俺の勘は当たったね！　このボールペン、潤が毎日胸ポケットに入れて持ち歩いているんだ。絶対誰にも触らせないし、貸してくれないの」

「……え？」

「ペンがなくて借りる時ってあるでしょ？　潤がいつもこのボールペン持ってるの知ってたから、この間貸してって言ったんだよ。そしたらさ、潤、どうしたと思う？」

　ニヤニヤしながら桔梗さんが私に聞いた。

「どうしたって……貸したんじゃないんですか？」

　私の返事に、大袈裟に手を振って答える桔梗さん。

「違う、違う！　貸してくれなかったの、あいつ！　社内で備品として使われている百円のボールペンをわざわざ渡してきてね」

　……え？

「なんで？って聞いても無視するんだよ。でもさ、潤、ほかの誰にもそのボールペン貸さないんだよね。貸さないっていうか、触らせないの。で、ピンと来たわけ。これは絶対に美羽ちゃんからのプレゼントだなって」

　私があげたから？　だから大事にしてくれているの？

　言葉にならない気持ちが込み上げて、胸に温かいものが広がっていく。

「ちょっ、美羽ちゃん？　また泣かないで」

　焦る桔梗さんの声に、頰に涙がつたっていることに気づく。

　潤さん、私を想ってくれていたんだ。

「もう桔梗くん。橘さんをどれだけ泣かせるつもり？」

　呆れ顔の峰岸さんに、私はふるふると首を横に振る。

「違うんです、峰岸さん。すみません、桔梗さんは悪くないんです。……嬉しくて、そんな風に使ってくれているなんて思ってなくて」

　遠く離れた場所で、私の存在を認めるように大切にしてくれていたなんて思わなかった。

　私、あなたの心の中にちゃんといるんだよね？

　峰岸さんはふっと綺麗な唇の口角を上げて、いつもより少し優しい声音で言った。

「まさか不安だったの？」

　その言葉に、堰せきを切ったように涙が溢れ出てきた。こらえていたものが一気に流れ出すように。

「うわっ、美羽ちゃんっ。おい、峰岸！」

　桔梗さんがおろおろしている。

「……いいじゃない。営業時間は過ぎたわ。私たちしかいないんだし、泣かせてあげるのも元上司の役目よ」

　桔梗さんは泣き続ける私を、居心地が悪そうにうろうろしながら見つめていたけれど、峰岸さんは黙ってソファに座っていた。

　私の涙が落ち着いてくると、峰岸さんは私をじっと見つめて微笑んだ。

「大丈夫かしら？」

「はい、すみません……みっともない姿をお見せして」

　気持ちがこらえられなかったとはいえ、元上司の前で号泣してしまうなんて、恥ずかしいを通り越して情けない、とうなだれる私。

　思えば私は、この人の前でいつも泣いてしまっている。

「気にしなくていいわ。仕事の質問は終わったもの。今はプライベートな時間と私は思っているから」

　峰岸さんはあっさりと言い放つ。

　桔梗さんは優しい笑顔を見せてくれる。

「そんな風に素直に気持ちを表現できるあなただから、瀬尾くんは好きになったのよ。……私にはできないわ」

　少し寂しそうな笑顔で話す峰岸さんは、どこか切なそうでもあった。

「あなたに見せたいものがあるの」

　スマートフォンをバッグから取り出して、ある写真を見せてくれた。

「これ……！」

「今朝の瀬尾くん。ボールペンもね」

　画面を覗くと潤さんの姿。盗み撮りなのか横顔で、ボールペンを片手に誰かと会話しているところみたいだ。

「それと、これも」

　峰岸さんは完璧なネイルが施された指で画面をスライドさせる。

　そこにはカメラに気づいたのか、正面を向いてむっとした表情の彼。

　それから何枚か峰岸さんは写真を見せてくれた。全部が嬉しくて懐かしくて、切なさが込み上げる。

　自分の寂しくて不安な気持ちを肯定すればよかったのに、どうして素直に想いをぶつけなかったんだろう。

　私は何度同じことを繰り返しているんだろう。本当に進歩がなくて、自分でも嫌になる。

「あなたの連絡先、教えてくれる？　さっきの写真送ってあげるわ」

　峰岸さんは明るく顔を上げた私に微笑む。

　そばで安心したように笑みを浮かべる桔梗さん。

　そのふたりの様子を見てやっとわかった。多忙な中、ふたりがわざわざ会いに来てくれた理由。

　……私を心配してくれていたんだ。

　潤さんの忙しさは、私よりふたりのほうが断然理解しているはずだ。

　誰よりも優しくて思いやりがあって、私のことを想ってくれている彼が、私の現状に気づかないわけがない。

　ふたりに頼んでくれたのかもしれない。そんなことを聞いても、三人とも教えてくれないだろうけれど。

　たくさんの感謝の気持ちを込めて、ふたりに頭を下げた。

「ありがとうございます。心配してここまで来てくださって」

「元部下の様子を見に来るのは当たり前よ」

　素っ気なく返す峰岸さん。

「美羽ちゃんの可愛い顔、久しぶりに見たかったし」

　相変わらず軽い感じで返してくれる桔梗さん。

「峰岸、照れてやんの。顔が真っ赤」

　からかう桔梗さん。

「う、うるさいわねっ、そもそもなんで私がっ。……桔梗くん、あなたの好きな人にいろいろ吹き込むわよ」

「なっ、好きなヤツなんて支店にはいないっ」

「……私、支店なんて言ってないわよ？」

　意地悪そうに微笑む峰岸さん。

　そんなふたりの様子がやっぱりおかしくて、笑ってしまった。

　パシャリと突然シャッター音が響く。

　気づけば峰岸さんが、私をスマートフォンのカメラで撮っていた。

「これは瀬尾くんへのお土産」

　ニッコリと笑う峰岸さんは本当に素敵で、気遣いも抜群だ。

「あなたたちは本当に手がかかるわね。もう少ししたら状況が変わるわよ」

「そうそう。あと少しで潤も落ち着くから。今月末の社内報を楽しみにしてて、美羽ちゃん」

　軽くウィンクをしながら謎の言葉を残す桔梗さん。

「あら、もうこんな時間、飛行機に間に合わなくなるわ。ほら桔梗くん、行くわよ。じゃあ橘さん、またね」

「美羽ちゃん、札幌にまた遊びに来てねっ」

　そう言って、嵐のようにふたりは帰っていった。

　ふたりが去ったあと残された私は、驚くほど元気になっていた。

　潤さん、私、やっぱり寂しいです。

　だけど、あなたの姿を間接的にでも見ることができて、今とても嬉しい。

　だからもう少しだけ頑張ります。

　我慢せずに、素直に感じたことを言えばよかった。写真をお願いすればよかった。私はあなたがいないとダメなのだから。




　帰り道に手にしたスマートフォンには、峰岸さんから潤さんの写真が送られてきていて、その画面を食い入るように見つめた。

　峰岸さんには感謝の気持ちをメールで送る。

　桔梗さんと峰岸さんのおかげで、私は明るく前向きな気持ちになれた。

　峰岸さんは私の前で、潤さんを以前のように下の名前で呼び捨てにしなくなっていた。それは私が札幌支店を発つ少し前から。

　潤さんが桔梗さんに対して、プライベートと仕事で呼び方を分けているように、ただ会社では呼ばないだけなのかもしれない。

　峰岸さんに尋ねることはできないけれど、そこには峰岸さんなりの思いが、意味が込められている気がする。

　もし私が峰岸さんの立場だったとしたら、そんな風に部下を思いやれるだろうか。




　月末に入り、いつも通り忙しくなった。

　あれから峰岸さんは時々、一応潤さんの了解を取ってから、私に彼の写真を送ってくれている。

　私はその写真に何度も勇気づけられた。

　峰岸さん曰く、彼は私の写真が送られてこないことに不服だそうだ。

　私だけが元気をもらっていることは不公平かもしれないと、何度か自撮りに挑戦したけれどうまくいかず、彼をやきもきさせる日々が続いている。

　月末の業務をこなす中で、桔梗さんと峰岸さんが話していた社内報も回覧で回ってきたけれど、目を通す時間もなかった。

　恒例のように飛び交う、自身の支店の異動者を確認するだけで精一杯。

　落ち着いたらパソコンで閲覧しようと思いつつも、日は過ぎていった。




　七月に入ってすぐの水曜日の朝、城田さんに呼ばれた。

「今日の閉店後に片山部長が面談をしたいって言ってるのだけど、予定は大丈夫？」

「面談、ですか？」

　私の怪訝な表情に気づいた城田さんが、説明してくれた。

「札幌支店での業務内容の確認と、今後の橘さんの赴任先についての話よ。堅苦しいものじゃないっておっしゃってたから」

「……はい、わかりました」

　返事はしてみたものの違和感が拭えない。七月の異動は出たばかりなのにどういうことだろう。

「時間と場所はまた内線で連絡するから」と言い残して城田さんは踵を返す。




　一日の業務に追われていると、あっという間に面談の時間になった。

　城田さんの指示通り、応接室に向かう。

　遅くなるといけないから帰り支度をして来るように、とも指示されたので、ロッカールームに寄って私物を持ってきた。

　どうしてそんなに時間がかかるのだろうと不思議に思いながらも、見慣れた応接室の半分開いたドアをノックする。

「どうぞ」と返事がありドアを開けると、いつもと変わらない穏やかな表情の片山部長がソファに座っていた。

「遅い時間に悪いね。座って」

　部長は立ち上がって、私に向かいの席に座るよう促す。

「いえ、お待たせしてすみません」

「早速だけど、札幌支店での業務お疲れさま。本当によく頑張ってくれたね。札幌支店の支店長からも感謝されたよ」

　満面の笑みで私を労ってくれる片山部長。

「そんな……私のほうこそ、皆さんにとてもよくしていただきました」

　札幌支店のことを思い出すと、切ない気持ちが込み上げる。泣かないように膝に置いた手をギュウッと握りしめた。

「君の直属の上司だった瀬尾くんも、橘さんのことを褒めていたよ」

　ニコリと優しく微笑む部長。

　潤さんの名前が出て、ドクンと鼓動がひとつ大きく鳴った。

「ありがとうございます。瀬尾さんには本当に……お世話になりました」

　無意識に唇を嚙みしめる。

　名前を口にするだけで、切なくて胸が痛む。

「札幌支店での業務内容について、今後の参考のために東京営業推進部から詳細を聞きたい、と言われてね。それで今日は橘さんに来てもらったんだ」

　そういうことか、と緊張していた肩の力が抜けた。

「はい、私でよろしければ……」

「いや、彼が橘さんじゃなきゃダメだと言うのでね」

　ふっと片山部長が面白そうに片眉をあげた。

「言いすぎですよ、片山部長」

　背後から響いた声。落ち着いた低音。

　その声に、私の身体が素直に反応した。

　間違いない、間違うはずがない。

　だって毎日思い出していたから。

「紹介するよ。東京営業推進部の瀬尾部長だ」

　片山部長の声が、私の頭の中を素通りする。

　振り返った私の目に映るのは、どんな時も忘れたことはなかった人。

　目を閉じていても鮮明に思い出せる。その長身も優しい声音も、漆黒の瞳も温かい腕も、一日だって忘れたことはない。

　会いたくて会いたくて、たまらなかった。

「東京営業推進部の瀬尾です。久しぶり、橘 美羽さん」

　いたずらっ子のような表情で、潤さんは私の座っている席に近づく。

　どうしよう、声が出ない。

　ドキン、ドキン、ドキン。

　心臓が早鐘を打つ。胸が詰まって呼吸が苦しい。

　これは夢……？

　どうして潤さんがここにいるの……？

「瀬尾、ここまでお膳立てしてやったんだから、あとはしっかりやれよ。あ、日取りが決まったら教えてくれ」

　ポンッと潤さんの肩を叩いて、片山部長は応接室をあとにする。

「……部長っ！」

　悲鳴のように立ち上がって叫ぶ私に片山部長は振り返り、目を細めて微笑んだ。

「札幌で頑張った橘さんへのボーナスだ。遠慮なく受け取ってくれ。よかったな」

　パタンとドアが閉じて、その言葉に視界が滲む。

　何がどうなっているのかわからない。

「ただいま、美羽」

　混乱した頭を上げると、会いたくて焦こがれていた人がいた。

「潤さん、どうして？　ほん、もの……？」

　小さく絞り出した声とともに、彼に向かって手を伸ばす。

　消えないで、いなくならないで。

　夢ならどうか醒さめないで。

　恐る恐る伸ばした手を、ギュッと長い指が包む。

　伝わる温もりが、現実だと教えてくれる。

「本物だよ、大丈夫。ここにいるから」

　私を安心させるような穏やかな表情は、記憶の中の彼と同じもの。

　その言葉を聞き終わらないうちに、その胸に飛び込んだ。

　受け止めてくれた胸は、懐かしい柑橘系の香りがした。

　どんな時も私を包んでくれた香り。その持ち主はニッコリと私を包んで甘く微笑む。

　私は瞬きもできずに、ただただ泣き続ける。

　伝えたいことも聞きたいことも、たくさんあるのに声が出ない。

　込み上がる気持ちが、すべて涙に変わってしまったかのよう。

　彼はギュッと抱きしめる腕に力を込めた。

「待たせてごめん。もう離さないから」

　胸に染みる優しい声で、そう囁く。

　私の髪を撫で、何度も名前を呼んで、落ち着くまで待っていてくれる潤さん。

　少しずつこの現実を実感して、私は彼のスーツの裾をつかんだまま顔を上げた。

「落ち着いた？」

　穏やかな甘い声で、私の頰にかかった髪を耳にかけてくれる。

「……うん。ごめんなさい」

　久しぶりに見る彼の端正な顔立ちは、壮絶な色香を放つ。

　慌てて下を向いてしまう私に苦笑しながら、私の両頰を大きな両手でそっと包み、彼は私と目を合わせる。

「ちゃんと顔を見せて」

　いつになっても見慣れない綺麗な漆黒の瞳に私が映って、優しい光を帯びる。

　胸がキュウッと締めつけられて、止まったはずの涙が再び滲みだす。

「会いたかった、美羽」

　そのままの体勢でそっと囁く彼の言葉に、目尻から新しい涙がこぼれ落ちた。

「愛してるよ」

　私の涙を優しく指で掬い、困ったように微笑んで彼は言う。

　大好きなその姿をきちんと見たいのに、私の視界は完全にぼやけてしまった。

　あなたを愛している、そう言いたいのに。胸が詰まって声にならずに、蕩けそうに甘い彼の目を見つめ返すだけで精一杯。

「大丈夫、もうどこにも行かないから。だから泣かないで」

　私を安心させるように言う潤さん。

「どこにも行かないって……そうだ！　どうして潤さんがここにいるの？　東京営業推進部ってどういうこと!?」

　潤さんに会えたことで舞い上がって、すっかり忘れていたけど、どうして潤さんが東京にいるの？

「その前に美羽。指輪、持ってる？」

「う、うん、もちろん。毎日つけているよ」

　私は頷いて、胸元からネックレスに通した指輪を取り出す。

「貸してくれる？」

　いつもと雰囲気の違う彼の様子を訝しみながら、ネックレスを外して潤さんの手に指輪を渡した。

　彼は私の左手を長い指でそっと包んで、薬指に指輪をはめる。

「潤さん!?」

　ふわっと潤さんが甘く微笑む。胸が痛くなるくらいの優しい目が、私をまっすぐに見つめる。

「――橘 美羽さん、結婚してください」

　……え？

　言われた言葉がわからない。

　私は呆ぼう然ぜんとして彼の目を見返す。

　綺麗な瞳に浮かぶ真摯な光が、私を見据える。

「誰よりも美羽を愛してる。ずっと一緒にいるから。もう寂しい思いはさせないって誓う。だから俺のお嫁さんになって」

　その言葉に、私の涙腺はとうとう崩壊した。

　足がガクガクして力が入らない。

　潤さんに握られた指が震えて、言葉にならない。

　涙で、大好きな彼の顔が見えない。

「美羽、返事は？」

　泣きたくなるくらいに優しい目が、私を見つめる。

　嗚咽ばかりが漏れる、機能しない喉の代わりに、私はコクコクと何度も頷く。

「……はい……っ。よろしくお願い、します」

　必死に絞り出した声は情けないくらいに小さい。

　彼は微笑みながら、そっと私を胸に包み込んだ。

「美羽、泣きすぎ。でもよかった。愛想つかされて断られたらどうしようかと思った」

　ぽすっと私の肩に頭を載せて言う彼に、必死で反論する。

「そんなこと絶対にしない！　私がどれだけ潤さんを好きだと……！」

　再び泣き声になる私に、彼が慌てて顔を上げる。

「ごめん、わかってる。だから笑って」

「笑えないよ。もう、なんでそんな急に……」

　しがみつく私に、彼が真剣な顔をして言う。

「急じゃない。ずっと考えていたんだ」

「え……？」

　見つめ返す私の頰をそっと撫でて、ふっと彼は表情を緩めた。

「いつも一生懸命でまっすぐな美羽に惹かれた。俺にないものを持っている美羽が眩しかった。美羽と出会って、誰かを心から愛する幸せを、俺は教えてもらったんだ」

　真摯な眼差しが、まっすぐ私を見つめる。

　彼の言葉のひとつひとつが、ゆっくりと私の胸に染み込んでいく。

　その全てが嬉しすぎて、胸がいっぱいになる。

「私だっていっぱい潤さんに教えてもらったよ！　潤さんが、潤さんだけが私をドキドキさせるんだよ」

　伝えたいことはたくさんある。

　私がどれだけ潤さんを大事に思っているのか、どれだけ愛しているのか。

　ありきたりな言葉でしか伝えられない、この気持ちがもどかしい。

「絶対に美羽を手離したくなかったんだ。だから、俺にできることをしようって決めていた。不安にさせて、寂しい思いをさせてごめん。俺も会いたくて、声が聞きたくて、触れたくて、気が狂いそうだった」

　一瞬だけ見えた、苦しそうな顔。

「もっと早く、段取りよく進められたらよかったんだけど、思ったよりも時間がかかってしまって」

「え……？」

「美羽、社内報見てないだろ？」

　彼が苦笑しながら私の目を覗き込む。

「まさか……！」

　思い当たったのは『もう少ししたら状況は変わる』という、峰岸さんの言葉。

「私のため？」

　確信に近い予想に、掠れた声が出る。

　私の質問を肯定するかのように、彼は柔らかく微笑む。

「俺たちのため、だよ？」

　再び私をギュッと抱きしめてくれた。

「そんな、そんな個人的な理由で人事異動なんて……！」

　あり得ない、できるわけがない。

「ギリギリまで確信が持てなかったから、美羽に言えなかった。尚樹と峰岸が協力してくれて、支店長や皆川さんがいろいろな人事関係に頼んでくれて、今回の異動の辞令を出してもらった。俺がしたい仕事はここにあるし、何より迎えに行きたい人がいたから」

　彼の気持ちに、行動に、言葉が出ない。

　この会社では、そう簡単に個人の希望で異動先を決めることはできない。

　いろいろな根回しやそれに伴う実力や評価、業績といった目に見える結果が必要とされる。職位が上に行けば行くほど、それは顕著だ。

　けれど彼は、私のためにそれをやってのけてくれた。

　どれほど大変だっただろう。

　彼の想いの強さに、覚悟に、涙が止まらない。

　潤さんはいつもそう。目に見えない場所でも、私を包んで守ってくれる。

　だけど私はそんな彼の深い想いに気づかず、表面しか見ずに勝手に不安になって、寂しさに囚われていた。

　そんな自分が情けない。

「美羽、そんな顔しないの」

　ムニュッと私の鼻を軽くつまむ。

「いいんだよ、美羽はそのままで。俺が言えなかったせいもあるし、美羽に寂しい思いをさせていたのは事実だから」

　とびきり優しい笑顔で私を包む。

　ああ、どうしてこの人は、こんなにも私に甘いのだろう。

　責めればいいのに、文句のひとつでも言えばいいのに、そんなことはせずに、私を真綿で包み込む。

　きっとこの先、私は一生彼にはかなわない。

「……ありがとう、愛してる」

　言葉にならないたくさんの想いをこの一言に込める。

　潤さんは一瞬驚いたような顔をして、すぐに愛しい笑顔を見せてくれた。

　私の左手を取り上げて、薬指の指輪に優しくキスをする。

「今度の休みに買いに行こうな、本物」

「ほ、本当に？」

「もちろん」

　その言葉にプロポーズをされた実感が湧いて、カアッと頰が熱くなる。

「可愛い。愛してる、美羽」

　澄んだ目の彼が、胸が震えるほどの優しい声で囁いて、私の唇に長いキスをした。そして、私を胸にギュッと閉じ込めた。




　――コンコン。突然響くノックの音。

　潤さんは、私の肩を優しく抱いてドアを開ける。

「おめでとう、橘さん！」

「瀬尾、ちゃんとプロポーズできたか？」

「へっ……!?」

　そこには、満面の笑みを浮かべた片山部長と城田さんが立っていた。

「部長、城田さん、どうして……」

　状況についていけず、狼ろう狽ばいする私。

「瀬尾くんに聞かなかった？　片山部長と私は、橘さんがこの支店に戻ってくる前に、ふたりの関係とこれからのことを瀬尾くんに相談されていたの。片山部長は瀬尾くんの前任店での上司だったし」

　うきうきした表情で話す城田さん。

「今日のこともずいぶん前から瀬尾くんに頼まれていたのよ。プロポーズがうまくいくかどうか、気が気じゃなかったんだから！　おかげで今日は、仕事が全く手につかなかったわ！」

　満足そうに笑う城田さんに、私は呆気に取られる。

「私もなかなか迫真の演技だっただろ？」

「部長、面白がっていませんか？　まさか立ち聞きなんてしていませんよね……？」

　潤さんが氷点下の眼差しでふたりを見据える。

「ま、まさか……！」

　ふたりの目が完全に泳いでいる……これは怪しい。

　それより恥ずかしい!!　ここ会社なのに！　上司と先輩の前で！

　カアッと真っ赤に染まった私を、彼が自分の背後に隠す。

「ほら、美羽が真っ赤になっちゃったじゃないですか！」

「美羽、ですって！　まさか瀬尾くんがそんな表情するようになるなんてねえ、部長？」

「ああ、以前は仏頂面しかしなかったくせにな」

　潤さんは大きなため息をついた。

「はいはい、感謝していますよ。ありがとうございます。ふたりのおかげで無事にプロポーズができて、美羽に受け入れてもらえました。もう、ふたりとも仕事に戻るか帰ってくださいよ。俺たちはこれから行くところがあるんです」

「ええっ、根掘り葉掘り聞きたかったのに！」

　拗ねた顔をする城田さんに、部長が苦笑する。

「まあ、城田。今日は遠慮しておこう。橘さんも驚いているだろうし。その代わり、後日改めて祝わせてくれよ。支店の皆にも報告しなきゃな。そういえば瀬尾、頭とう取どりには報告したのか？」

　片山部長の突然の問いかけに、潤さんがぎこちなく答える。

「……ええ、東京営業推進部への辞令が出た時に伝えました」

　あれ？　なんの話だろう？

　話の流れが急に変わって戸惑いを隠せない。

「頭取は、橘さんと初めて会った時から気に入っていらしたからなあ。挨拶の仕方が丁寧で、のど飴をくれた気遣いが嬉しかったと、あの日の帰りにおっしゃっていたよ」

　部長はひとり、満足そうに頷く。

「……あの部長、お話が全くわからないのですが」

　なぜいきなり頭取の話になるの？　頭取って我が社の頭取？　それにのど飴ってどういうこと？

　私の反応に部長が驚く。

「瀬尾！　お前、橘さんにまだ話していなかったのか？」

　慌てる部長に、潤さんはバツが悪そうに呟く。

「あとで話すつもりだったんですよ……」

　話が見えず困惑する私に、城田さんが苦笑しながら教えてくれた。

「瀬尾くんのお父様って、北海道の地方銀行の頭取なの。このことを知っているのは同期の中では桔梗くんと峰岸さんと私だけなのだけど」

「ええっ!!」

　と、頭取？　頭取ってあの頭取？

　瞠目する私に、さらに部長が衝撃的なことを告げる。

「実は橘さんは瀬尾頭取と面識があるんだよ。昨年の四月、札幌支店への異動を打診した時にいらっしゃったお客様を覚えていないか？」

　部長の言葉をヒントに記憶の糸を手た繰ぐる。

　確かあの時は、面談の時間に部長が来客対応中で……。

　脳裏に精悍な顔立ちの上品な男性が浮かぶ。

「あ、あの咳き込まれていた男性のお客様ですか!?」

　のど飴の意味がわかり、思わず大声で叫ぶ私に、潤さんが答えた。

「その人、俺の父親」

　嘘でしょっ!?　なんでもっと早くに教えてくれないの!!

　声にならずに口をぱくぱくさせる私を、彼が申し訳なさそうに見つめる。

「ごめん、美羽。内緒にするつもりはなかったんだけど、伝えるタイミングがなくてさ。親父は美羽のことを気に入ってるみたいだったし、いいかなって思って」

　いいわけないでしょ!!　義理のお父様が頭取だなんて、どうしよう……。

　私の動揺と不安を察したのか、部長が口を開く。

「橘さんが心配することはない。瀬尾に何もかも任せておけばいいし、前に瀬尾頭取と電話でお話しした時に、橘さんが息子の恋人であることを喜んでおられたよ。本当におめでとう。ふたりとも幸せにな」

　片山部長の明るい笑顔に、私もつられて笑う。

　うん、そうだ。これからのことは潤さんとふたりで考えていけばいい。

「ありがとうございます」

　片山部長と城田さんに、心からのお礼を告げる。

　私は潤さんの隣で感謝の気持ちを込め、営業フロアに戻っていくふたりに向かって頭を下げた。

「黙っていてごめん、美羽」

　再度申し訳なさそうに謝ってくれる彼に、私はクスリと笑う。

「本当だよ。もう、びっくりした！　これからはちゃんといろいろなことを教えてね。私たちの間に隠し事はなしだよ？」

　拗ねたフリをして、私は笑いながら言う。

「ああ、もちろん。約束するよ」

　彼は安心したように笑った。

「でもやっぱり、潤さんのご家族にお会いするのは緊張するよ。札幌にお住まいなんだよね？」

　私の質問に頷いてから、潤さんが言った。

「俺は今、すでに緊張しているけどね」

　意味がわからずに、キョトンとする私。

「行くところがあるってさっき言っただろ？」

　彼は明るく言って、私の指に自分の指を絡めた。

「行くところ？」

　戸惑う私に、彼はいたずらっぽく笑う。

「美羽のご両親に、結婚のお許しをいただきに行くんだよ」

「ええっ？　い、今から？　な、なんでいきなり？」

「いきなりじゃない。美羽のご両親にはもう連絡してあるから」

「いっ、いつの間に……！」

「うーん、数日前？」

　小首を傾げる潤さん。

　そんな姿さえカッコいい、ってそんな場合じゃなくて！

「き、聞いてないっ！」

「内緒にしてもらっていたからね。食事を一緒にってお誘いいただいたから」

　ドキドキするくらいの眩しい笑顔。

　仕事がデキる人って、皆こんな感じなの？

「大丈夫、今頃ご実家に真央ちゃんも帰ってきてくれているから」

　潤さんは焦っている私をちらりと見て、とどめの一発を落下させてくれた。

「じゃあ、行こうか」

　驚く私を見てクスクス笑いながら、とびきり甘い笑顔で肩を抱き寄せる。

　そんな彼に、やっぱり私は一生かなわない。


ＥＮＤ
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　はじめまして、円山ひよりと申します。

　本作は私にとって初めて書籍化していただいた作品になります。このような素晴らしい機会を与えてくださり、本当にありがとうございます。

　このお話は、同じマンションに住む素敵な人と恋に落ちる、ということをテーマにしたいと思って書き始めた作品です。

　ヒーローの潤は冷静沈着、完璧に見えて、実はとても不器用で愛情深いという姿を表現することが難しかったです。対する美羽は、一生懸命に体当たりで恋をする女性を描きたかったので、このふたりがうまく嚙み合うのか、自分でもドキドキしながら書いていました。

　恋をすれば必ず付きまとう不安や切なさ、大人になればなるほど増える困難な選択。それを主人公のふたりが、お互いを尊重しながらも乗り越えていく姿を最終的に書くことができて、とても嬉しかったです。

　素敵なカバーは、そんなふたりの日常をまさに切り取ったイラストにしていただいていて、拝見した時には感動いたしました。ふたりの優しくて甘い距離感に胸がいっぱいです。上原た壱先生、素晴らしいイラストを本当にありがとうございました。

　私を担当して下さった加藤様には本当にお世話になりました。感謝の気持ちでいっぱいです。書籍化のお話をいただいた時はその光栄さに信じられず、しばらく呆然としていました。不慣れで無知な私に懇切丁寧なアドバイスや温かな励ましをくださり、率直な意見や感想をいつも伝えてくださったおかげで、最後まで書き終えることができました。

　スターツ出版の皆様をはじめ、本書の書籍化に携わってくださった全ての皆様に深く感謝いたします。

　最後になりましたが、本書を手に取ってくださり読んでくださった読者様、応援してくださる皆様、本当にありがとうございます。
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